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第一章　魔神生誕





　人間は誰だれもが皆――心の中に神を飼っている。

　あるいはそれは『諦てい観かん』や『絶望』と言い換える事も出来るだろう。

　人生というものは、常に無数の偶然が積み重なって構築される。故にこそそれは、理路整然としたものには成り得ない。公明正大なものにも成り得ない。努力が何ら報われぬ事もある。運勢が著しく偏る事も在る。同じ条件下で同じ結果が出るとは限らない。人生は常に不条理に満ちている。だがそれを『偶然』の一言で片付けてしまう事には、誰もが抵抗を覚えるのだ。

　所しよ詮せん、自分の人生に意味など無いのだと――努力も決意も、偶然に左右される程度のものでしかないと言われている様で。

　因果応報という概念は、あくまで人間が造り出した『希望的な』『制度』に過ぎない。

　努力も。懊おう悩のうも。決意も。忍耐も。犠牲も。理想も。どれだけ崇高な行為であっても無意味に堕する危険性を常に孕はらんでいる。未来は常に不確実で不条理だ。

　だがそんな事を考えていては誰も生きていけない。

　だからこそ人間は、誰もがその不条理に人格を与える。

　その事によって因果応報というものを制度化しようとする。可能性というものを排除して、全ては偶然ではなく必然であるのだと――そう考えようとする。

　それはつまり……不条理という名の偶然に『神』という名を冠して納得する行為。

『神様がそう決めたのだから仕方がないのだ』と。

　偶然に恣し意いの仮面を被かぶせる事で絶望しやすくなる。

　例えば、自分が今此こ処こで死ぬのは無意味で無価値な偶然の結果ではなくて――神の決めた必然であるから仕方がないのだと。卑小で愚劣な自分には理由を推し量る事も出来ないだけで、それは大いなる意思の裁定の結果であり、それ故に決して無意味ではないのだと、自分に言い聞かせて諦あきらめる事が出来る。

　無価値や無意味に抗あらがう行為を、心の中に飼う神に押しつける。

　それは――

「絶対的な支配者……」

　この神の死んだ世界ソロンにおいても同じだった。

　人は己の上に何者かを戴いただかなければ、己自身の知能に押し潰つぶされる生き物だから。

「……自らの運命を預けるに相応ふさわしい相手」

　アフィニエは呟つぶやく。

　彼女は直接的に神を知らない。

　このソロンにおいて神が実在していたのは、もう遙はるか昔の――文字通りに神話や伝説の領域である。勿もち論ろん、神の実在を信じてはいる。その証拠は枚挙に暇いとまが無いし、現にそれは常識としてソロンの人々の意識に根を下ろしている。アフィニエとても例外ではない。

　だが……神それを現実の存在として、五感に感じた事は未だかつてない。

　現に奇き蹟せき術は五感で感知できる現象として存在するし、『代行者パニツシヤー』の脅威は確かに現実であったが、それらの向こう側に、滅んだ神の姿を見るのは困難だった。

　だから彼女の中に在る神の偶像イコンは、曖あい昧まいなものにならざるを得ない。

　自分の上にのしかかる不条理や不合理を納得する為に必要な――偶像。

　それは細部が無いが故にこそ、納得しやすい形を帯びる。

　具体的にはその大きさだ。

　例えば蟻ありや鼠ねずみに――その気になれば踏み潰つぶす事だって出来る様なものを相手に、自分よりも強大な絶対者の姿を夢想する者は居まい。

　非常に分かり易い『力』の象徴として、やはり偶像としての神は巨大化する。

　のしかかる様な。

　山を砕き天を割る様な。

　その腕の一振りで気象をも操る様な。

　そんな圧倒的で理解し易い強大さを人は神に求める。

　自分が塵じん芥かいに等しいのだと――だから不条理な運命に翻ほん弄ろうされるのも仕方のない事なのだと、納得し諦てい観かんできる程の絶対的な力の差を。

　その意味で……

「〈絶対神〉――」

　それは文字通りに相応ふさわしい偶像であっただろう。

　恐らくこのソロンにおいて最大最強を誇る完璧な偶像。

　彼女の前の聳そびえる人型は、人が神に求める条件を過不足無く備えた具現であった。

「…………」

　ふとアフィニエは、背後の扉に視線を向ける。

　壁と溶接されていた鉄扉が――じりじりと火花を散らしながら元通りに切り開かれていく。どうやら最終防衛戦は突破されてしまったらしい。

　時間の問題とは思っていたが、予想よりも早い。

　それだけ他の四氏族の生き残り達も必死だという事だろう。あるいはゼブロンを討ち漏らしたのが響いているのかもしれない。統率者の有無は組織の力を倍増させ、あるいは半減させる。まして――いざ戦闘となれば、武門インペラス家の長は他の誰だれよりも部下の信頼を集める存在だった。

　アフィニエは素早く壁際の機械装置の陰へと身を隠す。

　だが――

「――ッ!!」

　既に言葉ですらない怒号と共に、鉄扉が倒れ込んでくる。

　一瞬遅れて――銃と防弾盾を掲げた〈レネゲイド〉の構成員達が雪崩なだれれ込んできた。インペラス家縁ゆかりの者を中心に組織されたオトルチ家討伐隊といった所だろう。

　だが――

「……!?」

　彼等はそこで凍り付いた。

　たとえ隠れずとも、押し寄せてきた討伐隊員達がアフィニエやオトルチ家の作業員達に目を奪われる事は無かっただろう。彼等の前には途方もない存在感を放って――周囲のありとあらゆる者の視線を根ね刮こそぎ釘くぎ付づけにする程の、傲ごう然ぜんたる威容を誇る巨人が聳そびえていたからだ。

　予備格納庫の中央に佇たたずむ巨重。

　鋼鉄によって形作られた――どこまでも明確な神の形。

　絶対神〈アブソリュート〉。

　人と同様の四肢。人と同様の胴体。人と同様の頭部。

　それらを備えながらも――遙はるかに禍まが々まがしさを伴うその姿。

　全身に備わる棘とげの如ごとき突起は、何ど処こまでも威嚇的だ。また生物とは明らかに異なる直線主体の輪郭は、その皮膚が鋼鉄で作られている事を――それ故に堅けん牢ろう無む比ひな防御力を備えている事を黙示して、見る者をただ単純に圧倒する。いっそ人間とまるで似通った部分が無ければ、此こ処こまでの威圧感を放ちはすまい。人に近似でありながらも、人には備わり得ないその特徴が――『超越せし者』としての特徴を、これ以上ない程に強調する。

　勿もち論ろんその姿は〈レネゲイド〉の者なら誰だれもが見慣れた巨大擬神機〈イコノクラスト〉によく似ている。〈イコノクラスト〉の予備部品の名目で生産された部品を使っているのだから何の不思議も無い。戦闘兵器たる〈イコノクラスト〉は、破損するのが大前提であり、その予備部品は常に備蓄されているのが当然なのだ。

　そう。当然だ。

　だから誰も疑わなかった。

　もう一体〈イコノクラスト〉が組み立てられる程の部品をリヴィス社が生産し、この〈聖せい廟びよう〉に運び込んでも違和感など感じなかった。かつてラヴィゾンの街で行われた『御披露目式』において公開された形だけの偽物――〈イコノクラスト２〉を見てすら、誰も危機感を覚えなかった。

　もしもう一体の〈イコノクラスト〉が出現すればどうなるのか？　……と。

　勿論〈イコノクラスト〉を最終兵器たらしめているのは、その鋼鉄の筐きよう体たいそのものではなく、膨大な奇き蹟せきを生む事が可能な大量の〈聖体〉――〈聖遺物〉と呼ばれる神の遺体だ。この〈聖遺物〉が無ければ〈イコノクラスト〉はただ巨大なだけの人形に過ぎない。予備の蒸気機関式動力でも立ち上がる程度は可能だが――奇蹟の力無くしては〈イコノクラスト〉はただ歩く事さえ困難なのだ。

　そして〈聖遺物〉が唯一無二である以上、〈イコノクラスト〉もまた唯一無二なのだと誰だれもが考えていた。

　しかし……

「………………」

　討伐隊員達は束の間ながら息を呑のんで〈アブソリュート〉を見上げた。

　それが〈イコノクラスト〉でない事は、彼等もよく理解していただろう。

　つまり――目の前に聳そびえるその鉄巨人が、自分達の『敵』なのだという事も即座に分かっていた筈はずだ。だがそれでも彼等は僅わずかな間ながら目の前の『神の形』に呑まれた。自分達が如い何かに途方もないものと対たい峙じしているのかという事実に――気け圧おされたのだ。

　それは人間として当然の反応ではあったろう。

　だが……それが彼等の未来を閉ざした。

「――!?」

　予備格納庫にわだかまる薄うす闇やみを一条の光が切り裂いた。

　音も熱も無く、ただ白いだけの光。

　それは――

「せ――聖光!?」

　討伐隊員の一人が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　光は巨大な鉄巨人の首元から漏れていた。

「す、既に起動……」

　遅い。あまりにも気付くのが遅かった。

　愕がく然ぜんと身を強こわ張ばらせる彼等を嘲ちよう笑しようするかの様に――次の瞬間、無数の光条が〈アブソリュート〉の全身から迸ほとばしる。薄闇は千々に引き裂かれ、跳ね回る光が予備格納庫を陽光下の様に明るく照らし出す。光量は瞬く間に増加し、影は駆逐され、討伐隊員達は痛みすら差し込み始めた視界に眼を細め――

「いかん――逃げろ！」

　誰かが叫んだ。

　次の瞬間――



　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！



　咆ほう哮こうが予備格納庫を満たす。

　疾風が閉ざされた空間に吹き荒れた。

　予あらかじめ『神の産声』に備えていた作業員達やアフィニエはともかくとして、武装して雪崩なだれれ込んできた〈レネゲイド〉の討伐隊員達は、ろくに身構える余裕も無く、もろにその威力を浴びる事となった。

　靴底が空を掻かく。

　突風に押され浮き上がった彼等は、次の瞬間、近くの壁に叩たたき付けられていた。風の唸うなりと、悲鳴と、そして暴発した銃の銃声が予備格納庫を跳ね回り、激突の衝撃で肺や内臓を傷つけた討伐隊員達は、揃そろって鼻や口から血を吐いた。

　一瞬だ。

　文字通りに一瞬で、予備格納庫に踏み込んだオトルチ家討伐隊は全滅した。

　勿もち論ろん、未まだ生きている者が多いが、戦闘力を残している者は一人もいまい。誰だれもが壁に張り付いたまま、あるいは床の上を転がっていきながら、血と呻うめきを漏らすばかりで、武器を構えるどころではない。

　無論これは〈アブソリュート〉にとって、攻撃の名に値する程の事ではない。言ってしまえば身じろぎした程度の事に過ぎない。だが卑小なる人間にとっては、それだけで致命的な脅威なのだった。

　まさしくそれは神だ。

　光を放ちながら傲ごう然ぜんと聳そびえるその姿もまた絶対者の名に相応ふさわしい。『聖遺物』の代わりに大量に詰め込まれた『血族』の血肉がもたらす聖光は、途方もない輝度で予備格納庫を照らしている。まるで太陽がそこに生まれたかの様な眩まぶしさに――誰もが眼を伏せ、頭を垂れる。

　だが――

「………………」

　アフィニエは作業機械の陰に身を潜めながらふと表情を曇らせる。

　この不安は何なのだろうか。

　ネロ・オトルチ――彼女の兄の野望。

〈レネゲイド〉において末席近くに甘んじてきたオトルチ家が、他の四家を排して支配者の座に就く……その第一歩が此こ処こに実現したのだ。喜びこそすれ怯おびえる理由は無い。何も無い。兄の描く未来に共感したからこそ、アフィニエは彼の道具としてずっと動いてきた。

　なのに――これは。

　何か何ど処こかで致命的な思い違いをしている様な気がしてならない。

「ネロ兄様……」

　不安を払拭しようと兄の名を呟つぶやくアフィニエ。

　その時。



　――オオオオ……オオオオ！



〈アブソリュート〉の咆ほう哮こうに変化が生じた。

　轟とどろく産声が減衰するのと入れ替わる様に、鋼鉄の全身が稼働する際の轟ごう音おんが――鋼鉄が軋きしみ、擦れ、あるいは打ち合う音が予備格納庫全体に響き始める。

　今度こそ大きく、はっきりと身を震わせると、〈アブソリュート〉は蔓つるの様に己に絡み付いていた作業用の足場を振り払った。破壊された足場のパイプや金網が音を立てて落下し、物陰から様子を窺うかがっていた作業員達が悲鳴を上げて身を竦すくめる。

　だが足下の彼等の様子などまるで知らぬ気に〈アブソリュート〉はその身を反らし、腕を悠然と伸ばして頭上を振り仰いだ。

　そこに在るのは天井だ。

　無論――〈イコノクラスト〉の整備格納庫と異なり、此こ処こには発進用の施設はない。そもそも此処から直接に出撃する事など考慮されていないのだ。故に天井には開放用の構造体など無く――ただ土砂と岩盤とそれを支える鉄板が在るだけである。

　では、この〈アブソリュート〉はどうやって外に出る積もりなのか。

　その答えは次の瞬間に明らかになった。

「あれは――」

　呟くアフィニエ。

　巨大な鋼鉄の神の右腕に沿って半透明の円筒が形成されていく。

「――〈破神の弓〉」

〈イコノクラスト〉に搭載されていた砲撃戦用術式。

　硝子の様な砲身が完成するや否や――その根本で光が膨れあがる。

　瞬間的に砲身を満たしたそれは、次の瞬間、砲口から激流となって迸ほとばしった。

　轟音。そして衝撃。

　反射的にアフィニエは落下してくる土砂や瓦が礫れきに備えて身を竦めたが、それは杞憂に過ぎなかった。落ちてくるのは小さな砂粒ばかりで、脅威となる様な大きさのものは何一つ見あたらなかった。

　代わりに――

「…………」

　分厚い砂さ塵じんの層を越えて、青白い光が静々と舞い降りてくる。

　月の光だ。〈アブソリュート〉の一撃は分厚い鉄板と岩盤と土砂の層を揃そろって吹き飛ばし、地上まで真っ直すぐに掘り抜いていたのである。

　凄すさまじい。

　アフィニエは言葉も無い。

　代替品？　予備機？

　とんでもない。最新の術式と部品で組み立てられた上に、血族数百人分の血肉を使って駆動する奇き蹟せき機関を搭載した〈アブソリュート〉は、明らかにアフィニエの知る〈イコノクラスト〉を凌りよう駕がしていた。

　そもそも〈アブソリュート〉は〈イコノクラスト〉の様な外部支援による調整を必要としない。〈イコノクラスト〉の戦闘データから改良を加えられた自律制御術式と、それを走らせる奇蹟機関が自動で全てを最適状態に調整する――つまりは完全独立型だ。

〈アブソリュート〉に弱点は無い。

　一度それが起動してしまえば――その神権が発動すれば、停とめられる者はこの地上に存在しない。たとえそれが〈イコノクラスト〉を駆る救世主ショウゴ・カシバであってもだ。

　聖光が緩やかに明滅する。

　予備格納庫――いやそれは今や単なる縦穴になっていたが――に充満していた砂さ塵じんの煙が、渦を巻く風に巻き取られて天空へと舞い上げられる。

　鋼鉄の脚が床から離れた。



    

  
    
      



    

  
    
      〈アブソリュート〉は、その巨体からは信じられない程の軽やかさで回転しながら浮かび上がり、縦穴を昇っていく。鋼鉄の筐きよう体たいが抉えぐり抜いた空気が鈍い轟ごう音おんと共に鳴動し――絶対神は砲弾の様に上空へと舞っていた。

　月光を背に鉄巨人が飛ひ翔しようする。

　それは新たな神の誕生の風景に相応ふさわしいものであったろう。小こ賢ざかしい条理も常識も――手て垢あかの付いた既存の価値観など無意味と断じるかの如ごとくに、それは圧倒的な程に美しく、そして超現実的な光景だった。

　しかし……

「…………」

　アフィニエは呆ぼう然ぜんと頭上を見上げる。

　彼女は鳥肌を立てている自分に気付いていた。何か得体の知れない感覚が己の全身を這はい回っているのを感じる。その場に座り込んでしまいたい様な虚脱感と同時に――居ても立っても居られない様な焦燥感をも感じる。

　それは感動の故か。

　それとも――

「…………」

　アフィニエはただ天に舞う神を見つめて――怯おびえる様に己の身を抱いた。



　　　

　初めて大地に脚を降ろす場所は予あらかじめ決めていた。

　文字通りに神が降臨する地なのだ。相応の特別性が必要というものだろう。

　まして既にショウゴ・カシバの駆る〈イコノクラスト〉の権威が確立してしまっているこのソロンにおいて、新たな神の存在を民衆に知らしめる為には、神の交代を告げる、ある種の『儀式』が必要だった。

『聖せい廟びよう』の近く――樹海中央にぽっかりと生まれた円状の空き地。

　其そ処こは救世主ショウゴ・カシバが、ソロンの世界を神の呪じゆ詛そから解放した際、〈イコノクラスト〉が身を屈かがめて横たわっていた場所である。それは同時に真実の英雄が生誕した場所でもある。このソロンにおいては記念の地――否、聖地と言っても過言ではない。

　新たな世界の始まりを告げるのに、これ程、相応ふさわしい場所はあるまい。

　強烈な聖光を放ちながら、緩やかに〈アブソリュート〉は舞い降りる。

　脚が地を打つ衝撃的な音は無い。ただ鈍く唸うなる轟音が巨大な物体の降臨を告げている。幾重にも風紋の輪を地面に描きながら、鋼鉄の巨神は地に脚を降ろした。

「ふ……ふふ……ふ……」

〈アブソリュート〉の御者室。

　首の付け根に設けられたその場所で――ネロ・オトルチは華やかに笑っていた。

　晴れ晴れとした、一点の曇りも無い笑顔である。

　元よりその中性的な顔を静かに微笑させる事の多かったネロであるが――微笑の仮面でその本心を覆い隠してきたオトルチ家の若長であるが、今、彼の顔を覆っているのは、隠しても隠しきれぬ内面の発露である。とめどもなく胸の内から湧わき出てくる喜悦が、文字通りに彼を破顔させている。

「ふふふ……ふふふふふふふふふ……」

　何という万能感。

　何という高揚感。

　何という充実感。

　これが神になるという事――全き権能の御者になるという事なのだ。

「……ふはあっ…………！」

　感極まった様子でネロが熱い息を吐いた。

「ああ……あ……ああ！　……素晴らしい……実に……実に！　ああ……この様な全能感を君はずっと味わってきたのだね……救世主ショウゴ・カシバ！」

　恍こう惚こつとネロは笑う。

　感覚を全て〈アブソリュート〉に接続されたネロにとって、この鋼鉄の神の備える力は自分自身のそれと同義である。脚の一歩で大地に亀裂を刻み、腕の一振りで烈風を引き起こす圧倒的な巨体に加え、強大な奇き蹟せきを思いのままに――文字通り恣し意い的に操る事の出来るこの状態は、まさしく未み曾ぞ有うの全能感であろう。実の所……完全な運用には姫ひめ巫み女この各種支援を必要としていた〈イコノクラスト〉に比べると、より〈アブソリュート〉の御者が感じる全能感は強い。他者の意思が一切介在しない――直接的に全てを操る充実感は〈イコノクラスト〉の比ではなかった。

　ネロに言わせれば〈イコノクラスト〉は〈アブソリュート〉という真の神を産み出す為の実験機、試作品に過ぎない。〈アブソリュート〉こそが真の神――唯我独尊の完全存在なのだった。

「……ふふふ……ふふふふふふ……」

　ネロは地平線の方角に意識を向ける。

　未まだ世界は夜の領域に留とどまっているが――もうすぐ地平線が白み始めるだろう。

　神の降臨に関して相応ふさわしい地が在る様に、神の誕生を祝うのに相応しい瞬間というものが在る。細かな『演出』の積み重ねこそ、人心操作の基本だとネロは心得ていた。

　夜明けと共に新しい日々が始まる。

　朝日を背にし、全てを睥へい睨げいして立つ巨影の存在に、全ての人々は新時代の到来を感じずにはおれないだろう。〈レネゲイド〉の残党達も抵抗の無意味さを知る事になる。その光景は恐らく未来永劫に語り継がれる事となるだろう。

「……ふふふふふ……ふふふふふふふふふふ…………」

　その瞬間を待ちながらネロ・オトルチは華やかに微笑し続けた。



　　　

〈レネゲイド〉は混乱の極みに達していた。

　組織として機能している人員や施設は、普段の三分の一にも満たない。

　これは言うまでもなくオトルチ家による反乱の結果だ。第四位とはいえ五氏族の一つが組織から離反しただけでも組織維持には致命的であったが……同時に、ゼブロン・インペラスを除く三人の指導者を失った〈レネゲイド〉は、頭を潰つぶされた蛇も同然だった。身体は死にきれずに動いていたとしても、既にそこに意味は無い。

　辛うじてゼブロン・インペラスの指揮下で動いている者達も居るが、それはあくまでインペラス家とその関係者達が細々と活動しているだけといった状況である。既に組織としての〈レネゲイド〉は死に体と言っても過言ではなかった。

　勿もち論ろん――そんな状況下、ゼブロン・インペラスの対処は迅速かつ的確ではあった。

　元より武門の長、こうした土壇場での本能的な対応は彼の得意とする所だ。彼は混乱する者達はとりあえず放置し、確実に自分の命令が行き渡る者達を再編成、戦闘能力の高い者達をオトルチ家討伐に送り込んだ。

　ネロがどういう思惑で反乱を起こしたにせよ、何か切り札が在る筈はずだ。それを使わせる隙すきを与えてはならない。そう判断しての事である。

　だが……遅かった。

　そしてその切り札はゼブロンの予想を遙はるかに超えて強大なものだった。

　もう一機の〈イコノクラスト〉。

　それも『血族』の血肉を使い〈イコノクラスト〉と同程度か――あるいはそれ以上の出力を誇る奇き蹟せき機関を搭載した代物だ。言うまでもなく通常兵器では、まともに太刀打ちも出来まい。それが可能ならそもそも〈イコノクラスト〉自体が生まれてはいなかった筈だ。

　絶対的殺さつ戮りく装置『代行者パニツシヤー』を屠ほふる為には、同程度の奇蹟能力を持つ兵器が必須だった。

　ならばその巨大擬神機を屠るにもまた、同じく巨大擬神機を以もつてあたらねばならない。

　しかし――



　　　

『『聖棺』移動開始！』

『『聖棺』結合！』

『〈イコノクラスト〉――結合！』

　伝声管を通してペルテアの号令が縦穴に響き渡る。

　巨大な空間を――〈イコノクラスト〉の整備格納庫を震わせる轟ごう音おん。

　蒸気機関によって駆動する『聖棺』は、蒸気を巻き上げながら軌条レールを移動し、隔壁を開放――鋼鉄の筐きよう体たいは次々に結合して、巨大擬神機の形を成していった。

　更に――

『『聖遺物』励起！』

『起動用奇き蹟せき機関一番から三〇〇番――起動！』

『各員、ソリッド・レインに備え！』

　奇蹟機関を起動させる際に必要な真空を生み出す為、無数のピストン・シリンダーを作動させる。その際に消費された火薬の空から薬やつ莢きようが排出され、『硬い雨ソリッド・レイン』と呼ばれるそれらが、整備格納庫の床を叩たたく音が響き渡る。

　この『聖せい廟びよう』においては誰だれもが見慣れた光景だ。

　当然……その後に続く光景を多くの者が脳裏に描いた事だろう。

　真空被曝して励起された『聖遺物』が放つ聖光が〈イコノクラスト〉の各部から漏れ出し、それはやがて『聖廟』本来の照明をも遙はるかに凌りよう駕がする光量となって、この縦穴を満たすのだ。

　だが――

「…………」

「…………」

　物陰に隠れて、降り注ぐ薬莢の雨をやり過ごす作業員達。

　彼等の眼には一様に祈る様な光が在った。

　やがて…………薬莢が床を打つ音が緩やかに終息する。

「…………」

「…………」

　黒い擬神機を見上げる作業員達の表情に、絶望の色が広がり始めた。

　聖光放射が起こらない。

　そして起動した〈イコノクラスト〉が放つ咆ほう哮こうも聞こえない。

　当然に続くべき幾つもの現象が……何一つ起こらない。

　巨大な人型最終兵器は、とりあえずその形を成しただけで、そのまま、ただの彫像の如ごとく無為に立ち尽くしているだけだった。そこに神成る力の奔流は感じられない。ただ巨大なだけの、それは遺い骸がいに過ぎなかった。

「……駄目か……」

　誰だれかが呻うめく様に呟つぶやく。

　そう。それは半ば以上予測された事ではあった。

　元々〈イコノクラスト〉に収められていた『聖遺物』が文字通りに形けい骸がい化したという事は多くの関係者が知っていた。巨大擬神機〈イコノクラスト〉はあくまで『聖遺物』を最大効率で扱うための装置に過ぎない。『聖遺物』の特異性が失われた今、それは奇き蹟せき兵器ですらなく、ただ動く事すらままならぬ人形に過ぎなかった。

「……一からやり直すぞ！　ぐずぐずするな！」

　別の誰かがそう叫ぶ。

　ソリッド・レインに備え、壁際に避難していた作業員達が再び〈イコノクラスト〉に向かって駆け寄っていく。勿もち論ろん――『聖遺物』の無い〈イコノクラスト〉を再起動させた所で結果は同じだ。そんな事は彼等も分かっている。

　だから――

「全然足りねぇぞ！」

「擬ぎ神しん杖じようはもう余ってないのか!?」

　苛いら立だちを孕はらんだ怒号が何ど処こからか飛んだ。

　彼等が行っている処置は――ある意味で〈アブソリュート〉のそれと同じ発想だった。

　足りなければかき集めて補えば良い。

『聖遺物』と別個の名を冠されているが、それは元々神の身体の一部であり――擬神杖に使われている『聖体』と同じものだ。毛髪や爪つめや皮膚といったごく少量のものを『聖体』と呼んで擬神杖に使用しているのである。

　さすがに『聖遺物』と同量を確保するのは難しくとも、せめて〈イコノクラスト〉を起動させる程度の事は可能ではないか、と彼等は考えたのである。

「どんなに小さなものでもいい！　もっとかき集めて来い！」

　必死の叫びが縦穴の中に何度も反響した。



　　　

「これでは……」

　姫ひめ巫み女こ専用座席に身を沈めながらペルテアは呻うめく様に言った。

　その表情はいつになく険しい。

　彼女が居るのは巨大飛行船〈フルヴァス〉の船内である。

〈フルヴァス〉は元々コードラン家が所有し管理する飛行船であるが、『血族』の襲撃に際してインペラス家は飛行船を失った為、現在、ペルテアの座席は〈フルヴァス〉の中に暫定的に設置されている。

　ちなみに――〈フルヴァス〉は格納庫に収まった状態のままだ。

　これは他の三隻の飛行船も同じである。

　また〈フルヴァス〉の船内を行き来しているのは、半数以上がインペラス家の者達である。コードラン家関係者も居るには居るが、最高指導者を失った彼等の混乱は大きく、未まだ充分な統制がとれていない。この為に、半ば乗っ取る様な形で三隻の飛行船はインペラス家の者達が乗り込んでいた。

「一体どうすれば……」

　つい背後の座席――コードラン家の姫ひめ巫み女こが座るべき座を縋すがる様な気持ちで振り返りかけて、しかしペルテアは己の行為を恥じる様に唇を噛かんだ。

　コードラン家の姫巫女の座は空席のままだ。

　姫巫女筆頭の任を与えられていた筈はずのエシェン・コードランは死に、前任であるメリニ・コードランは、エシェンの凶弾に倒れ、屋敷にて意識を失っている。

　現在の〈レネゲイド〉の総指揮は事実上ゼブロンが執っているという背景もあり、姫巫女筆頭の代行はペルテアが務めていた。

　だが状況は絶望的だ。

『〈レネゲイド〉はネロ・オトルチ及びオトルチ家とその血族を『敵』と認める』

　五氏族会議への襲撃を理由としてゼブロンはそう宣言し――インペラス家を中心として〈レネゲイド〉はオトルチ家の殲せん滅めつに乗り出した。だが極めて迅速なその行動も、前もって周到に用意されていたネロ・オトルチの計画の前には遅きに失した。

　予備部品を使って造り上げられた〈イコノクラスト２〉が起動したのだ。

　オトルチ家討伐隊は一瞬にして壊滅。ネロ・オトルチが最強兵器に乗り込むのを――切り札を手にするのを阻止できなかった。勿もち論ろん、尚なおもオトルチ家の関係者に対して攻撃は続けられているものの――ネロが乗り込んだと思しき〈イコノクラスト２〉には一切手が出せないでいる。

　当たり前だ。

　戦車だろうが大砲だろうが〈イコノクラスト２〉には傷一つ付けられまい。ゼブロンの予想通り『血族』の血肉を『聖遺物』の代わりに用いたその巨大擬神機は、〈イコノクラスト〉と同等かそれ以上の力を備えている筈だ。通常兵器では攻撃するだけ無駄だった。

　故にこそ――

『ショウゴ・カシバに出撃を要請する』

　ゼブロンはそう決を下した。

〈イコノクラスト２〉に対抗できる存在が在るとすればそれは〈イコノクラスト〉のみ。

　だが……

　既に〈イコノクラスト〉はその力の源たる『聖遺物』を事実上失った状態である。

　ただ巨大なだけの木で偶く人形に〈イコノクラスト２〉と戦う力は無い。それどころか蒸気機関と機械制御では辛うじて歩くのが精一杯だ。〈イコノクラスト２〉の前に出れば文字通りに瞬殺されるだろう。

　故にゼブロンは、配下の奇き蹟せき術師達に命じてありったけの擬ぎ神しん杖じようや奇蹟機関から『聖体』をかき集めさせ、届いた端から〈イコノクラスト〉に組み込ませている。『聖遺物』を備えた完全な状態とまではいかずとも、奇蹟機関さえ稼働すれば、まだ勝算は在ると彼は考えているのだった。

　しかし通算五度目の起動に〈イコノクラスト〉は失敗した。

『聖体』が少なすぎて、主奇蹟機関を起動させるだけの聖光が確保できないのである。実際、ペルテアの手元に在る計器類は、僅わずかに――まるで痙けい攣れんするかの様にその針を揺らせるだけで、殆ほとんど無意味とも言うべき数値しか示さない。

　ペルテアの全身を焦燥感が満たす。

　何故かネロ・オトルチ操る〈イコノクラスト２〉は予備格納庫の天井を吹っ飛ばして地上に出た後、動きを見せていない。何かを待っているのか、あるいは初めての事でネロ・オトルチにも戸惑いがあるのか――それは分からない。だがいつまでもこちらの準備が整うまで待っていてくれるという事はあるまい。

〈イコノクラスト２〉はいつ動き出す？

　五分後か？　一時間後か？　それとも翌日か？

　それまでにこちらは――省しよう吾ごが乗るべき〈イコノクラスト〉は起動出来るのか？

　何も分からない。

　ただ無力感と共に苛いら立だちばかりが積み上がっていく。

　その時――

『ペルテア』

　操作卓からハーチェッタの声が彼女を呼んだ。

　一瞬――ペルテアは応じる言葉に詰まった。

　どんな風にこのマブロ家の姫ひめ巫み女こと話せば良いのか迷ったからだ。彼女の耳には既に実父の――タイロイド・マブロの死が伝わっている筈はずである。省吾に忠誠を誓う事で潜在的にマブロ家を裏切る様な立場に居たハーチェッタではあるが、それとは別に、家長であり同時に奇蹟術研究の第一線においても活躍していたマブロを、ハーチェッタは敬愛しているのだと聞いた事がある。

　また……

　奇き蹟せき術に関して姫ひめ巫み女ことしては最も造詣の深いハーチェッタにしてみれば、この〈イコノクラスト〉の現状を憂う気持ちはペルテア以上だろう。

『ペルテア。聞こえてる？』

「あ……ええ。ごめんなさい。聞こえてる」

　ペルテアは平静な口調を取り繕って応じた。

『ざっと計算してみたのだけれど……『聖せい廟びよう』の施設を解体して、そこに使われている『聖体』も流用すれば、とりあえず起動は出来ると思う』

　ハーチェッタの口調に身内の死に対する感傷は窺うかがえない。

　そこに在るのは焦燥と困惑ばかりだ。彼女の性格からして感情を抑え込んでいるという訳ではなく――恐らくは、事態があまりにも急に動いている事から、悲しんでいる余裕も無いのだろう。

「『聖遺物』で起動した際の何割位の出力を維持出来る？」

『……一割。いえ、厳密にはそれ以下。最大出力に至っては比べる気も起こらないわ』

「…………」

　分かっていた事だが、改めて数字で突き付けられるとやはり無力感が募る。

　しかも――



    

  
    
      



    

  
    
      『それで起動させるしかないわ』

　ハーチェッタとは別の声がそう告げてくる。

　ルースポリテの姫ひめ巫み女こセネカからの通信である。

『これ以上待ったところで――仮に他家の全面協力の下、ソロン全土の『聖体』全てを集めたところで、『聖遺物』に匹敵する量を集める事は出来ないわ。分かっているでしょう？　それよりも――』

　セネカの声にも動揺の響きは無い。

　勿もち論ろん――彼女にも父たるパルマスの死は伝えられている筈はずだが、普段から冷静沈着で感情というものを殆ほとんど表に出さないセネカは、むしろいつも通りの態度であった。

　今はそれが随分と慰めになる。

　現状では、焦っても怯おびえても意味が無い。

　落ち着いて、自分達に出来る事を一つ一つ積み重ねていくしか無いのだから。

　ただ……

「ネロ・オトルチに時間を与える事の方が問題」

　三番目の声は通信回線を介してではなく、背後から聞こえた。

　振り返るペルテアの眼に入ったのは、静かに歩み寄ってくる眼鏡の娘である。

　セネカによく似た――しかしセネカよりも何ど処こか大人びて、より怜れい悧りな印象を纏まとったその女性は、驚くペルテアを尻目に、空席だった姫巫女の座席へと腰を下ろした。

　アンジェリット・ルースポリテ。

　セネカの実の姉であると同時に、かつて第二代救世主レオン・ササハラ・スプリングフィールドと共に〈レネゲイド〉を裏切った才さい媛えんである。奇き蹟せき術の他にも機械工学や言語学といった幾つもの分野で目覚ましい成果を残している文字通りの天才で、〈イコノクラスト〉やこの飛行船の設計にも加わっていたという。

「〈イコノクラスト２〉――いえ、捕まえられたオトルチ家の関係者曰いわく、ネロ・オトルチは〈アブソリュート〉と呼んでいたそうだけれど――あれは、地上に出た後、未まだ行動らしい行動を起こしていない。何かを待っているのでしょうけど、ネロに時間を与えれば与えるだけ、あの男は〈アブソリュート〉の扱いに習熟する」

　初めて触るとは思えない程の、凄すさまじい早さで操作卓を扱いながらアンジェリットは滔とう滔とうと言った。

「記録を見る限り、〈アブソリュート〉は細かな部品単位での運用実験は行われていても、全体を組み上げて起動させたのは今回が初めてよ。当然、細かな不都合は幾つも出ているでしょう。それを調整する機構や術式も組み込まれているのでしょうけど、何にしても〈アブソリュート〉が機体としても、御者の習熟という意味でも、完調になるには多少の時間が必要」

「それは――」

　確かにその通りだ。

　元々〈イコノクラスト〉の予備部品の名目で作られていた〈イコノクラスト２〉――いや〈アブソリュート〉である。部品の品質検査の動作試験は行われていただろうが、奇き蹟せき機関を含めた一体丸ごとの動作試験は一度も成されていない筈はずだ。それならばいくら何でも〈レネゲイド〉の他家が気付かない筈が無い。

「戦闘の基本はいかに単位面積、単位時間あたりに、敵より大きな戦力を投入するか」

　淡々とした口調で、まるで方程式の計算結果でも読み上げるかの様にアンジェリットは告げる。だが同時にその両腕はペルテアが唖あ然ぜんとする程の早さで操作卓の上を走り、〈イコノクラスト〉関連装置の微調整を進めている。

「一対一で真正面からぶつかる場合は、その戦闘速度と最大出力が勝敗を決する。その意味で〈アブソリュート〉に今の〈イコノクラスト〉が挑むのは元より不利。いっそ自殺行為と言っても良いわね」

「…………」

　それは今一番聞きたくない言葉ではあった。

　だが顔をしかめるペルテアの事などまるで気にした様子も無く、アンジェリットは言葉を続けていく。ハーチェッタやセネカも異論を差し挟む様子は無い。

「だからこそ勝算が在るとすれば、奇策や奇襲の類たぐいに頼るしかない」

「それは……」

「戦闘が長期化すればその瞬間にこちらが負ける。ならば相手が油断し、武装に関して習熟しきっていない最初の接触において、最大出力で、相手の急所を狙ねらうしかない」

　逆に言えば〈アブソリュート〉の微調整が終了し、ネロがその操作に習熟すればする程、〈イコノクラスト〉の勝率は下がっていくという事だ。

　この絶望的状況下において、冷徹なまでの現状分析と戦力計算。

　確かに才さい媛えんと呼ばれる事はある。

　だが――

「……貴女達の」

　ふと呟つぶやく様にアンジェリットが付け加える。

「気持ちは分からないではない」

「……え？」

　思いも寄らぬ言葉に、眼を瞬かせて振り返るペルテア。

　アンジェリットはやはり操作卓をを向いたままで、その後ろ姿は先程と変わらない。

　ただ……

「ショウゴ・カシバが勝てる――いえ生き残る率を少しでも上げたいのでしょう？」

「…………」

　その通りだ。

　ハーチェッタやセネカがどう考えているかは分からない。だがペルテア自身は、愚かしいと思いながらも、世界の命運よりも省吾の生還出来る可能性を気に掛けている。『勝つ』為ではなく『死なない』為に出来るだけ〈イコノクラスト〉の力を上げてから出撃させたいと考えているのだ。

「もしレオン様が救世主の立場なら、私も同じ事を考えるでしょう」

　とアンジェリット。

　そう。彼女はレオンの為に〈レネゲイド〉における自分の立場も、自分の家族も――妹であるセネカを含めて――棄すてた。周囲のありとあらゆるものに背いてまでもレオンの身の安全を採った。それは即ち己にとっての世界を棄てるに等しい。

　確かに彼女にはペルテアの気持ちも理解出来るだろう。

　しかし――

「でも同じ事よ」

　アンジェリットは断じた。

「私がネロ・オトルチならばショウゴ・カシバを生かしてはおかない」

「……！」

「むしろ彼を殺して見せる事で、自分がより上の存在だと民衆に見せつける。それが一番手っ取り早いし、確実よ。元々『代行者パニツシヤー』という存在に対して、民衆は諦あきらめにも似た感情を抱いていた。あれは強大過ぎて、自分達ではどうしようもない存在なのだと。だからこそその『代行者』を全て屠ほふって見せたショウゴ・カシバは、その人格や素性などまるで関係なく英雄に祭り上げられてしまった訳だけれど――逆に言えば、そのショウゴ・カシバと〈イコノクラスト〉を遙はるかに凌りよう駕がし、これを屠る存在を見せつけられれば、民衆はどう感じると思う？」

「…………それ……は……」

　勿もち論ろん――より円滑に絶対権力は確立されるだろう。

　ネロにとって、省吾は己が神として完成する為の生いけ贄にえなのだ。

「世界の命運とショウゴ・カシバの命。結局は同じ事なのよ」

　淡々とそう断じるアンジェリット。

　やはりその後ろ姿は言葉以上の事を語らず――彼女は調整作業を進めていった。



　　　

　奇き蹟せきの光と呼ぶには――それはあまりに頼りない明るさであった。

〈イコノクラスト〉の御者室を満たすのは、見慣れた強く白い光ではない。宵よい闇やみを想わせる薄暗さが彼を取り巻いている。本来――起動の際に励起された『聖遺物』は周囲の色彩を押し潰つぶす程の強い聖光を放ち、それが御者室にも満ちる。だが今は起動作業を行っているというのに、奇き蹟せき機関から漏れ落ちてくる光は微々たるもので――辛うじて自分の周りを視認出来る程度の光量しか無い。

　酷ひどい有様だ。

「……結局」

　省吾は御者席に身を沈めながら考える。

　絶望はいつでもできる。全てが滅ぶその瞬間にもだ。そして今はその時ではない。

「なんだかんだ言って……俺おれはずっとあんたに助けて貰もらってたんだな」

　それが『神』の本意であったか否かはさておいても『聖遺物』在っての〈イコノクラスト〉であり〈イコノクラスト〉在っての省吾である。

　その『聖遺物』の特性が――奇蹟の源としての力が失われたという事は、省吾も聞き及んでいる。恐らくあの最後の瞬間、『神』は人間達に世界を任せ、己は自身の妄執から解き放たれて去っていった。

　それが仏教で言う所の成仏なのか……それとももっと別の現象なのかは分からない。

　最終的に『神』がどうなったのかも省吾には分からない。完全に消滅したのか。それとも希薄化したままこの世界と同一化したのか。あるいは別の生命に転生でもしたのか。

　何にしてももう〈イコノクラスト〉の内に『神』は居ない。

　今の〈イコノクラスト〉は文字通りに魂無き形けい骸がいだ。

　まさか『神』も、自分が去った後に〈イコノクラスト〉を起動する事になるとは思ってもみなかったのだろう。むしろ『神』は〈イコノクラスト〉を――巨大過ぎる力を、限られた人間が使うのを厭いとい、敢あえて『聖遺物』を無力化したのかもしれない。人間達が自分達の力で人間として生きていく事、神の力に頼り縋すがらない事、それが『神』の最後の望みだったからだ。

　勿もち論ろん――ソロンには他の『聖体』も多数残ってはいるが、それらの全てを合わせても『聖遺物』の半分にも満たないだろうし、それらを全て集める事は事実上、不可能だ。

〈イコノクラスト〉の様な『神の如ごとき』超兵器はもう二度とこのソロンに生まれない――『神』はそう思ったのだろう。

　だが……

「結局、一番恐ろしいのは人間の野望か」

　かつて全ての悲劇を生み出した五人の背信者レネゲイド達。

　彼等は神の側近たる自分達に満足できずに、主たる神を屠ほふった。

　だが……

「神様なんて……そんな良いもんじゃない……」

　その事を省吾は知っている。

　あの『神』の孤独を彼は実感として知っている。

　頂点に立つという事は……隣に誰だれも居ないという事だ。

　そもそも人は、どうして神という概念を望むのか。実際に創造主たる『神』が居たこのソロンはさておき――省吾達が暮らしていた世界でも、神という概念は存在した。どれだけ生物として繁栄の頂点に立とうとも、人間は自らの上に君臨する概念を置こうとする。より強大で自分が抗あらがい得ない絶対者を、自ら造り出してしまう。

　このソロンにおいてすらも同じだ。

　元々この世界の神は、極言してしまえば『世界を創った』だけの、ただ一人の男に過ぎず、絶対でもなければ万能でもなかった。だからこそ人間に殺されてしまった訳だが――『特別な人間』ではなく彼を『神』として扱ったのは人間の側だ。

　神という名の断絶的存在。

　人間はそこに全ての責任を押しつける。

　可能性の偏りや不条理の帰結を、神という一語で納得した気になろうとする。自らに似ていながら、しかし自らとは決定的に違う全知全能の存在を――圧倒的な運命の暴虐を擬人化し、そこに置いて諦てい観かんを紡ぐ。

　だがいつしか、それに慣れた人間は自らが敢あえて頭上に置いた概念を羨うらやみ始める。

　己も神に成りたいと。

　だがそれが、どれだけ孤独な存在であるのかを知る人間は少ない。

　省吾とて自らが『英雄』として祭り上げられた経緯が在り、『神』の半生を追体験したからこそ、実感としてそれが分かるのだ。

　もしメリニやペルテアが居なければ、彼はその孤独に押し潰つぶされていたかもしれない。

（メリニ……）

　発作的に脳裏を過よぎるのは愛いとしい少女の姿だ。

　今は考えても仕方がない。そう分かっていても、省吾はメリニの容態が気になった。

　エシェンに撃たれたメリニは、未まだ意識不明の重態だ。

　銃弾を取り出し、アンジェリットによる奇き蹟せき術処置でとりあえず傷口は塞ふさいだ。しかし手当ての遅れは否めず、依然として瀕ひん死しの状態が続いている。助かるという保証は何ど処こにも無いのだ。想像したくもないのに最悪の事態をつい夢想する自分に、省吾は腹立たしささえ覚える。彼はこのソロンで数多くの死を見過ぎた。それがごくごく当たり前に――何ら特別な事ではなく、普遍的に存在する現象だという事を、嫌という程に思い知らされた。

　メリニだけは助かる。

　そんな根拠の無い楽観論で自分を慰める事はもう出来ない。

　かといって医学知識も無い自分に出来る事など何も無い。せめて側そばに居て手を握ってやりたいとも思うが――現状ではそれもままならない。

　ネロ・オトルチの野望を止めねば、何もかもが御破算になる。

　わざわざ他の氏族の族長を暗殺し、『血族』の者達を家畜の様に潰つぶしてもう一機の〈イコノクラスト〉を組み上げる様な男である。彼が絶対君主の座に就けば〈レネゲイド〉関係者を生かしておく理由が何ど処こにも見あたらない。むしろ〈イコノクラスト〉や奇き蹟せき術に関して様々な知識を持っている〈レネゲイド〉他家の人間は邪魔だろうから――積極的に皆殺しに掛かる可能性の方が高い。

「……けど」

　果たして勝てるのか。

　省吾が今一番考えねばならないのはそれだろう。

　勝たねばならない。だが相手の戦力は計り知れず――対してこちらは起動すら覚おぼ束つかない状態である。盤面の広さも双方の駒こま数も分からないまま、将棋やチェスの戦術を練る様なものだ。

　もう一機の〈イコノクラスト〉。

　ネロは『血族』の血肉を『聖遺物』として代替利用し、張りぼての筈はずの〈イコノクラスト〉に命を吹き込んだ――という大雑把な情報は既に受けている。だが正確な数字となるとまるで分からない。果たしてその〈イコノクラスト２〉は全盛期の〈イコノクラスト〉と比して強いのか弱いのか。何割程度の出力を備えているのか。奇蹟機関の核となる『聖体』の量と質について詳しい資料が無い以上、推測するしかない。

　ただ――

（『聖遺物』の遺失はネロ・オトルチにとっても予想外だった筈だ）

　という事は――ネロは最悪の場合に〈イコノクラスト２〉で〈イコノクラスト〉と戦う可能性というものを、考えていた筈である。ならば〈イコノクラスト２〉が〈イコノクラスト〉よりも明確に弱いという可能性は、恐らく低い。

　むしろ性能数値スペック上では凌りよう駕がすると考えた方が自然だろう。

　となれば……

「真正面からの力押しは多分、無駄。ならば奇襲か……でも不意打ちの類たぐいは出来そうにないし」

〈イコノクラスト〉が起動すれば、相手もそれと知るだろう。さすがに〈イコノクラスト〉の巨体で〈イコノクラスト２〉の背後に忍び寄る様な真ま似ねは出来まい。ならば相手の意表を突く攻撃をすべきだが……

「敢あえて〈イコノクラスト〉を放棄して相手の機体の中に乗り込む――いや、駄目だ」

　当然に〈イコノクラスト〉で迎撃してくると考えているネロの裏をかき、省吾や他の人間が、相手の機体に取り付いて御者室に登り、中のネロを直接に討つ……これも無理だろう。それが可能ならエクノドラス真教の信徒達や〈落とし子〉に襲撃された際に、〈イコノクラスト〉は倒されている筈はずだ。激しく揺れ動く機体に取り付いて、その装甲を引き剥はがして中に入るのはとても無理だ。

「意表を突いた攻撃……一点突破……」

　薄暗い御者室の中、己の爪つめを噛かみながら省吾はひたすらに考え続けた。



　　　

　端的に事実を述べるならば、ゼブロン・インペラスは重傷だった。

　オトルチ家の暗殺部隊から全身に受けた銃弾の数は、実に十二発。最初に倒した敵の死体を盾にしていた事から、致命的な銃創になり易い胴体部や頭部には殆ほとんど受けていないが――出血量だけでも相当なものである。恐らく普通の人間なら、致死量を流して死んでいただろう。鍛え上げた筋肉は最盛期を過ぎても彼の身体を鎧よろいの様に護まもり、出血を最小限に抑え込んでいたのだ。

　とはいえ傷は傷――気迫や根性で消えて無くなったりはしない。

　応急ながらも医療処置を受けて銃弾は全て摘出されたものの、消耗した体力はそう簡単に補えるものではない。また意識が朦もう朧ろうとする事を嫌ってゼブロンは麻酔の類たぐいを拒んだ為に、全身の傷が深い痛みとなって彼を苛さいなんでいた。

　だが――

「…………」

　ゼブロンが巌いわおの如ごときその顔を歪ゆがめ、奥歯を噛み締めているのは痛みに耐える為ではない。

　現状に対する焦燥感の故だ。

　彼は今――『五氏族専用議事室』にいる。

　既にタイロイドやパルマスの、そしてバルドの影武者らしき男の死体は運び出された後だ。ゼブロンが倒したオトルチ家暗殺部隊の死傷者も同様である。だが壁際に散った血痕や、あちらこちらに穿うがたれた弾だん痕こんは、さすがに未まだそのままだ。

　ゼブロンは隣接するテラスに立って『縦穴』を見下ろしている。

　眼下に見えるのは、起動もままならぬ〈イコノクラスト〉の黒い巨体。そしてその調整の為に動き回る作業員達の姿である。再三、医療技術を備えた部下から安静を命じられつつも、未だ彼がこの場に留とどまっているのは、彼等の士気を鼓舞する為だ。

　五氏族族長の内、一人が謀反を起こし、二人が死亡、そして一人が行方不明。

　この状態で――もしゼブロンの姿さえ無くなれば、残された〈レネゲイド〉の構成員達は途方に暮れる事だろう。誰だれもが絶望的と理解したこの状況下だからこそ、ゼブロンはテラスの上に立ち、作業員達を見守っているのである。

　だが――

「御屋形様」

　付き添っている部下の一人が気遣わしげに言う。

「どうか応急処置ではなく本格的な治療を――此こ処こで御屋形様が倒れられる様な事になれば、下々の者は尚なお更さらに動揺しましょう」

「倒れぬよ」

　頑としてその場に立ち『縦穴』を睥へい睨げいしながら、ゼブロンは低く唸うなる様な声で言った。

「倒れている暇が無い」

「しかし――」

「それよりも」

　ゼブロンは付き添いの部下を振り返る。

　部下は手に擬ぎ神しん杖じようを持っていた。医療知識の在る者の手に在れば、それは止血から心臓マッサージまで、様々に応用の利く汎用治療器として機能する。ゼブロンの応急処置を施したのも、この部下と擬神杖だ。

「その擬神杖も下の者達に届けてやれ」

「御屋形様。これは御屋形様のお身体を――」

「足りぬのだ。まるで足りぬ」

　ゼブロンは視線を〈イコノクラスト〉に戻しながら言った。

「ここで私の身体が万全になった所で、ネロを倒せなければ意味が無い。彼奴きやつは敵となった者を見逃す程に鷹おう揚ようではない。今此処でその暴挙を止めねば、どうせ我等は皆殺しだ」

「…………」

「急げ」

　念を押す様に力を込めてゼブロンが言う。

「ぎょ……御意！」

　部下は悲鳴じみた声でそう叫ぶと、擬神杖を手に駆け出して議事室を去った。

　ゼブロンは、ともすれば遠のきそうになる意識を必死に掴つかんでたぐり寄せながら〈イコノクラスト〉の調整作業を見守る。

　そこに――

「…………」

　足音が近付いてくる。

　部下が戻ってくるには早過ぎる。眉まゆを顰ひそめて振り返ったゼブロンはそこに意外な人物の姿を見る事となった。

　顎あごにうっすらと無ぶ精しよう髭ひげを生やした精せい悍かんな印象の青年。

　レオン・ササハラ・スプリングフィールドである。

　勿もち論ろん、ゼブロンは第二代救世主であったレオンと何度か顔を合わせている。

「……久しぶりと言うべきかな？」

　とレオンが微苦笑を浮かべて言ってくる。

　ゼブロンは束の間、黙考し――そして『そうだな』と応じた。

　何故レオンが今此こ処こに居るのか。いや、それ以前に、この青年に対しては問うべき事は無数に在ったが……今はレオン如ごときを詰問している場合ではない。何かこちらの邪魔をしてくるならば面倒の無い様に殺す。そうでなければ何をしようが知った事ではない。満まん身しん創そう痍いとはいえ、人間一人を片付けるのに改めて、武器や策を要するゼブロンではない。

「いつまで引っ張る積もりだ？」

　レオンはゼブロンの隣に並んで〈イコノクラスト〉を見下ろしながら言った。

「一刻の猶予も無い筈はずだが」

「分かっている」

　ゼブロンは苦々しげに言った。

　ネロの思惑が何ど処こに在るにせよ――あの〈アブソリュート〉と名付けられた擬神機の微調整と習熟の時間を与えるのは得策ではない。それは言われるまでもなく分かっている。

　だが現状ではたとえ起動出来たとしても、基本動作をするのが精一杯で、奇き蹟せき術系の武装を起動するどころか、格闘する事さえ出来ない。それはつまり武装した兵士に、立って歩く事を覚えた赤ん坊が立ち向かう様なもので、勝算云々を論じる意味すら見いだせない単なる愚行だ。

　せめて満足に格闘戦が出来れば……ゼブロンはそう考えていた。

　だが――

『――傾聴せよ』

　それは唐突に響き渡った。

「……!?」

「遅かったか」

　愕がく然ぜんと頭上を振り仰ぐゼブロンと――吐き捨てる様に呟つぶやくレオン。

〈イコノクラスト〉と『代行者パニツシヤー』の最後の戦いの時と同じだ。奇蹟術に疎いゼブロンには原理までは分からないが、恐らくその『声』は単なる音波ではなく、奇蹟術を使って効果範囲内のありとあらゆる人間の意識に直接注ぎ込まれた宣言であった。

『傾聴せよ。傾聴せよ。老若男女貴賤の区別無く人たる者は全て傾聴せよ』

　傲ごう然ぜんと響く声。

　耳を塞ふさいでも、それは肌の上から滲しみ込む様にして人々の精神に侵入する。

『我は〈絶対神アブソリュート〉。ソロンを支配する最高かつ絶対の存在として此処に降臨するものなり。繰り返す。人たる者は例外無く傾聴せよ。我は支配者。我は絶対者。我が名は〈アブソリュート〉――』

　その口調には恍こう惚こつの響きさえ在った。

「ネロ・オトルチ……!!」

　ぎり――とゼブロンの噛かみ締めた歯が鳴った。



　　　

　ネロ・オトルチの〈絶対神アブソリュート〉たる宣言は〈イコノクラスト〉内の省吾の所にも届いていた。

「……〈アブソリュート〉……」

　それがネロの駆る〈イコノクラスト２〉の正式名称という事だろう。

　英語で言う所の『絶対』を意味する言葉。

『対するものが絶無』と書いて『絶対』と読む。それは即ち『他に匹敵するものが無い』という意味だ。確かに神たる存在の上に冠するには相応ふさわしい言葉であろう。

　しかし――

「……くそっ」

　苛いら立だたしげに省吾は吐き捨てる。

　ネロは分かっているのだ。

　既に〈イコノクラスト〉が役に立たない事を――省吾に真正面から対抗する手段が無い事を理解しているのだ。だからこそ『並び立つもの無き唯我独尊』を意味して『絶対』の言葉を、敢あえてあの〈イコノクラスト２〉に冠している。

　あるいはそれは、省吾達への挑発の意味も込められているのかもしれない。

　出てきて戦え――と。

『ショウゴ様』

　ハーチェッタから奇き蹟せき術通信が入る。

『〈イコノクラスト２〉――いえ〈アブソリュート〉の映像が入りました』

　普段は使わない予備の水晶盤――感覚同調で視覚を〈イコノクラスト〉に合致させている限り意味がない装備である――に映像が映し出される。かつて〈イコノクラスト〉が身を横たえていたあの樹海の真ん中、巨大な空き地に、それは傲ごう然ぜんと立っていた。

　赤黒い〈イコノクラスト〉の似姿。

　基本的にその姿形は〈イコノクラスト〉と同じだ。恐らく形状のみに限って言えば、細部にまで眼を向けねば両者の区別はつくまい。

　ただし〈アブソリュート〉を名乗るその機体は、〈イコノクラスト〉の漆黒に対して暗い――黒く濁った赤の色を基調としている。まるで乾いて固まる寸前の血の様な色だ。その色調カラーリングに何か意味があるのかないのかは、省吾にも分からないが――

「……主人公と偽物って言うなら、向こうの方が主人公ぽいな」

　皮肉げに呟つぶやいてから――そんな事を言う余裕の在る自分に省吾は少し驚いた。

『主人公？　偽物？』

　怪け訝げんそうにハーチェッタが尋ねてくる。

「ああ……俺おれの居た世界じゃさ、英雄物語ってのは結構、数が在ってね」

『そうなんですか』

「テレビ番組――つっても分からないか。この映像通信みたいなので演劇を離れた場所の観客に見せる様な体制も整ってた」

　技術は在るのに、ソロンの世界に放送という概念が無いのは、『代行者パニツシヤー』や『落とし子』といった脅威によって人類生息圏が分断され、情報の共有という考え方が育ちにくいからだろうか。あるいは単に機械技術の多くが『聖体』に頼った技術である為、コストパフォーマンスの問題が在って、一般に流布しにくいのかもしれない。

「とにかく……そうした英雄物語の中では、英雄の名を騙かたる敵なんてのもよく出てきたもんさ。でも本物の英雄も偽物の英雄もまるで区別が付かないと、混乱するっていうか――物語としちゃ分かりにくいだろ。だから『これは偽物ですよ』って記号を付けるんだ」

『はぁ……』

「大抵は偽物の方が黒かったり、とげとげが在ったりするんだけどな」

　鋭い突起物はどっちも同じだし、黒いという意味では〈イコノクラスト〉の方が黒い。

『でも――ショウゴ様が本物です！』

　とハーチェッタ。

　やや語調が強いのは、気の弱い彼女にしては珍しく憤慨しているのかもしれない。

「ありがとう」

　苦笑して言う省吾。

『――我は宣言する』

　映像の中で〈アブソリュート〉が静かに両腕を広げた。

　まるで――世界を己の腕の中に抱え込もうとするかの様に。

『新時代の到来と――我が絶対者として即位を宣言する。『代行者』は既に無き今、新たなる秩序が必要である。我がその秩序としてこのソロンを統治する。異論反論を我は認めない。我の他に、その権能を行使し得る実効力を備えた存在は、皆無だからである』

　恐ろしく一方的な宣言である。

　専制政治オトクラシイも此こ処こまで来ればいっそ清すが々すがしい程だ。

　まさしく問答無用だ。この宣言に対して不平不満が在るならば、言葉を投げるのではなく実力で以もつて掛かってこいとネロは暗に言っているのである。だが『代行者パニツシヤー』を滅ぼした〈イコノクラスト〉にそっくりの鉄巨人に対して、刃向かう事を考える人間は殆ほとんど居まい。

『何という事を……』

　通信回線の向こうで呻うめく様に呟つぶやくのはペルテアである。

　更に――

『誘っていますね』

　セネカが意見を述べてくる。

『此こ処こで出て行かなければ〈イコノクラスト〉とショウゴ様は民衆の支持を失います。その時点で――ネロ・オトルチの言う通り〈アブソリュート〉に匹敵する力はこのソロンに存在しないという事が『常識』として人々の間に定着し、暴力的専制支配の基礎が確立されます』

『民衆の諦あきらめが『基礎』って訳ね』

　とペルテア。

『そう。ですが今此処で出て行って〈イコノクラスト〉が敗北すれば、より確実に『諦め』が根付きます。言ってみればネロ・オトルチは『代行者』の位置に座ろうとしているという事になります』

「…………」

　台風や洪水に怒る者は居ない。

　それは人じん智ちを越えて『そういうもの』として認識されている。それは別の言い方をすれば、ある種の諦めだ。盤石たる常識として人々の間にそれは根付き、『どうしようもない』という認識が叛はん意いを潰つぶす。それは専制支配にとって最も必要なものだ。

　勝たねばならない。

　さもなくばネロ・オトルチの専制支配は完了する。セネカは彼の立場を『代行者』に喩たとえたが、ある意味でネロの独裁はより悪質だ。

　自我も欲望も持たず単に機械的な活動を行っていた『代行者』に比べて――ネロは人間である。法律にも制度にも機構にも縛られぬ人間に、公平さや厳正さなど到底期待出来ない。まして目的の為ならば『血族』の人間を解体して利用し、邪魔な族長達を躊ちゆう躇ちよ無く殺して除けるネロに、道徳心や正義感を期待する訳にもいくまい。彼がほんの気紛れで何千何万という人間を殺したりしないと――保証するものが何も無い一方で、それを実行できるだけの力は彼に備わっている事になる。

　安全装置の外れた爆弾と同じだ。

　そう。このままでは省吾が『代行者』と戦った事さえ無意味になる。

　是が非でも勝たねばならないのだ。

　だが――どうやって？

『崇あがめよ。崇めよ。我を崇めよ』

　ネロは朗々とそう告げた。

『讃たたえよ。讃えよ。我を讃えよ』

「……質たちの悪い冗談だぜ」

　吐き捨てる様に省吾は言った。

　ネロの宣言はそれこそテレビ番組の悪役の台詞せりふそのままだ。

　傲慢で。強引で。独善的で。短絡的で。

　現代社会の平等思想や人権思想を当然のものとして育ってきた省吾にしてみれば、旧態依然とした、ひどく頭の悪い物言いにも聞こえる。だが彼の育ってきた社会には〈アブソリュート〉は存在しない。

　たった一人の力によって行使され得る絶対威力が、この馬ば鹿かげた宣言を現実味のあるものに変えてしまっているのだ。本来ならば『馬鹿げてる』と嘲あざけり笑い飛ばせる筈はずのこのネロの言葉は……今ひどく重苦しく省吾の胸に響いていた。

（今の俺おれには……〈イコノクラスト〉には……）

　およそ勝算というものが無い。

　通信回線の向こう側で姫ひめ巫み女こ達も沈黙し、『聖せい廟びよう』の作業員達も言葉も無いままに立ち尽くすばかりである。既に手詰まりである事が彼等にも理解出来ているのだろう。あるいはあと少し待てば〈イコノクラスト〉を起動するだけの『聖体』は集められるかもしれないが、それでも〈アブソリュート〉と互角には程遠い。ネロが〈アブソリュート〉の微調整と操作習熟を終えるまでに奇襲を仕掛けられれば、あるいは――と多くの者は考えていたのだろうが、事が此こ処こに至ってはその希望も潰ついえたと言って良かろう。

　だが――

「手を休めるな！」

　野太い声が『聖廟』に響き渡る。

　ネロの送りつける奇き蹟せき術越しのものではない。空気を震わせて届けられる肉声だ。

　はっとして開かれたままのハッチから外へと視線を向けた省吾は、縦穴を見下ろすテラスに立つゼブロンの姿を見た。

　ペルテアから彼が重傷を負ったという話は聞いている。今の所、命に別状は無いという話だが、本来ならばベッドで横になっているべき状態の筈だ。だがその立ち姿にも声音にも弱々しさは微み塵じんも無く、むしろ傲ごう然ぜんたる様子で彼は檄げきを飛ばした。

「裏切り者の戯ざれ言ごとに耳など貸すな！　ネロ・オトルチの得意とするのは奸かん計けいと人心操作である！　絶対の力があるならば有無を言わさずこの『聖廟』を破壊すれば良い！　こうしてわざわざ声を掛けてくる事そのものが、我等の動揺を誘い、諦てい念ねんを誘うためのもの――彼奴きやつの得意とする罠わなの一つと識しれ！」

　ゼブロンは堂々とした口調でそう言った。

　そして――

「ショウゴ・カシバ！」

　目が合った。

　ゼブロンはテラスから御者席の省吾を振り返って言った。

「状況は圧倒的に我が方に不利だ！　されど私は敢あえて貴公に出撃を要請する！」

「…………」

　省吾は生なま唾つばを呑のみ込んで頷うなずく。

　そう。不利だ。絶望的だ。

　だが恐らく此こ処こで諦あきらめても諦めなくても結果は同じである。

　戦わずに死ぬか。戦って死ぬか。

　その二者択一ならば――

「他に我等に採れるべき手は無い！　貴公が我等の唯一にして最後の希望である！　無論それは悲しい程に小さなものではあろう！　されど――」

　ゼブロンは『聖せい廟びよう』の作業員達を改めて見下ろして言った。

「不可能を可能とするが故に人は英雄と呼ばれる！　絶望の砂漠に希望の一粒探す愚を厭いとわぬからこそ勇者と呼ばれる！　思い出せ！　『代行者パニツシヤー』との戦いにおいて、不利な状況、絶望的危機など何度も越えてきた我等であり、貴公である！　ならばこの場においても膝ひざを屈する必要などまるで無し！」

　詭き弁べんだ。恐らくゼブロンも分かって口にしているのだろう。

　それはあくまで士気を鼓舞する為の言葉に過ぎない。

　しかし……

「――応ッ！」

　敢あえてそれに呼応する外連味は省吾も持ち合わせていた。

　その甲か斐いは在ったと言えるだろう。

　ざわめきが『聖廟』の中を広がっていく。

　相変わらずネロの演説は続いているが、それを押し退のける様にして潮騒しおさいの様な声の群れが折り重なって『縦穴』を満たしていく。

　やがて――

「現在、確保した最後の『聖体』を組み込んでいる！　その作業終了と同時に〈イコノクラスト〉を起動――我等は最後の戦いに打って出る！　一同――奮起せよ！」

　ゼブロンの宣言と同時に、眼下の作業員達が作業を再開するのが見えた。彼等は互いに声を掛け合いながら、整備格納庫の中を忙せわしげに行き来する。決してそれは明るい様子ではなかったが――絶望による虚脱感で立ち尽くす者は、もう居なかった。

「…………」

　再びテラスに眼を向ける。

　改めてゼブロンと目が合った。

「…………」

　インペラス家の長が頷うなずく。

　省吾は頷き返すと――御者席に戻って扉を閉めた。

　鋼鉄の打ち合う硬く重い響きが、彼の心に気合いを入れる。

「――よし」

　最後の戦いが始まる。

　省吾は大きく息を整えて出撃の瞬間を待った。



　　　

　ネロ・オトルチの『宣言』は奇き蹟せき術を使って広範囲に届けられていた。

　さすがに『代行者パニツシヤー』の呪じゆ詛そネットワークを利用した時程の規模ではないにしても――それは『聖せい廟びよう』を中心として、近隣に存在する幾つもの街、幾つもの村に浸透していった。

　勿もち論ろんそれで充分なのだ。

　最初は千人、万人の規模であったとしても構わない。やがて人々の口から口へ噂うわさという形で〈アブソリュート〉の存在は届いていく。噂の内容が特異なものであればある程に、それは広く早くに伝わって行き――最終的にはソロン全土に〈アブソリュート〉は知れ渡る事となるだろう。強制的に告知するよりもそれは自然に人々の意識に浸透し定着する。

「……やっぱりそういう事ね」

　花か梨りんは溜ため息いきをつく様に独りごちた。

　彼女が居るのは〈レネゲイド〉が省吾と姫ひめ巫み女こ達の為に用意した屋敷――その二階に位置する省吾の部屋である。窓も閉め切ったその部屋の中には、花梨の他にメリニ・コードランの姿も在った。

　だが二人の間に会話は無い。

　メリニが寝台ベッドの上で眠ったままの状態であるからだ。

　諸々の状況に追い詰められた結果、思いあまって省吾を殺そうとした姫巫女筆頭エシェン・コードラン――彼女の放った銃弾を腹部に受けて倒れたメリニは、今現在も意識が戻っていない。

　アンジェリットによって既に適切な治療は行われている。

　銃弾は摘出され、傷ついた臓器に関しても可能な限りの修復が既に済んでいた。増血剤の合成と投与も行われている。

　だが……いくら物質を自由自在に操る奇き蹟せき術といっても、術者の認識が及ぶ限りにおいて、という制約がつきまとう。視認するのが困難な毛細血管まで、全てを縫い合わせる様な真ま似ねは出来ないし、感染症を完全に防ぐ事もまた難しい。そういった極めて微細ミクロな部分は本人の自然治癒力に期待するしかないのである。

　未まだメリニは生命の危機から脱していない。

　今は比較的安定しているものの、突如として容態が急変しそのまま死亡――という事も充分に考えられる。この為にアンジェリットから幾つかの薬品と小型の奇き蹟せき杖じようを受け取って、花梨はメリニの側そばに付いているのだ。以前、ハーチェッタ達から一応講義は受けていたので、簡単な奇蹟術ならば花梨も使う事が出来る。

「何か腹に一物在る奴だとは思ったけど」

　呟つぶやく花梨。

　言うまでもなくネロの事である。

　異邦人だから――部外者だから一歩引いた位置から冷静に観察出来る事も在る。権力闘争が当たり前の〈レネゲイド〉の人間はむしろ気付かなかった様だが、あのネロ・オトルチは、常に目先の脚の引っ張り合いとは別の所を観ていた様に思う。

　より先見の明が在るという意味ではない。

　むしろ著しく視野が狭い様な――偏執的に自分の価値観にこだわり、自分以外の全てを単なる物モ体ノとして観ている様な、異様な雰囲気があの青年には在った。彼の何ど処こか浮世離れして余裕を含んだ言動は、全てを俯ふ瞰かんする位置に立つ故のものではない。恐らく他人と全く別の所を観ているが故に、全てを『他人事』として突き放している結果だ。

　そして恐らくネロもそんな自分を自覚している。

　自覚しながら『他人と違う』事をむしろ矜恃プライドの拠より所としている節が在った。

　そんな人間が求めるものは相場が決まっている。

　より極端でより単純な世界。

　例えば全てを白黒の二色に――自分の『敵』か『味方』か、あるいは自分より『上』か『下』か、といった二極に塗り分けて理解したがる。

　ネロのこの宣言は、ある意味で必然とさえ言えた。

「でも――それだけに手て強ごわいわよ。省君」

　正直な所……花梨としては省吾の側に居たいという気持ちも強い。

　自分が眠っていた間に省吾も随分と成長した様だが、花梨にとって彼はやはり何処か頼りない『省君』であると同時に、家族同然に育ってきた大事な『兄』でもある。側に居て支えてやりたいという気持ちは変わらず在った。

　だが現実問題として、この局面で花梨が省吾に対して手助け出来る事は何も無い。

　在るとすれば――それは彼が今最も気に掛けているメリニの看護をする事。それだけだろう。事実、省吾はこの屋敷を出て『聖せい廟びよう』に向かう時も、ひどくメリニの容態を気にしていた。だからこそ花梨は言ったのだ。

『メリニには私が付いてるわよ。早く行きなさい――省君』

　あるいはそれは……『今此こ処こですべき正しい事を躊ちゆう躇ちよ無く選び取れる英雄』ではなく花梨のよく知る、優しくて、不器用で、呆あきれる程に平凡な従兄弟いとこの姿であったからかもしれない。今此処で彼の背中を押してやるのは、他の誰だれでもなく自分の役目であるのだと――

「…………ショウゴ……様……」

　ふと――声がする。

　意味を為なさぬ呻うめきと喘あえぎの合間に、混じり込む言葉。

　花梨は慌ててメリニの方を振り向いた。

「――メリニ？」

　問うてはみても返事は来ない。

　どうやら譫うわ言ごとである様だった。

　相変わらずその顔は紙の様に白く、血の気を失ったままだ。苦痛に歪ゆがんでいる様子は無いが、それがかえって人形じみた様子を――生命を喪失した『モノ』の様な雰囲気を醸し出して花梨を不安にさせる。

　ただ……

「生死の境を彷徨さまよっていても――か」

　否。生死の境を彷徨っているからこそ、半ば無意識に彼の名が出る。

　それだけ強く省吾とメリニは結び付いているのだろう。

　そんな事を花梨が考えていると――

「…………」

　メリニの唇が小さく動く。

　単なる呼吸の為ではなく明確に言葉を紡ぐ為の動き。

「…………カリ…………サ……マ…………？」

　吐息の様なそれが、自分の名を呼ぶ声であると気付いて花梨はメリニの上に身を屈かがめた。

「メリニ!?」

　見れば金髪の姫ひめ巫み女こは、いつの間にかうっすらと眼を開けている。

　彼女は眼と――そしてほんのわずかにだが頭を動かして花梨の方を見た。

「カリン様……」

　今度はもう少しはっきりと花梨の名を呼んでくる。

「意識が戻ったのね」

　花梨が安あん堵どの笑みを見せると、メリニも弱々しいながら笑みを返してくる。

「……ショウゴ……様……は……？」

「戦いに行ったわ」

　花梨は溜ため息いきをつく様にして告げた。

「ネロ・オトルチとね」

「〈アブソリュート〉……」

　呟つぶやくメリニ。

「聞こえてたの？」

「…………はい」

　朦もう朧ろうとしていたメリニの意識にも、あのネロの宣言は食い込んでいたという事だ。

「でも……どう……して……」

「そっか。詳しい事は何も聞いていないんだったわね」

　花梨は頷うなずいて自分の知る限りに状況を――これまでの経緯を説明した。

　ネロ・オトルチの反乱。

　五氏族会議の場が襲撃され、パルマスやタイロイドが殺害された事。

　生き残ったゼブロン・インペラスもまた重傷である事。

　そして――ネロが〈イコノクラスト〉の部品と、恐らくは『血族』の血肉を使って、自分が神になる為の最終にして絶対の兵器を造り上げてしまった事。

「それが――」

「そう。あの〈アブソリュート〉」

　花梨は頷いた。

「勿もち論ろん――普通の武器であの〈アブソリュート〉に対抗する術すべは無い。だから省君と〈イコノクラスト〉が駆り出される事になったの」

「……でも…………」

　メリニの表情が曇る。

　はっきりした事は花梨も聞かされていないが――今の〈イコノクラスト〉は『聖遺物』の力を失い、満足に戦える状態ではないらしい。勿論その事はメリニにはさすがに教えていない。無意味に不安を煽あおっても何ら益は無いからだ。

　だがその事を除外しても〈イコノクラスト〉と〈アブソリュート〉の戦いが決して楽観できるものでない事はメリニも察したらしい。あの用意周到なネロ・オトルチの性格はメリニも知っている。彼が他の族長暗殺という強引で乱暴な手に出た事、派手に絶対神を名乗り巨大擬神機を操っている事は……つまりネロの側に、それだけの無茶をしても勝てるという計算が働いている証拠だ。

　対して〈レネゲイド〉は――〈イコノクラスト〉は準備不足も良いところだろう。そもそも『代行者パニツシヤー』との最後の戦闘の後、満足な整備も未まだ受けていなかった筈はずだ。

　しかも〈イコノクラスト〉の制御を支援すべき姫ひめ巫み女こはわずかに三名――アフィニエは行方不明だし、コードラン家の姫ひめ巫み女この座は空席のままだ。

「……カリン様……私……」

「まさか」

　僅わずかに起き上がる素振りを示すメリニに、花梨は呆あきれた様子で言った。

「そんな体で『ショウゴ様の手助けに』なんて言うんじゃないんでしょうね」

「…………」

　黙り込むメリニ。

　間違いなくその積もりだったのだろう。意地の悪い言い方だという自覚は在ったが――敢あえて花梨は突き放す様な口調で言った。

「足手まといになるだけよ。分かってるでしょ」

「…………」

　メリニは短く呻うめく様に息を吐いてから、僅かに浮かせていた頭を枕まくらに戻す。

　代わりに彼女の眼が静かに潤んだ。堪こらえきれぬといった様子で瞼まぶたが瞬まばたく度に、その目尻から涙の雫しずくがこぼれ落ち、メリニの横顔を滑り落ちていく。

　そんな彼女の様子をしばし見つめてから――

「――メリニ」

　花梨は静かに問うた。



    

  
    
      



    

  
    
      「省君の事を信じてる？」

「はい……」

　即答である。

　花梨は満足げに頷うなずいてから続けた。

「なら今は大人しく待つのが一番、彼の為になる。貴女のすべき事は無理をする事ではなくて、勝って帰ってくる省君を笑顔で出迎えられるように、養生する事」

「……カリン様」

「がむしゃらに行動するばかりが『力』ではないのよ」

　存在する事で誰だれかの力になる者が居る。

　ただ待つ事で出来る戦いというものも在る。

　だから――

「今は信じて待ってあげなさい」

　念を押す様に花梨は言う。

　メリニは束の間、驚きの表情で花梨を見つめていたが……やがて納得した様子で小さく頷いた。



　　　

〈アブソリュート〉――御者室。

　眩まばゆいばかりの白光に満ちた密閉空間の中で、独りネロ・オトルチは静かに笑っていた。

　声も無く、しかし深い深い笑みの形をその顔に刻みながら――待っている。

　旧ふるき神が、新たな神に屠ほふられるべく、穴蔵から這はい出てくるのを。

　既に〈アブソリュート〉に搭載された奇き蹟せき機関群の微調整は終わっている。この鋼鉄の擬神機はもう彼の肉体も同然である。感覚同調を介して伝わってくる全能感は素晴らしく――山を砕き川を干すその神為なる力も、どう使えば良いのか、ネロは肉体的な実感として理解していた。

　各種奇蹟兵装も同様である。

〈イコノクラスト〉の実戦データから開発された最新式の奇蹟機関は、姫ひめ巫み女この支援を必要とせず、むしろ人為を介さない、機械装置であるが故の迅速さと精密さで自動的に調整を行う。ネロはただ各種装置が最適化されるのを待っているだけで良かった。

　残る不安要素と言えば、ショウゴ・カシバとネロの実戦経験の差だが――これとてネロは楽観的に考えている。身を守る為の護身術の類たぐいは幼い頃ころから身に着けている。また奇蹟術の知識と技能も、妹のアフィニエ程ではないとしてもやはり身に着けている。

　対してショウゴ・カシバは格闘技経験も無ければ奇蹟術の知識も乏しい。

　経験と。知識と。技能と。

　それらを差し引きすれば、この巨大擬神機を使っての戦いに関して、総合力ではショウゴ・カシバに何ら劣るものではないと彼は自ら判断していた。その上でこの〈アブソリュート〉の絶大な出力と、〈イコノクラスト〉の現状を加味すれば、負ける要素などまるで見あたらない。

「…………早く」

　ネロは堪こらえきれぬといった口調で呟つぶやいた。

「嗚あ呼あ。早く。早く早く早く……！」

　美青年の口元に刻まれた笑みは益ます々ます深く暗いものになっていく。

「未まだか！　未だなのか！　早く出てくるがいい――〈イコノクラスト〉！　英雄ショウゴ・カシバ！　私に屠ほふられる為に！　新たな神がこの世界に生まれる為の、生いけ贄にえとして！　それが君に与えられた最後の役割なのだから……！」

　恍こう惚こつとした口調で言うネロ。

　だが――

「自ら出てこれないというのなら引きずり出――…………」

　ふと言葉が途切れる。

　ネロの笑顔に僅わずかな歪ゆがみが生じていた。

「……うん？」

　脳裏を過よぎる小さな違和感。

　溢あふれんばかりの全能感のその裏で――ひっそりと這はう小さな齟そ齬ごの感覚が在る。

　それは小さな目眩めまいの様なものだった。

　気にする程の事もあるまい。ネロはそう判断した。恐らくは未だ何ど処こかに調整する余地が残っていたという事だろう。起動当初はもっと大きな違和感をあちこちに覚えたものだが、今は逆に言えば、注意しなければ意識できない程度のものしか残っていない。

　放っておけば解消されるだろう。

　ネロは再び満面の笑みを浮かべる。

　むしろ喜ばしげに――ネロは言った。

「嗚あ呼あ。素晴らしい。全くもって素晴らしい。何という事だ――この全能感に未だ伸びしろが在るとは！」

　彼は恍惚たる溜ため息いきをつく。

　その時――

「…………ふむ？」

〈アブソリュート〉に直結されたネロの感覚に何かが引っかかる。

　自分以外の巨大な奇き蹟せき機関の稼働。

　それは当然――

「何とか『聖体』をかき集めて起動までこぎ着けたか」

　楽しげにネロは視線を巡らせる。

〈アブソリュート〉の感覚器が見据えるのは、言うまでもなく『聖せい廟びよう』の中央部――〈イコノクラスト〉の格納庫にして射出砲身たる『縦穴』である。そこで今〈イコノクラスト〉が起動作業に入った事を感知したのだ。

「さあ――神権交代の儀式の始まりだ」

　地の底で細々と胎動を始める旧ふるき神に向かって、ネロは傲ごう然ぜんとそう宣言した。



　　　

『起動準備終了。全機構異常なし。ショウゴ様――御準備はよろしいですか？』

　ペルテアが問うてくる。

　努めて普段通りの口調を装ってはいるが……通信回線越しにも彼女の抱く悲壮感が窺うかがえる。細かな数字は省吾も聞いていないが、恐らく〈イコノクラスト〉は以前に比べれば悲しい程に弱体化した状態なのだろう。

　ペルテア・インペラス。

　ある意味ではメリニよりも省吾を支え助けてくれた少女だ。だからこそ今は省吾が不安に揺れる彼女の気持ちを支えてやらねばならない。省吾もまた努めて普段通りの声を取り繕って応じた。

「いつでもいいよ」

　勿もち論ろん省吾が具体的に何かする事は無い。

　精々が心構えの問題だ。

『…………では』

　ペルテアが喉のどの奥から絞り出す様な声で言う。

『本格的な起動作業に入ります。起動確認と同時に上部ハッチを開放します――どうかご武運を』

「うん。ありがとう」

　省吾はそう言ってから――やはり平静な声で命じた。

「〈イコノクラスト〉起動」

『〈イコノクラスト〉――起動ッ！』

　凛りんとして言い放つペルテアの声。

　復唱する姫ひめ巫み女こ達や作業員達の声に、鋼鉄の唸うなりが被かぶる。

　既に結合状態に在った〈イコノクラスト〉は、全身に細かな振動を帯びながらゆっくりと覚かく醒せいを始めた。

『主制御室聖光流入！』

　ペルテアの号令と共に、御者室内はにわかに明るさを増す。

　勿もち論ろん――それは以前の聖光量に比べると随分と劣るものだが、それでも先程の薄うす闇やみとは異なる。恐らく〈レネゲイド〉の作業員達が手に入る限りの『聖体』をかき集めて詰め込んだ結果だろう。恐らく気の遠くなる様な作業だった筈はずだ。

　彼等の努力を無駄には出来ない。

　省吾は唇を噛かんで呼吸を整える。

『類比共鳴回路起動！』

『感覚同調開始！』

　此こ処こで本来ならば激痛が襲う。

　頭ず蓋がいに鋭利な刃物を直接差し込まれる様なあの痛みである。全身の感覚を別のものに繋つなぎ直される際に生じる信号雑音ノイズが、神経を刺激してくるのだ。

　だが……それも今はひどく鈍いものだった。

『感覚同調率、三十二パーセント！　尚なおも上昇中！　三十三、三十四、三十五――上昇停止！　最大同調率三十五パーセント！』

　軽い偏頭痛程度といった所か。

　確かに視覚や聴覚には〈イコノクラスト〉の感覚器が捉とらえた情報が流し込まれてくるが、それが全体的にぼやけた感じになっている。音はくぐもって聞こえるし、光も薄膜を一枚隔てて輪郭が滲にじんだ様な印象だ。

（これが限界か――）

　いつもに比べればそれは随分と楽な状態ではある。

　だが……

（皮肉なもんだな）

　以前の様な苦痛が無いと、むしろ物足りなくて心細さすら覚える。

　それはつまり巨大な力を与えられる事の代償であったからだ。痛みが少ないという事はそれだけ与えられる力も小さいという事になる。本来ならば苦痛と引き替えに全身へと満ちるべき全能感はまるで無く、むしろ疲労めいた怠だるい感覚が、全身にじわじわと染み込んでくる。

『感覚同調終了！』

『主制御室安定！』

「…………」

　省吾は意識を集中して気力を引き上げる。

　そう長時間でなくてもいい。どうせ長期戦に持ち込めば〈イコノクラスト〉に勝ち目は無い。短時間の瞬発力を得る為に省吾は己の中の戦意を可能な限りに圧縮して待った。

　やがて――

『〈イコノクラスト〉起動！』

　ハーチェッタがそう宣する。

『上部ハッチ展開。障害物無し』

『〈イコノクラスト〉――出撃！』

　駄目押しの様に告げたのはやはりペルテアだった。

「…………ッ」

　省吾は〈イコノクラスト〉の両足の膝ひざをたわめると――『縦穴』の底を蹴けった。普段ならば〈イコノクラスト〉を射出する為の術式と奇き蹟せき装置が、その巨体を砲弾の様に発射するが、今はそれらの装置に使われていた『聖体』も全て〈イコノクラスト〉の中だ。外に出るならば、自らの力で動かなければならない。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉッ!!」

　己を鼓舞するべく省吾は吼ほえる。

　幸い――単純な脚力は以前に近かった。

　空気をぶち抜く轟ごう音おんと共に〈イコノクラスト〉の黒い巨体が浮かび上がる。

　そんな中で――



　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお――

　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！



　作業員達が叫ぶ激励の声が聞こえたのは、まさしく奇蹟であったかもしれない。

　反射的に『縦穴』の底に眼をやった省吾は、そこで彼等が拳こぶしを突き上げて〈イコノクラスト〉の出撃を見送る姿を見た。

　彼等もまた秘密結社〈レネゲイド〉の人間だ。

　決して無む辜この一般市民ではない。

　しかし……善も悪も立場や状況によって変わる。一つの事実も見る角度によって意味が変わる。そうして複雑で多様な世界の在り方が人に心の自由を教える。他に選択肢の無い閉へい塞そくした価値観ではなく――自分で選び取った価値観に従って生きるという事を教えてくれる。

（……モーリィ……トリファ……それに……エシェン……）

　彼女等の様な悲劇を繰り返さない為に省吾は戦う事を決めた。

　愛する少女達に自由と希望を見せてやりたくて命を賭する事を決めた。

　解放する。〈レネゲイド〉の者達も。そうでない者達も。

　だからネロ・オトルチは討たねばならない。

　たった一人の恣し意いに、万人が支配される世界など在ってはならない。

「ネロ・オトルチ……ッ！」

　更に『縦穴』の縁を蹴けって空中に舞う〈イコノクラスト〉の巨体。

　未だ支え無き虚空に在りながらも、省吾は倒すべき相手の姿をはっきりと見据えていた。

　暁の薄明を迎える大地に、傲ごう然ぜんと立ち聖なる光を放つ巨人。

　人の造りし絶対神。

「〈アブソリュート〉……！」

　上昇の頂点に達し――そして降下し始めた〈イコノクラスト〉の中で、ふと省吾は奇妙な感慨を覚えた。

　自分が搭乗する〈イコノクラスト〉の姿を客観的に目にした事ならば何度も在る。

　だが〈イコノクラスト〉の眼で〈イコノクラスト〉自身の全身像を鏡映しの様に観た事は無い。夜空に強烈な聖光を放って存在する〈アブソリュート〉の姿は本当に〈イコノクラスト〉を観ているかの様で――自分が一体何ど処こに居るのか分からなくなる様な混乱が脳裏を過よぎる。

『代行者パニツシヤー』とは違うのだ。

　同じ人型といっても、あれは同じく巨大擬神機。

　ならば戦いはまさしく鏡映しの如ごとき様相を呈するだろう――

『ショウゴ様っ！』

　ペルテアの声に省吾は我に返った。

『着地の際に――』

「分かってる」

　落ち着いて省吾はそう応じた。

　巨大擬神機である〈イコノクラスト〉は、人間と異なり空中でも姿勢制御する為の術を幾つも持っている。逆に言えば高々と跳躍してもそれは必ずしも『隙すき』にならない。

　むしろ危険なのは着地の一瞬だろう。

　跳んだ以上は降りねばならない。

　奇き蹟せき術で衝撃を相殺するにせよ、脚部構造で衝撃を吸収するにせよ、着地してから次の行動に移るまでには一瞬ながらタイムラグが生じる。ましてその瞬間は殆ほとんどの奇蹟術の容量を機体制御と衝撃吸収に使う事になるから――防御もままならない。

　省吾がネロならば当然にその瞬間を狙ねらう。

　故に――

（先手必勝――は無理だろうけど）

　省吾は咄とつ嗟さに〈イコノクラスト〉に装備された武装の中から奇蹟術負担の少ないものを選択する。対『代行者パニツシヤー』戦では使う機会が無かった代物だが、〈エクノドラス真教会〉や『落とし子』との戦闘経験から、幾つかの通常武装も〈イコノクラスト〉には装備されている。聖光の量が限られる今は、そうした武器も貴重な一手だ。

〈イコノクラスト〉の全身で小さな装甲板が開く。

　装甲の隙すき間まから顕あらわれた総計二十門の連装迫撃砲が、省吾の――〈イコノクラスト〉の視線に従って自動照準。元々は『血族』狩りにも用いられた対人用の兵器で、対装甲目標への効果は薄いが、牽制程度の役には立つだろう。

「撃てッ!!」

〈イコノクラスト〉の各部から白い煙の尾を引いて榴りゆう弾だんが飛び出す。

　それらは緩やかな放物線を描いて〈アブソリュート〉本体に着弾した。

　ネロ・オトルチ操る擬神機はまるで反応しなかった。奇き蹟せき術で防御する訳でもなければ回避運動に出るでもない。迫撃砲の榴弾は派手に爆発して閃せん光こうと白煙を放ったが――効果としてはそれだけだった。〈アブソリュート〉は小揺るぎもしない。

　それどころか……『邪魔だ』と言わんばかりに、〈アブソリュート〉の周囲に生じた空気の渦が、瞬く間に煙を巻き取って消滅。目め眩くらましの効果すら五秒と保もたなかった。

（――まずい）

　瞬間的に戦せん慄りつで全身の毛が逆立つ感覚を省吾は感じた。

〈イコノクラスト〉はまるで無防備なまま着地する。ネロに攻撃する意思が在れば、それはこれ以上ない好機であったろう。

　だが――

「…………」

　轟ごう音おんと共に砂さ塵じんが巻き上げられて、迫撃砲のそれと同等かそれ以上に空気が濁る。

　土砂の帳とばりの向こう側で――しかし〈アブソリュート〉は動かないままだ。静かに聖光を放ちながら悠然とその場に立っていた。

（……余裕か）

　省吾は理解した。

　ネロは既に〈イコノクラスト〉の状態について見切っている。わざわざ隙すきを衝つかずとも正面からこれを殲せん滅めつできると考えているのだ。恐らく『神の新旧交代』を演出する為には一瞬の隙を衝く様な真ま似ねはせず、正々堂々と〈イコノクラスト〉を屠ほふって見せるのが最適と考えているのだろう。

　実際――聖光量の差は歴然としている。

〈アブソリュート〉のそれが全身から漏れて、その巨体を逆光気味に黒く塗り潰つぶしているのに対し、〈イコノクラスト〉のそれは微々たるもので――むしろ〈アブソリュート〉の放つ光に照らされて、応急処置の跡や、代替部品の無かった装甲板の傷などが、これ以上無い位にはっきりとさらけ出されている。

　傍はた目めに見れば、どちらが優勢であるのかは幼児にも理解出来ただろう。

　しかし――

「正義の味方ってのは」

　省吾は自分に言い聞かせる様に呟つぶやいた。

「いつも力より技で勝つのがお約束だもんな」

〈イコノクラスト〉が省吾の戦意に反応して身構える。

　同時に――ようやく省吾を敵と認めたかの様に〈アブソリュート〉が悠然と一歩を踏み出すのが見えた。



    

  
    
      
第二章　時限爆弾





　闇やみに包まれた森の中を一人の少女が歩いていく。

　既に払暁も近いとはいえ――未まだ木々の間にわだかまる闇は濃く、また木の根や石といった足を躓つまずかせるものには事欠かず、足下を照らす灯あかり無くしては、歩くのもままならぬ筈はずの場所である。天に輝く月の光も、梢こずえや葉の重なりに遮られて此こ処こまでは降りてこない。

　だが……少女の歩調に淀みは無い。

　灯火ともしびの類たぐいなど何一つ持たない上に、そもそもその格好は森の中を歩く為のものではない。足を包むサンダルの底は薄く、白い衣の裾は歩く度にふわりふわりと揺れて、少女の姿をひどく非現実的な――まるで幽霊の様な趣のそれに見せていた。

　長く癖の無い黒髪も、艶やかな白い肌も、まるでこの世のものではないかの様に、およそ俗臭というものを欠いている。しかもその双そう眸ぼうは遙はるかな虚空を見据えたまま、まるで動く事が無く、およそ焦点など何ど処こにも合っていない。

　まるで何も視みていないかの様に。

　そう。灯あかりを持たないのも、闇を恐れぬのも当然の事だ。

　少女は盲目なのである。

『血族』の娘――トリファスキアータ。

　彼女に視覚というものは無い。だが生まれた時より眼の見えない彼女は、代わりにその神経の持つ処理能力の大部分を聴覚に振り分けて育った。その結果として彼女は異常に発達した聴力を備え――まるで洞どう窟くつに棲すむ蝙蝠こうもりの如ごとく、周囲の音の反響を頼りに空間形状を認識して歩く事が出来る。

　故に、彼女の眼は開いているが、何も視みてはいない。

　広大な樹海の向こう側――唐突に開けた荒野の真ん中で対たい峙じする二体の鉄巨人の姿もまた彼女には視認されていない。勿もち論ろんそれらが稼働する際に放つ諸々の音はその耳に捉とらえているものの、分厚い木々の層のせいで、その方向や音量については曖あい昧まいにぼやけてしまっている。

　なのに――

「…………」

　盲目の少女は真っ直すぐ〈イコノクラスト〉と〈アブソリュート〉に向けて歩いていく。

　その足取りには躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんも無い。

　まるで何かに導かれる様に、彼女は進んでいくのだ。

　本来ならば、彼女は屋敷で省しよう吾ご達の帰りを待っている筈はずだった。だがエシェンの暴挙と死亡、メリニの負傷、ネロ・オトルチの反乱、〈アブソリュート〉の出現と……立て続けに起こった出来事のせいで、この『血族』の娘に構っている余裕の在る者は皆無となっていた。姫ひめ巫み女こ達は全員が〈イコノクラスト〉の調整作業を進めるべく『聖せい廟びよう』に詰めていたし、レオンとアンジェリットも同じく状況を把握する為にと『聖廟』に向かった。

　だからトリファスキアータが屋敷を出る事を止める者は無く――そもそもそれに気付いた者さえも皆無という在り様であった。

　そして――

「…………〈長〉」

　ふと何かに気付いた様子でトリファスキアータは呟つぶやく。

　彼女が〈長〉と呼ぶ存在は即ち『血族』の族長であり、同時に彼女の実の母でもある人物だ。だが〈長〉はもうこの世の人物ではない。『血族』はネロの奸かん計けいに嵌はまって、全員が殺され解体されて〈アブソリュート〉の部品と成り果てている。

　では彼女の口をついてその言葉が出たのは何故か？

「…………」

　トリファスキアータは淡々と歩み続ける。

　それは明確な意思の結果というより――光に誘われて跳ぶ羽虫の様に、半ば無意識じみた動作であった。元より曖昧に表情が溶けた彼女の顔は殊更に何かの感情を示す訳でもなく、まるで夢遊病者の様に『血族』の少女は〈イコノクラスト〉と〈アブソリュート〉の決戦場に向かって歩いていく。

「……ショウゴ様…………」

〈アブソリュート〉の脚を踏み出す轟ごう音おんが遠雷の様に響いてきたが――それでもトリファスキアータの動きは止まらない。怯おびえも無く。迷いも無く。ただ彼女は真っ直すぐに、巨神がぶつかり合うその最中へと向かおうとしていた。



　　　

　最初から狙ねらう場所は決まっていた。

　喧けん嘩かでも戦争でも変わらない。戦術と呼ぶのも愚かしい様な策である。体力も腕力も劣る者が勝利を得ようとすれば、急所狙いに徹するしかない。そして〈イコノクラスト〉とほぼ同じ構造を持つ〈アブソリュート〉の急所もまた、省吾にとっては考えるまでも無く分かる事であった。

（御者席……だよな）

　感覚同調しているとはいえ所しよ詮せん〈イコノクラスト〉も〈アブソリュート〉も機械装置の一種であり人工物に過ぎない。腕をもごうが、脚を折ろうが、それは致命傷にはならないのである。機体の平衡バランスが崩れるので動きは鈍るだろうが、枝葉をいくら落としても〈アブソリュート〉を完全停止させるのは難しい。

　勿もち論ろん……いかに〈アブソリュート〉といえど、内蔵する奇き蹟せき機関を破壊していけば、いつかは止まるだろうが、今の戦力差では先に〈イコノクラスト〉が破壊され尽くしてしまうだろう。

　そもそも〈イコノクラスト〉も〈アブソリュート〉も巨大な擬ぎ神しん杖じようである。

　そして奇蹟術は何ど処こまで行っても完全自動化は出来ず――最終的にその起動には主体たる行使者を必要とする。〈イコノクラスト〉の対『代行者パニツシヤー』戦において、わざわざ『代行者』の奇蹟圏に晒さらされても死なない異世界人が必要だったのは、この為だ。

　つまり……〈アブソリュート〉もまた唯一代替が利かない部品はネロ・オトルチ本人なのである。これを急所と言わずして何と呼ぶのか。ネロを殺すのも勿論だが、御者席とその周辺装置を破壊するだけでも〈アブソリュート〉はネロと自身を接続出来なくなって停止を余儀なくされるだろう。

　とはいえ……

（俺おれが取り付く訳にもいかないしな）

　かつて省吾と同じ判断を下して『代行者』は省吾を直接叩たたく戦術に出た。

　だが幾らでも捨すて駒ごまとして『落とし子』を使える『代行者』の、身も蓋ふたもない人海戦術は省吾には無理だ。

　いっそ〈イコノクラスト〉を〈アブソリュート〉に組み付かせて動きを止めた上で、省吾が直接〈アブソリュート〉に乗り込んで――という戦法も考えたが、現実的ではない。御者室の扉は当然、幾重にも鍵がかけられているだろうし、それを解除できるにしても、まさか悠長に御者室の鍵を外す様な隙すきをネロが与えてくれるとも思えなかった。

　やはり最大威力で一撃。

　これしかないだろう。

（〈破神の弓〉――いや）

　それが火薬だろうが奇き蹟せきだろうが、同じ量の力を使うなら直接相手に叩たたき込む方が距離による減衰が無い分だけ無駄が少ない。

　となると……

（〈誅ちゆう神しんの刃〉……）

　省吾が〈イコノクラスト〉の奇蹟機関を扱うのに慣れるにつれ、使わなくなっていった接近戦用の武装。だが元より破壊力を奇蹟機関の出力ではなく原罪物質の特異性に頼る事から、奇蹟術による防御すら切り裂ける可能性が高い。

　だが――

（とにかく近付かないと意味がない）

　こちらが格闘戦を仕掛けるつもりでも、相手に応じるつもりが無ければ〈破神の弓〉やそれに類する武装での砲撃戦に持ち込まれてしまう。そうなれば出力で決定的に劣る〈イコノクラスト〉に勝ち目は無い。

（ならば……）

〈イコノクラスト〉を〈アブソリュート〉に向けて身構えさせながら省吾は叫ぶ。

「ハーチェッタ！　〈破神の弓〉起動！」

『え？　あ――は、はい！』

　奇蹟術式が高速起動。〈イコノクラスト〉の腕に半透明の巨大な筒が形成される。

　勿もち論ろん――省吾に砲撃戦をする積もりは無い。

　だがこちらが〈破神の弓〉を展開して見せれば相手も応じてくるだろう。同じ力で戦った方が自分の優位性をより喧伝できる。ましてこちらが砲撃戦を挑もうという状況でネロとしてはわざわざ近付いてくる理由が無い。

　同じく〈破神の弓〉で応戦するにしても、防御を強化するにしても、ネロの注意はそちらに向く筈はずだ。どれだけ〈アブソリュート〉が大出力で多機能でも――操るネロは一人である。そこに隙ができる筈だった。

「同時に〈誅神の刃〉起動準備！」

『了解』

　すぐにペルテアは省吾の考えを察してくれた様だった。

『原罪物質循環器作動！』

「――よし」

　省吾はいつでも〈イコノクラスト〉の右腕部装甲の下に折りたたまれている巨大な『爪つめ』を展開して使える様にと意識しながら〈破神の弓〉を〈アブソリュート〉に向ける。

　出力は悲しい程に上がらない。

　だがそれで良い。

「いくぞ……ネロ・オトルチ」

　呟つぶやいて省吾は〈破神の弓〉を撃つ。

〈イコノクラスト〉の腕から放たれた閃せん光こうが虚空を灼やいた。



　　　

「……牽制としては稚拙と言わざるを得ないわね」

　そんな言葉にペルテアは思わず手を止める。

　声は背後から聞こえてきていた。言うまでもなくコードラン家姫ひめ巫み女この席に座っているのはアンジェリットである。ただし振り返って見てもアンジェリットはペルテアに背を向け、自分の手元の操作卓を見つめて作業を続行しているのみだ。今の台詞せりふが会話を求めてのものなのか単に独り言なのか――判別がつきにくい。



    

  
    
      



    

  
    
      　何にしてもアンジェリットの意見は正しい。

　省吾が狙ねらったのは『〈破神の弓〉による攻撃で相手を牽制』『その間に近付いて白兵戦に持ち込む』という流れだ。無策で近付いても白兵戦になる可能性は低い。ネロの側からすれば単純な出力量で勝敗が決する砲撃戦の方が確実に勝てるからだ。

　その一方で〈誅ちゆう神しんの刃〉の効果は聖光量にそれ程依存しない。

　原罪物質と呼ばれる半流体を循環させる事により発生する冒ぼう涜とく領域――奇き蹟せきの力を抑え込む『場』をまとわりつかせた刃で、相手を『奇蹟ごと』切り裂くのが〈誅神の刃〉の特性である。格闘戦兵装である事とも併せて、単純出力で大きく〈アブソリュート〉に劣る今の〈イコノクラスト〉で戦うならば、適切な選択ではあった。

　だがそれだけにネロにも読まれ易い。

　現に――

「…………」

　ペルテアは唇を噛かむ。

　水晶盤の中で――牽制として放った〈破神の弓〉の一撃が〈アブソリュート〉に命中する。だが〈アブソリュート〉は先程の迫撃砲の時と同様に、殊更に身構えようともしなかった。ただ――右手を掲げて、押し寄せる閃せん光こうを煩げに払っただけである。

　これでは注意を逸そらすどころの話ではない。

〈イコノクラスト〉が更に〈破神の弓〉を撃つ。

　だがこれも〈アブソリュート〉は難なく払い除のけ、数歩後退する。恐らく〈イコノクラスト〉が撃ちながら前進している事に気付いたのだろう。相対距離を維持するという事は、ネロはもう省吾の狙いに気付いているという事だ。

「確かに〈誅神の刃〉を使っての接近戦が唯一の勝機」

　アンジェリットは数式の計算結果を読み上げる様に淡々とした口調で言った。

「けれど……出力を絞った〈破神の弓〉の攻撃、少し頭が回ればカシバ・ショウゴが何を狙っているかはすぐに分かる」

「…………」

　それはその通りだ。

　だからこそ皆まで説明されずともペルテアも彼の考えを読み取れた。

　まして……

　根本的な問題として〈誅神の刃〉は普段、折りたたまれて収納されているという機構上、展開して使用するのに数秒の時間を要する。最初から展開して身構えればこちらの思惑が読まれてしまう。だからこそ省吾は敢あえて展開しないまま〈破神の弓〉で砲撃を行い、相手の注意を逸らしている訳だが――どうしてもその数秒の隙すきが確保出来ない。

　更に……省吾が本当に狙ねらっているのは御者室への一撃だ。

　だとすればむしろ〈破神の弓〉の砲撃は御者室以外の部分を狙う事になる。最初から御者室を集中砲撃すれば、相手の防御は嫌でもそこに集中する。敢あえて他の部位を狙う事で御者室周辺の防御を手薄にしてその隙すきを衝つく――それが省吾の考えだろう。

　だがこれとて稚拙といえば稚拙な戦術だ。

　どれだけ小手先の誤魔化しを仕掛けても、今の〈イコノクラスト〉が〈アブソリュート〉に勝つには急所に対する一点突破しか在り得ない。ネロは省吾がどういう戦術に出ようとも、ただ自分の座する御者席だけを守っていれば負けは無い。

　だが……

（他に方法は無いわ……）

　ペルテアも武人の端くれである。

　自分が省吾の立場であったならと何通りもの戦い方を考えてみたが……いずれもが現実味の薄いものだった。ペルテアも省吾もネロもアンジェリットも――誰だれもが考慮に入れていない様な、何か別の要素なり偶然なりが加われば、状況の変化もあり得るだろうが、今は、愚直に唯一の戦術を採り続けるしかない。

　水晶盤の上では〈アブソリュート〉に翻ほん弄ろうされる〈イコノクラスト〉が映っている。

〈イコノクラスト〉は迫撃砲なり〈破神の弓〉なりで攻撃を仕掛けつつ、白兵戦に移行する機会を狙っているのだが、〈アブソリュート〉はそもそも最小限に絞った奇き蹟せき術防御と動きでこれをすべて受け流し、彼我の距離を保ったままだ。

　勿もち論ろん、〈アブソリュート〉からは未まだ攻撃はなされていない。

　これもネロの望む『演出』なのだろう。

　散々〈イコノクラスト〉の攻撃が無駄に終わる場面を観衆に見せつけておいて、最後に一撃でこれを屠ほふる。あるいは圧倒的な力の差を示す形で蹂じゆう躙りんし破壊する。これが彼の想い描く『神権交代』の筋書きである筈はずだ。

　勿論、絶対確実に勝とうと想うのならば、獲物をいたぶる様な真ま似ねをすべきではない。最短時間かつ最小労力で即座に相手を屠るべきなのだ。

〈アブソリュート〉の出力を背にしたネロの余裕は、隙につながる。

　だがその隙を衝くだけの手が今の〈イコノクラスト〉には無い――

『〈イコノクラスト〉、総奇蹟残量二千三百六十七単位！　基本動作用奇蹟量を五百単位確保に設定のままの場合、攻撃の為に使用可能な奇蹟量――』

　セネカからの報告が入る。

『ア……〈アブソリュート〉、総奇蹟残量三万五百二十一単位！　ただし内蔵される代替『聖遺物』より聖光発生は未だ継続中であり、予想潜在奇蹟量は最低見積りでおよそ二十万――』

　セネカの言葉が終わらないうちに、ハーチェッタの悲痛な声が重なる。

　圧倒的だ。

　潜在的な最大出力と持続力はそれぞれ五十倍、あるいは百倍に達するだろう。

　いや。劣勢の要因はそれだけではない。

　そもそも〈イコノクラスト〉は『聖体』の発する聖光量が限られている為、幾つかの閉鎖系回路にその聖光を貯蔵しておく事で一定量を確保、それから使用している。

　つまり、消費量に供給量が追いつかない為に、どうしても、動きの間に文字通りの『溜ため』が必要になってくる。いちいち動いては休み、動いては休みしている様なものだ。勿もち論ろん、姫ひめ巫み女こ達はその時間差タイムラグを最小限に縮めるように調整している訳だが、どうしてもそれは零ゼロにはならない。

　対して〈アブソリュート〉は多分に出力に余裕がある。

　当然に動きは滑らかで途切れる事は無い。

　これでは白兵戦に持ち込んだところで――

「ショウゴ様……っ」

　もういいです。逃げてください。

　ペルテアは――しかし続く言葉を呑のみ込んだ。

　言うだけ無駄だ。

　ここで逃げる様な人間なら、彼は英雄と呼ばれたりはしなかったろう。

　しかし……

「――!?」

　状況に変化が生じた。

〈アブソリュート〉が、動きを変えたのである。

　延々と〈イコノクラスト〉の攻撃を嘲あざ笑わらうかの様に相対距離の維持を続けていた〈アブソリュート〉が、その足を止めたのだ。

　好機とばかりに〈イコノクラスト〉が接近する。

　だが――

「ショウゴ様！　いけません！」

　ペルテアは叫ぶ。

　翻ほん弄ろうするのを止やめたという事は――つまりネロが〈イコノクラスト〉を攻撃する積もりになったという事だ。そして圧倒的な強さを示すのが目的ならば、〈イコノクラスト〉の余力や装甲を少しずつ削り取る様な、小規模攻撃を重ねる戦法に出る可能性は低い。

　出来るだけ派手で強大な一撃が加えられるだろう。

　分かり易く『優勢』や『勝利』を演出する為に――

「ショウゴ様――」

〈イコノクラスト〉が〈誅ちゆう神しんの刃〉を展開する。

　二連の爪つめの様な刃が起き上がり、黒い鋼鉄の神はまるで殴りかかるかの様にその右腕を振り上げる。狙ねらいは勿もち論ろん〈アブソリュート〉の御者室。もししくじれば恐らく二度目は無いだろう。

　最初で最後の好機。

　だからこそ危険を承知で省吾は突っ込んだのだ。

　そして――

『おおおおおおおおおおおおおおおおッ!!』

　省吾の咆ほう哮こうが通信回線を通じて響く。

　大気をぶち抜いて〈イコノクラスト〉の拳こぶしが――その手首に装着された巨大な爪が〈アブソリュート〉の喉のど元もとを狙って繰り出される。一瞬、〈アブソリュート〉が放っていた聖光に皺しわが寄った様な偏りが生じたのは、恐らく冒ぼう涜とく領域が奇き蹟せき術の防御圏を切り裂いた結果だろう。

〈誅神の刃〉が〈アブソリュート〉の首を――

「……ッ！」

　思わずペルテアの唇から悲鳴じみた声が漏れた。

　止まっていた。

〈イコノクラスト〉の繰り出した一撃は、その切っ先が〈アブソリュート〉の装甲板に触れる直前で強制停止させられていた。右手を掲げた〈アブソリュート〉がその掌てのひらで〈イコノクラスト〉の拳を包む様にして――いわゆる鷲わし掴づかみにして受け止めていたのだ。

　動いたのはただその右腕のみ。

　しかも――

『――！』

　通信回線の向こう側でハーチェッタが息を呑のむ音が聞こえた。

〈イコノクラスト〉が……浮いた。

　あろう事か〈アブソリュート〉は〈イコノクラスト〉の右手を掴つかんだまま、それを無造作に振り上げたのだ。当然ながら〈イコノクラスト〉は〈アブソリュート〉の動きに従って自身も右腕を高々と掲げ、それだけでは足りず……そのまま放り投げられた。

　岩山にも匹敵する質量が、軽々と空を跳ぶ。

　それも奇蹟術による浮遊や飛行ではなく、単純な膂りよ力りよくによる投とう擲てき。

　轟ごう――と空を抉えぐる様にして〈イコノクラスト〉の巨体が〈アブソリュート〉の頭上を通り過ぎ、その遙はるか後方、樹海の中へと落下する。

『うがぁぁぁぁぁ……っ！』

　通信回路を通じて省吾の悲鳴が聞こえる。

　あまりの光景に一瞬、呆ぼう然ぜんと見入っていたペルテアも、その声で我に返って叫んだ。

「ハーチェッタ！　奇き蹟せき防御術式の――」

　間に合わない。

　台詞せりふすら終わらないうちに轟ごう音おんを――否、地響きを立てて〈イコノクラスト〉は樹海の中に沈んだ。大量の土砂とへし折られた大樹がまるで木の葉の様に軽々と舞い、その衝撃はペルテア達の元にまではっきりと届いた。

「ショウゴ様っ！」

　ペルテアが叫ぶ。

　だが――返事は無い。

『大丈夫。血圧正常。脈拍正常。やや混濁するも意識あり』

　セネカが冷静に告げてくるが、彼女の声もやや強こわ張ばっているのは、現実に見せられたこの圧倒的な力の差だろう。数字の上では分かっていても、こうもはっきりと示されると彼女でも動揺せざるを得ない。

　だが……

「これは――」

　ペルテアは呻うめく様に呟つぶやく。

（駄目だ）

　喉のどまで出かかった絶望の一言を無理矢理に呑のみ込むのは……ひどく難しい行為だった。



　　　

　轟音と共に突風と砂さ塵じんが吹き付けてくる。

　大質量の物体の急速移動――〈イコノクラスト〉が投げられ樹海に叩たたき付けられたその結果生じた現象の、しかもごく一部である。充分に離れている場所だからこそその程度で済んだ。至近距離なら生命の危機すら感じる事になるだろう。

「…………」

　使えるだけの『聖体』の全てを〈イコノクラスト〉とその支援施設に使ってしまった為に、他の奇蹟機関は全て沈黙を余儀なくされていた。

　勿もち論ろん――それは『聖せい廟びよう』内の議事室の水晶盤も同じ事である。

　故に客観的な視点から〈イコノクラスト〉と〈アブソリュート〉の戦いの模様を知る為には、目視かそれに類する光学的手段――双眼鏡の類たぐいとか――に頼らざるを得ない。勿論、相変わらず〈アブソリュート〉からは一方的な奇蹟術通信が人々の意識に向けて垂れ流されているが、それだけを見ていても情報が偏って正しい判断が下せないのは明白だった。

　戦況が知りたければ、危険を覚悟で現場に向かうしかない。

「やはり難しいか……」

『聖せい廟びよう』の地上出口から出たゼブロンは、双眼鏡を使って樹海の向こうで戦う二体の巨人を見据える。彼の背後には同じく双眼鏡を携えたレオンの姿も――そして『裏切者』たる彼の存在を警戒して銃を手に同行するゼブロンの部下三名の姿が在った。

「最初から分かっていた事だな」

　肩を竦すくめてレオンは言った。

　双眼鏡の向こうでは〈イコノクラスト〉が身を起こし身構えている所だった。

「分かっていてあんたは省吾に命じたんだ。世界の為に死ね――とな」

　この期に及んでもこの青年は何ど処こか皮肉な余裕を崩さない。背後でゼブロンの部下が顔をしかめるが――ゼブロンは何故か微苦笑を浮かべて第二代救世主と呼ばれたその人物を眺めた。

「そうだな。その通りだ」

「……妙に殊勝じゃないか」

　とレオン。

　その気になれば自分を腕の一振りで殺せる相手を前にしながら、些いささかも臆する様子が無い。このふてぶてしさが生来のものなのか、環境が育んだものなのかは分からないが――

「この戦いについて我々に出来る事はやり尽くした」

　ゼブロンは呟つぶやく様に言った。

「後は見守るだけだ。死を命じた責任をとるとすればその後の事だな」

「…………」

　レオンが眉まゆを顰ひそめる。

　ゼブロンが何を言いたいのか理解出来ないのだろう。

「今回の一件は〈レネゲイド〉に多大な被害を出した。オトルチ家の謀反による直接的被害に加え、〈アブソリュート〉の存在が、様々な面で損害を生む。組織としての〈レネゲイド〉にとっては甚大――いや壊滅的と言っても過言ではない」

　秘密結社の最大の強みは、その非公然性とそれを支える結束力だ。

　謀反はそれを根底から揺るがす。末端部ではなく中央部――権力中枢に居た者の手によるならば尚なお更さらである。単なる権力闘争ではなく組織そのものを、それを支える思想性から根本的に瓦が解かいさせかねない暴挙だ。

　死傷者の数も深刻だが、更に設備や財政的な面の損害も考えれば――確かに〈レネゲイド〉は瀕ひん死しと言っても過言ではなかろう。

　まして……

「ネロ・オトルチは、恐らくオトルチ家以外の〈レネゲイド〉の存在を許すまい。〈イコノクラスト〉を倒した後は、徹底的に掃討するだろう」

「……で？」

　レオンが薄笑いを浮かべて問う。

「お悔やみでも言って欲しいのか？」

「私が考えているのは〈イコノクラスト〉の勝利した場合の――その後だ」

「…………」

　レオンが僅わずかに表情を動かす。

　驚きよう愕がくという程にそれははっきりしたものではなかったが……意外そうに彼はインペラス家の長の横顔を眺めた。

「いずれが勝つにせよ、このソロンの世界は新たな局面を迎えるだろう。混乱は必至であり可能な限りに無意味な被害を抑える為には、指導者が必要だ。それが個人なのか、それとも組織であるのかはともかく――な」

「あんたはこの期に及んで〈レネゲイド〉の世界支配を夢見てる訳かい」

　レオンは嘲あざける様に言う。

　だが――

「正直言ってな」

　ゼブロンは呟つぶやく様に言った。

「インペラスの長の息子として生まれた為に、こんな肩書きを付けているが。私個人はあまり権力だの支配だのに興味はない。在るとすれば、自分をいかにきちんと支配出来ているかという事であって他人のそれではないのだ」

　ある意味でそれはいかにも武人らしい考え方ではあるだろう。

　インペラス家の長の座を継ぐまで、彼は〈レネゲイド〉の外に出て武者修行を続けていたという。そういう意味で彼は純粋に〈レネゲイド〉の価値観の中で育ち、当然に――半ば洗脳的な環境下で独自の価値観を形成し――その権力者の座に就いたバルド、パルマス、タイロイドといった者達とは異なる。

　リヴィス社の社長としての顔を持ち、〈レネゲイド〉の外部の人間とも付き合いの多かったネロと、その点では同類であるのかもしれない。

「だがそれはそれとして、無用の混乱や無駄な被害は望む所ではない。独裁政治かどうかはさておき――右往左往する民草をせめて導く為の仕掛けは必要だろう」

「……それで？」

「〈レネゲイド〉を見ていれば分かる。画一化された価値観は非常事態に弱い。また外部から侵入してきた異物に弱い。多様性を持たない組織は単一目標に対しては効果的に機能するが、同時にそれ以外の目標に対しては非常に脆ぜい弱じやくな存在となる」

「まあその通りだな」

「だから」

　ゼブロンは言った。

「もし〈レネゲイド〉を立て直す事になるのであれば、私は〈レネゲイド〉の中に価値観の多様性を求めるべきだと考えている。具体的には既存の〈レネゲイド〉の存在に対して否定的な視点を持ちながら〈レネゲイド〉の内部に居る存在を」

「それはネロ・オトルチの様な？」

「いや。あれは単に遅効性の毒だろう」

　ゼブロンは溜ため息いきをつく様に言った。

「もっと分かり易い言い方をすれば――組織が間違っている事をしつつある場合に、それを指さして『間違っている』と告げる事が出来る存在だ」

「…………」

　レオンは眉み間けんに皺しわを刻んで黙り込む。

　そして――

「あんた正気か？」

　改めて彼はそう問うてきた。

　ゼブロンは無表情に双眼鏡を覗のぞいたまま続ける。

「その積もりだが。何にしてもその一言が問えるからこそ――だ」

　もし〈レネゲイド〉の世界支配が成立すれば、間違いなく最高権力者はゼブロン・インペラスという事になる。勿もち論ろん、残りのコードランやマブロ、ルースポリテ家から次の家長が擁立されるだろうが、どうしても動きとしては遅れる。ゼブロンにその気があれば他家の新族長が出てくる前に支配権を固めてしまう事は充分に可能だろう。

　つまり〈イコノクラスト〉が勝利した場合――ゼブロンはこのソロンの独裁者たる事も可能だという事である。

　しかしその独裁者に『御前は正気か？』と問える人間は先まず居ないだろう。

　もし居るとすればその者は間違いなく、価値観の多様性を提供し独裁体制の暴走を止める要石と成り得る。制度としてそうした者を支配機構の中に確保するのは、確かに理に適かなっていると言えた。

　ただ……

「まあそれもこれもあんたが――〈レネゲイド〉が支配者になった場合の事だろ」

　レオンは皮肉げな口調で言った。

「今の所、新世界の指導者様第一候補はネロ・オトルチだ。しかも第二候補以下を圧倒的に引き離してる。俺おれの出番は無さそうだがな」

「――バルド・コードラン」

　ゼブロンの口からその名が出た事の意味を――レオンは当初、理解していなかった。

「意外と呆あつ気けないもんだったな」

　猛もう禽きん類るいじみた眼が特徴の容よう貌ぼうを脳裏に思い描きながらレオンは言った。

　コードラン氏族の長。冷静沈着でかつ傲ごう岸がん不ふ遜そん。権力闘争という意味では、多分に感情的であったり俗物に過ぎたパルマスやタイロイドとは、比べものにならない程の強つわ者ものだった。実際――五氏族族長は建前上同等という事になってはいたが、事実として〈レネゲイド〉の中で最も大きな権力を握っていたのはバルドだ。

　しかし……

「まあいかに権謀術数に長たけていても、突発的な単純暴力には為なす術すべも無い――か」

　天才軍師だろうが策謀家だろうが、銃弾の一発、刃物の一刺しで死ぬのは同じだ。

　だが――

「彼は生きている」

　ゼブロンはそう言った。

「……なんだって？」

「替え玉だったのだよ」

　インペラス家の長は端的に答えた。

「確かにオトルチ家の暗殺部隊による議事室襲撃の際に、死体は出た。タイロイド・マブロ、パルマス・ルースポリテ、そしてもう一人。だがこれはバルド・コードランではなかった。我等は会議中、ずっとそれがバルド・コードランだと思っていたのだが、奇き蹟せき術で光学偽装された別人だったのだ」

「替え玉――影武者？　しかし」

　レオンは指先で己の無ぶ精しよう髭ひげを撫なでながら言った。

「何の為に？　ネロの企たくらみを事前に知っていたという事か？」

「そもそもいつから入れ替わっていたのか分からない以上、多分に推測は交じるが」

　ゼブロンは言った。

「もし今回の会議に限ってのみだったとしたら、ネロ・オトルチの謀反と族長暗殺を事前に知っていた可能性が高い。偶然の可能性も皆無ではないが――それならそれで今以もつて本人が姿を現さないのは解せない」

「既にずっと前にバルド・コードランは死んでいたって事も在り得る訳だな？」

「そうだな」

　とゼブロンは頷うなずく。

　もしバルド・コードラン本人が既にずっと前から死者であったならば、それはさして問題ではない。少なくともネロの謀反とは何ら関連性を持たないだろう。

　だが……もしそうでないなら。

「何故みすみすネロの〈アブソリュート〉搭乗を許した？」

　ネロとバルドが結託しているのだとしたら影武者を殺してしまう意味がない。

　ましてや今このネロが優勢な状況下でも姿を現さない事にも意味がない。

　だが結託していないのだとして――それでも尚なおネロの暴挙を見逃す理由がバルドに在ったという事だろうか？

「敢あえて……？」

「あるいはな」

　とゼブロンが双眼鏡を下ろしながら頷うなずく。

　既に白兵戦を狙ねらっている事を知られた〈イコノクラスト〉は真正面から〈アブソリュート〉に向かっては、これを楽々とかわされている状態である。先程からそれが延々と繰り返されていた。

「どちらが勝つにしても、まだもう一波乱在るか……」

　そう呟つぶやくレオンの表情は、むしろ楽しげですらあった。



　　　

　何も事情を知らぬ者が見れば、その光景は滑こつ稽けいにも見えただろう。

　巨大な鋼鉄の人型が二体。

　人間の感覚からすれば山にも等しい重量物が――踊る。

　跳ねて。舞って。走って。転んで。起きて。また跳ねる。

　地響きを立てて、砂さ塵じんを巻き上げて、白光を撒まき散らし、巨大な鋼鉄の人影が動き回るその姿は、暁の光を受けながら更に数倍巨大な影を大地に落とし、距離感が狂うかの様な奇妙な風景となって広がっていた。

　だが第三者の眼から見れば、そこに死闘の激しさは無い。

　漆黒の色を示す片方の動きは何ど処こか人形の様にぎこちなく、何か絡繰り仕掛けの様な、カクカクと断続的な動きを示している。また赤みの強いもう片方は、それに比べてあまりにも滑らかで余裕の在る動きを示している。

　微妙な色彩の差は在れど、まるで鏡映しの様によく似た輪郭の人型であるだけに、その両者が向き合いながら動くその光景は、両者の差を浮き彫りにし、何処か不自然な印象を醸し出していた。

　勿もち論ろん……漆黒の巨人、即ち〈イコノクラスト〉の動きがぎこちないのは、出力不足から来る不調の為である。望んでその様な動きを示している訳ではない。それが今の〈イコノクラスト〉には精一杯なのだ。

　対して赤黒い巨人〈アブソリュート〉には嫌らしい程の余裕が滲にじんでいた。

　その気になればいつでも始末出来ると言わんばかりに、殴りかかる〈イコノクラスト〉を捌さばき続けている。たまに思い出した様に行う反撃で〈イコノクラスト〉は投げられ、あるいは転倒してその度に装甲の一部や部品を撒まき散らして壊れていくのだが、〈アブソリュート〉には未まだ損傷らしきものは何一つ見受けられない。

「くそ……」

　愚直ともいうべき攻撃を繰り返しながら省吾は歯は軋ぎしりした。

　やはりまるで勝負にならない。

　既にこちらが格闘戦に唯一の勝機を見いだしているという事は、ネロも気付いている筈はずだ。それでも敢あえてこちらの攻撃を体たい捌さばきでかわし続けているのというのは、明らかに嘲ちよう弄ろうの行為である。

　省吾が引くに引けないのを知っていて弄もてあそんでいるのだ。

（このままじゃ時間の問題だ……）

　既に〈イコノクラスト〉は満まん身しん創そう痍いの状態にあった。

〈アブソリュート〉が散発的に返してくる攻撃によって、既にあちこちが損傷している。姫ひめ巫み女こ達が予備回路や予備装置に切り替えたり、出力配分を再調整してくれているからこそ今も動き続けていられるが、〈イコノクラスト〉と感覚同調している省吾の耳にも自らの身体がぎおおぎおおと不協和音じみた軋きしみを発しているのが聞き取れる様になっていた。鉄パイプを無理矢理にねじ曲げる時に出る、あの咆ほう哮こうじみた音が全身から――特に関節部から途切れる事無く発されているのだ。

　恐らく金属疲労もかなり蓄積されている。

　変形するうちはまだいい。曲がるのも凹へこむのも。だが限界を超えれば〈イコノクラスト〉の鋼鉄の筐きよう体たいそのものが裂け始めるだろう。そうなったら出力調整だの予備回路だのといった誤魔化しなどもう利くまい。

　そして――

「ぅあっ!?」

　視界が縦に揺れる。

　不意に〈イコノクラスト〉が膝ひざを折ったのだ。

　勿もち論ろん、省吾が意識しての動作ではない。膝関節機構で部品の破断か脱落か――とにかく何か不具合が出たのだろう。それは純然たる動作不良の結果だが、省吾にしてみればそれはひどく象徴的な不具合だった。

　まるで〈イコノクラスト〉そのものが力尽きたかの様に思えたからだ。

『申し訳ありません！』

　悲鳴じみたペルテアの声が聞こえてくる。

『右膝関節の二番クラッチが滑って――』

『恐らく作動軸の緩みか歪ゆがみでしょう。出力調整や予備機構では補いきれません』

　セネカがそう告げてくる。

　奇き蹟せき術回路的なものならばともかく……純然たる機械部分、特に比較的原始的な軸だの歯車だのといった部品類は、滅多に壊れたりしない反面で、壊れると他の部分での誤魔化しが利きにくい。

『平衡調整で立ち上がる事は出来ますが、右足はもう死んだとお考えください。いつ関節が破断するか分かりません。申し訳ありません』

（こ……この辺が……本当に限界か……？）

　恐らく他の部分も連鎖的に崩壊を始めるだろう。

　ならば次の一撃が恐らく最後の機会。

　省吾は覚悟を決めて意識を――

「……っ!?」

　巨大な光球が視界に入った。

　否。光球ではない――光に包まれた拳こぶしだ。

　轟ごう々ごうと触れる大気を鳴動させながら聖光に包まれた〈アブソリュート〉の右拳が迫ってくる。極度の緊張で間延びした時間感覚のせいだろう。実際には一瞬の事であったろうが、省吾はその軌道がはっきりと見えた。

　全身の血が引く感覚。

　まずい。本能がそう告げてくる。あれは致命的だと。

（避け――）

『防御術式――』

　ハーチェッタの声すらも何ど処こか遠い。

　省吾に――〈イコノクラスト〉に出来たのはわずかに身を反らす事だけだった。

　炸さく裂れつする衝撃。

　一瞬、感覚の全てがまっ白になった。

　そして――

「――ッ!!」

　感覚同調用の奇蹟術回路から逆流してくる激痛に、絶叫する省吾。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああッ!?」

　今までのものとはまるで比較にならない。

　全身が磨すり潰つぶされる様な感覚だ。意識が何度も『とんだ』。激痛の余りに失神して、だが激痛の故に失神し続ける事も許されずに覚かく醒せいして、また激痛に失神して……そんな事を一瞬の間に何度も繰り返した。恐らく〈イコノクラスト〉という巨大奇蹟機関全体に過負荷が――物理的にも奇蹟術的にも――掛かった結果なのだろう。

　意識が瞬間的ながら何度も途切れた。

　どんな攻撃だったのか省吾には詳細を知る事は出来なかったが――恐らく激痛が続いたのはほんの短い時間だったろう。

　しかし――

「………………」

　気が付けば省吾は自分が――〈イコノクラスト〉が倒れているのだという事を自覚した。

　ざらざらと雑音信号ノイズ混じりに視覚が回復し、目の前の地面の上に無数の黒いものが散らばっているのが見える。それが〈イコノクラスト〉の装甲や部品であるのだと気付くのに省吾は数秒を要した。

（……た……立たないと……）

　反射的にそう考える。

　彼の意識に反応し、ぎぃぎぃと全身の構造を軋きしませて〈イコノクラスト〉が痙けい攣れんするが――そこまでだ。既に全身を統合制御して立ち上がるという、単純な動作すら出来なくなっている。

（次の……攻撃が……来たらもう……）

　間違いなく死ぬ。

　終わる。

　だが――

「…………」

　何かが触れる感覚がした。

　次の瞬間――世界の向きが変わった。

　いや。違う。〈イコノクラスト〉が直立した――させられた。頭を鷲わし掴づかみにした〈アブソリュート〉によって吊り下げられたのだ。

（……？）

　朦もう朧ろうとしながらも疑問を覚える省吾。

　てっきりとどめの一撃が来ると思っていたからだ。

　だが相手は未まだ終わりにする積もりは無かったらしい。

『――ショウゴ・カシバ』

　ふと通信回線を通じて声が彼を呼んだ。

　だがそれは聴き慣れた姫ひめ巫み女こ達のものではない。

　微妙に交じる雑音は、本来、強い指向性で以もつて閉鎖された通信回線へと強制的に割り込んだ結果なのだろう。

『聞こえるかい。ショウゴ・カシバ』

　ねっとりと絡む様な声が彼の名を呼ぶ。

　一瞬……誰だれの声なのか分からなかった。

　省吾が直接その声の主と顔を合わせていた時間はそう長くない。ましてそうした場には他にも発言者が居て――バルドやパルマスやタイロイドだ――発言数の多い彼等の声の印象の方がずっと強かったからだ。

（そうか……ネロ・オトルチ……）

　理解はしたが激痛の影響で未まだ省吾はろくに声が出せない。

　そんな状態をどう判断したのか――ふとネロは口調を変えてきた。

『おっと。キミ　ニ　ソロンノコトバ　ハ　ツウジナイ　ノ　ダッタナ』

　思い出した様に日本語を使うネロ。

　神を名乗る者の、そのたどたどしい口調がひどく滑こつ稽けいに聞こえて……省吾は尚なおも全身を這はい回る痛みに激しく消耗しながらも、微苦笑を浮かべた。

『キコエルカ　ショウゴ　カシバ』

「……お気遣い無く」

　省吾は努めて平静を装いながら言葉を紡ぐ――ソロンの言葉で。

「貴方の使い慣れた言葉で結構ですよ。ネロ・オトルチ」



　　　

　予備格納庫での攻防は終了していた。

　攻め込んできたオトルチ家討伐隊は全滅し、それ以降は〈レネゲイド〉側からの動きは無かった。〈アブソリュート〉の起動を阻止できなかった結果、最も早はやオトルチ家討伐などは二の次という状況になったのだろう。

　一応――予備格納庫の鉄扉は再び溶接して籠城態勢を整えてはあるが、〈アブソリュート〉がぶち抜いて出た天井には未だ大きな穴が開いたままだ。もっとも、そこから〈レネゲイド〉の者達が攻め込んできても、床に着くまでに狙ねらい撃ちすれば良いだけなので、あまりオトルチ家関係者達に緊張感は無い。

　むしろ刻々と届けられる〈アブソリュート〉と〈イコノクラスト〉の戦況に、彼等は沸いていた。勿もち論ろん〈アブソリュート〉が圧倒的に優勢である為だ。

　ただ――

「アフィニエ様――傍受に成功致しました！」

　奇き蹟せき術師の一人がそう叫んでくる。

　小型の擬ぎ神しん杖じようを使って〈アブソリュート〉との通信回線を確保しようと悪戦苦闘していたのである。完全独立型――外部支援を必要としない自律型である〈アブソリュート〉には基礎術式段階に組み込まれた通信回線が存在しない。外部から〈アブソリュート〉に通信の為の回路を開く事が出来ないのだ。〈アブソリュート〉側から構築された回路を、外部側で探って接続するしかない。

　ひどく一方的な構造である。

　これは〈アブソリュート〉が外部から余計な干渉を受けない様にする為だ。極論――常に姫ひめ巫み女こ達の回線と繋つなぎっぱなしの〈イコノクラスト〉と同様の構造であった場合、御者の意思とは関係無しに、外部から強制停止命令を送り込んで動きを止める事も出来るからである。

「御苦労。皆にも聞こえる様にして」

　アフィニエは言った。

　その声に――何ど処こか物憂げな響きが覆い被かぶさっている事に、しかし気付いた者は居なかった。誰だれもが圧倒的な強さを見せつける〈アブソリュート〉に注意を向けていたからだ。

　そう。〈アブソリュート〉の勝ちは恐らく揺らぐまい。

　そもそもが勝負になる筈はずも無かったのだ。

『聖遺物』を失った〈イコノクラスト〉など、恐れるに値しない。そして〈イコノクラスト〉がその絶対性を失った今、省吾もまた英雄たる能力を根ね刮こそぎ奪われたと言っても過言ではないのだ。

　今の彼は異世界から召喚されたというだけの――ただの少年だ。

　恐らく省吾はネロに殺される。

　それもかなりおぞましい形でだ。

　何しろ――

「…………」

　短く小さくアフィニエは溜ため息いきをつく。

〈アブソリュート〉は順調に稼働している。

　負ける要素は今のところ全く見られない。

〈イコノクラスト〉に勝利した暁には〈レネゲイド〉どころか、このソロンという世界の覇権をネロ・オトルチが握る事になる。それはつまり彼の下でオトルチ家やそれに組みする者達もまた、支配階層に属する勝利者として大衆の上に君臨する事になる。

　今まで『代行者パニツシヤー』の存在が在った為に、ソロンには統一政府というものが成立する余地が無かった。人類生息圏はこの大地に点々と散在するだけで、交易路と通信技術がそれらを細々と繋いでいただけだ。何度もより大きな統治機構を造ろうとする動きは在ったが、それらは全て『代行者』の暴虐の前に潰ついえてきた。

　だが今は違う。

　神の死後――このソロンに絶えていた統一王朝の再現がなされる。

　その際に集中するであろう財力と権力は、恐らく誰もが見た事も無い規模のものになるだろう。栄えい耀よう栄えい華がの極みを享受する日は、もうそこまで来ているのだ。

　なのに……気分が高揚しない。

　アフィニエは唇を噛かむ。

　何ど処こかで何かを間違ってしまったかの様な――何か居心地の悪さを感じる。居ても立ってもいられない様な焦燥感を覚えつつも、その正体が見極められない。

　喜ぶべきなのだ。他の者達と一緒に。

　これはオトルチ家の悲願だったのだから。

　姫ひめ巫み女こに志願した時から、それは変わらぬ目的だったのだから。

　しかし――

「…………………ショウゴ様」

　今更そんな名を呟つぶやく自分に――アフィニエはむしろ驚いた。



　　　

『――ショウゴ・カシバ』

　ソロンの言葉に戻してネロ・オトルチは悠々と語り始めた。

『正直に告白しよう。私はある意味で君に嫉しつ妬としていたよ』

　どうやら即座にとどめを刺す積もりは無いらしい。

　だが勿もち論ろん〈アブソリュート〉は〈イコノクラスト〉の頭部を掴つかんで持ち上げたままの状態である。感覚同調が依然として続いている省吾としては、己の顔を鷲わし掴づかみにして吊り下げられている痛みに耐えねばならない訳だが――脳内麻薬の作用か、あるいは姫巫女達が同調率を調整したのか、とりあえず無理なく思考出来る程度には痛みは和らいでいた。

　はっきり言って今の〈アブソリュート〉は隙すきだらけだ。

　同じ体格の〈アブソリュート〉が〈イコノクラスト〉の頭を掴んでいるという事は、即ち〈イコノクラスト〉の腕も同じだけ〈アブソリュート〉に届くという事である。そして展開した〈誅ちゆう神しんの刃〉の長さの分だけ、〈イコノクラスト〉の間合いの方が大きい事を考えれば、今こそ〈アブソリュート〉の御者席に必殺の一撃を突き込む好機なのだ。

　だが……それが出来ない。

　既に〈イコノクラスト〉は右手を挙げて突き出すという行為そのものすら難しくなっている。全く動かない訳ではないが、速やかな攻撃などとても無理だろう。まさかのろのろと腕を動かすのを〈アブソリュート〉が黙って見ている筈はずも無い。

　そうした事を全てネロが見越しているからこその、この体勢であった。

「――嫉妬？」

　仕方なく省吾はネロのお喋しやべりに応じる。

『『代行者パニツシヤー』を殲せん滅めつさせ、『神』の呪のろいを解いた……否、『神』と『世界』を同時に救ったと言うべきか。とにかくその瞬間、〈イコノクラスト〉はソロンという世界の象徴となった。そして『英雄』である君は、『救世主』である君は、君――ショウゴ・カシバは、神の座に手を掛けたのだ』

「それがどうした」

　省吾は吐き捨てる様に言った。

「それが――そんな事がそんなにあんたは羨うらやましいのか？」

『羨ましいとも。途方もなく羨ましかったよ』

　ねっとりした声でネロは言った。

「…………」

　一瞬ながら省吾は言葉に詰まる。

　ネロもあの『神の記憶』を見た筈はずだ。

　あの『神』が全能を誇りながらも孤独であった過去を知っている筈だ。そしてそれが故に起きた永い永い悲劇の事を理解している筈なのだ。

　なのに……

「あれを見てもあんたは未まだそう言うのか」

『あれ？　ああ、あの旧ふるい『神』の記憶かい？　勿もち論ろん――あれは非常に参考になった』

　ネロは楽しそうに言った。

『私はもっと注意深く徹底的に『神』になろう』



    

  
    
      



    

  
    
      「……なんだって？」

『『神』が死んだのは奴の不注意からだ』

　ネロは楽しげに言った。

『奴は支配者としてはあまりに怠慢だったと言わざるを得ないね。支配対象をよく躾しつけて反抗を許さない体制を造り上げるのは基本中の基本だよ』

　まるでちょっとした料理や作文の失敗を指摘するかの様な口調である。悲壮感も緊迫感もそこには無い。ネロにとってはあの『神の真実』もその程度の事でしかないのだろう。

　同じものを見て、同じものを聞いても、得られるものは同じとは限らない。

　事象は唯一でも、人は人の数だけ真実を見る。

　それは省吾にも分かる。

　分かるが――

「あんたは……」

　あれを見てその程度の教訓しか得られなかったのか。

「あんたは『神』の寂しさも、虚むなしさも、悲しみも、辛つらさも、何も――」

『ショウゴ・カシバ』

　呆あきれた様な笑みを含んだ口調で、ネロは省吾の言葉を遮った。

『おかしな事を言うね、君は』

「…………」

『そもそも寂しさや虚しさなど感じている時点で神としては不完全なのだよ。神とは唯一絶対の存在だ。至高のものであり無二のものだからこそ絶対者として頂点に立つ。いいかい？　並ぶ者が無いからこそだ。敵も邪魔者も居ない虚無の地平こそが、神の座に相応ふさわしいのだよ？』

「そんな場所にあんたは座りたいってのか？」

『勿もち論ろんだとも』

　ネロは言った。

『そもそも何故、仲間だの家族だの恋人だの友人だの……そんなものを人間は欲しがると思うね？　それは肉体的に脆ぜい弱じやくな人間が、集団生活を営む事で、自らの生存率を高めているからだ。自分達のそんな生存戦略を心理面から肯定し、円滑に実行する為のものだ』

　そう語るネロの口調には恍こう惚こつの響きすら在る。

　ずっと己の中に溜ため込んでいたその考えを……己の中で繰り返し唱えてきたその価値観を、誰だれに憚はばかる事無く解放するその快楽に、彼は酔っているのだろう。いわばそれは精神的な射精だ。気持ち良くない筈はずがない。

　だが――

『しかしそれは人間であるが故の限界と言って良い』

　ネロは傲ごう然ぜんとそう宣した。

『唯一絶対の存在たる神にそんなものは必要が無い。その意味で旧ふるいあの『神』は神の不良品だったと言わざるを得ないね』

「…………」

　省吾は背中を冷たいものが這はうのを感じた。

　この男は――

『私は神になる資格が在る。私は孤独など感じない。悲哀を感じない。心の苦痛を覚えない。生まれて以来そんなものに悩まされた記憶が無い。それは私が絶対神になるべく定められた証拠と言えるだろう』

「…………」

　省吾はあの、ネロの顔にいつも張り付いていた微笑の正体を知った様な気がした。

　原因は分からない。だがネロは恐らく精神的な痛みを感じない。たとえ感じても非常にその感覚が薄いのだろう。

　精神的な無痛症だ。

　いや――あるいは精神だけでなく肉体も同じなのかもしれない。

　何にしても、だから孤独である事の危機感、悲嘆を感じる事から来る自己保存の意識が非常に乏しいのだ。

　その一方で……権謀術数渦巻く〈レネゲイド〉の中でオトルチ家の長として生まれた彼は、当然に権力志向を植え付けられて育つ。そして権力を手にする快感を――それによって他者を支配する快楽を実際に知っている。それは自尊心の肥大化を招き、他者との平等意識を育むのを阻害する。何しろ苦痛という抑圧が存在しないのだから、当然にそれは際限なく肥大化していくのだ。

　ここでネロが愚鈍な人間であったなら、早々に自滅していた事だろう。

　だが幸か不幸か彼は相当に頭が良かった様だ。その結果として彼は自分の内面を隠し、冷静に周囲との力の差を見極めながら、機を窺うかがい策を練るという狡こう猾かつさを身に着けた。

　しかし……それは。

「狂ってる」

　省吾は呟つぶやく様に言った。

　それは人間としては異常極まりない。人間たる精神性の放棄こそが神たる資格だと言うのならば、確かにネロは神の座に手を掛けてしかるべき人物であったろう。この世界の創造主たる『神』よりも余程に絶対者らしいとも言える。

　しかし……

「その理屈でいけば、あんたの世界には人間なんか要らない」

　ただ神が一人いればいい。

　それで全て完結する。

　勿もち論ろん……省吾はネロの思考の穴を突いた積もりでそれを口にしたのだ。

　しかし返ってきたのは動揺でも激げつ昂こうでもなく、至極当然といった口調の台詞せりふだった。

『そうだね。別に要らないね』

「…………」

　省吾の脳裏に、恐ろしく荒涼とした風景が描き出される。

　街も村も無い無辺の大地。人たる存在の全て絶えた世界にただ一体――飄ひよう然ぜんと立つ巨大な鋼鉄の神。人々の笑い合う声も、喜びの歌も、怒りや悲しみの呻うめきすらも無く、まるで終末の風景の如ごとくただ荒野だけが延々と広がっている景色。

　あるいはそれはネロの心の中そのものなのかもしれない。

「……あんたは……自分の仲間も……アフィニエも…………」

『別に要らない。私は私で完結しているのだから』

　平然とネロはそう斬って捨てた。

『ショウゴ・カシバ――君なら分かってくれると思ったのだけどね』

　とネロは言った。

『〈イコノクラスト〉に乗ってこの全能感を――神たる愉悦を知っている君ならば。これが在れば他に何も要らない。そう思わないかい？　私はだからこそ君に嫉しつ妬としていたんだよ。この地上で最高の悦楽を手にした君をね』

「…………」

『妹のアフィニエが君を籠ろう絡らくできなかったのも仕方のない話さ。こんなものを知っていれば女も酒も薬も全く意味を成さない。人間がいかに未完成の生き物であるのか、私は今こそ本当に思い知ったよ』

「『神』が完成形だと？」

『その通り』

　得意げにネロは肯定する。

「あんたはそんな狂った理想の為に……どれだけの人間を……」

『それは〈レネゲイド〉の連中の事かな？　それとも『血族』の連中の事かな？　ちなみに後者だったとすれば、君の怒りは見当違いも甚だしい。私は『血族』の連中の願いを叶かなえてやったのだよ？』

　愉快そうにネロは言う。

『彼等の悲願は新たな『神』を生み出す事だったのだから。その為に生きて、その為に死ぬ者達だよ。異論など在ろう筈はずも無い。若干彼等の想像していたのとは違う神様になってしまったけれどね、むしろ早々に最終目標を実現できたんだ、感謝して欲しい位だよ』

「…………」

　省吾は悪寒すら覚えた。

　駄目だ。まるで話が通じない。噛かみ合っている筈はずなのに共感などまるで感じない。同じ言葉で喋しやべっている筈なのにネロ・オトルチという存在は、動物よりも昆虫よりも遠い存在に思えた。

『そうそう。ショウゴ・カシバ。君には死んで貰もらう事になる訳だが――心配は要らない。君の身体はきちんと有効利用してあげるよ』

「……なんだって？」

『君が広義の『血族』である事は知っている。という事は君もこの〈アブソリュート〉の血肉に加わる資格が在るという事だ』

　まるで身分無き庶民に貴族の叙勲をする王の如ごとき口調でネロは言った。

『勿もち論ろん、君の従姉妹いとこも、君の連れてきた『血族』の少女もきちんと有効利用するよ。貴重な資源を遊ばせておく程、私は神たる事に怠慢ではないからね。ふふ。ふ。ふふふふ。ふふふふふふ。うふふふふふふふふふふふふふふふ――』

　堪こらえきれないといった様子で笑うネロ・オトルチ。

　その感情に呼応するかの如く〈アブソリュート〉の放つ聖光の量がじわりと増える。

　否――その光に偏りが生じる。

　まるで人体の血管が浮き出るかの様に、聖光の濃淡が赤黒い鋼鉄の筐きよう体たいに複雑な模様を描き出す。あるいはそれは〈アブソリュート〉の部品として解体された『血族』の血肉が鋼鉄の肉体の中を循環する様子であるのかもしれない。

『さて――そろそろ良いかな』

　呟つぶやく様にネロが言う。

『ではショウゴ・カシバ。待たせたね――神権交替の時間だよ』

　猫ねこ撫なで声ごえで為なされる、嬲なぶるかの様な宣言。

　それに被かぶさる様にして――省吾の絶叫が響き渡った。



　　　

『ではショウゴ・カシバ。待たせたね――神権交替の時間だよ』

　通信回線からはネロの楽しげな声が漏れ落ちてくる。

　オトルチ家の者達が通信を傍受している可能性を知らぬ訳でもあるまいに――彼は誰だれ憚はばかる事なく言い切った。

『そうだね。別に要らないね』

『別に要らない。私は私で完結しているのだから』

　仲間も。友人も。家族も。

　全て必要無いと言い切ってのけた。

　それは即ち、今の今まで彼を支えてきた者達を『捨すて駒ごま』として『用済み』の烙らく印いんを押す事に他ならない。事実――完全独立型の〈アブソリュート〉は何ら外部支援を必要としない。また奇き蹟せき術による自動修復術式を搭載している為、小さな破損や摩耗ならば、自ら部品を物質的に再構成し『新陳代謝』する事さえ出来る。

　そう。〈アブソリュート〉の頭脳に収まったネロは、文字通り自己完結型の神として完成してしまったのだ。

　故に――

「ひ……姫様…………」

　予備格納庫の中では、呆ぼう然ぜんたる表情で凍り付く者達が群れを成していた。

　つい先程まで――彼等は自分達に訪れるべき栄えい耀よう栄えい華がを信じて疑わなかったのだろう。彼等にとってネロの勝利は自分達の勝利と同義であった筈はずなのだ。だからこそ〈レネゲイド〉を裏切ってオトルチ家の反乱に荷担したのである。

　だが既に彼等をネロは必要としていない。

　誰だれも要らないと彼は言った。

　妹のアフィニエでさえも――

「…………」

　アフィニエの顔が白い。

　血の気を失ったその顔に、表情らしい表情は無かった。

　当然ではあるだろう。

　兄の為に全てを捧ささげてきた。文字通りに身も心も――何もかもだ。兄の野望の為に必要だと言われたから、省吾の元に姫ひめ巫み女ことして嫁いだ。自分には世界を変える力は無い。この理不尽で不条理な世界に異を唱えるだけの力は無い。だからこそその力を持つ者の為に尽くす事で、彼女は自分の上にのしかかる諸々の運命に抗あらがおうとしたのだ。

　兄に言われる通りに身体を開いた。

　兄に言われる通りに他人を殺した。

　兄に言われる通りに仲間を騙だました。

　兄に言われる通りに――……………………

「わ……我々は……一体今まで……何の為に……」

　作業員の一人が縋すがる様な眼で彼女を見つめて問うてくる。

　だが勿もち論ろん――アフィニエに答えるべき言葉は無い。それは誰よりも先まず彼女が問いたい疑問であったろうからだ。同時にそれに納得のいく答えが無いのだという事も、彼女は誰よりもはっきりと知ってはいたが。

　裏切る者はいつか裏切られる。

　当たり前の事だ。

「あれは……違う……若様の本心ではない……そうですよね？」

　別の作業員がそんな事を言ってくる。

　だがこれにもアフィニエは応こたえてやる言葉を持たなかった。

　分かっている。

　あれは間違いなくネロの本心だろう。

　凡庸な奴等と違う。普通の連中と違う。そう思うからこそアフィニエは兄に自分の野望を――夢を託した。この人なら何かしてくれるのだと。それはだが同時に凡庸な人間、普通の人間とはまるで異質、文字通りに異常であるという事なのだと、彼女は理解していなかった。

　だから改めてアフィニエは思う。

　あれは――いかにもネロならば言いそうな台詞せりふだと。普通の人間なら決して口に出来まいが、あの兄ならば本心からそれを言ってのけるだろうと。そんな異常な結論に達する事も在り得ない事ではないと。

　そして――

『がああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁッ!!』

「……！」

　咆ほう哮こうじみた悲鳴がアフィニエを我に返らせる。

　省吾だ。彼が叫んでいる。

　ネロによる『神権交替』が始まったのだろう。

「ショウゴ様――」

　アフィニエは……ただ許しを乞うかの様にその名を呼んだ。



　　　

「ショウゴ様!!　ショウゴ様!?」

　ペルテアは必死の声で叫ぶ。

　だが長々とした悲鳴――というより精神が砕け散る際の破壊音と言った方が印象は正しく伝わるだろう――を発した後は省吾の声が全く聞こえてこない。〈イコノクラスト〉と接続された通信回線は沈黙を守ったままだった。

　ただ回線維持の為の奇き蹟せき機関が壊れた程度ならば、まだ良い。

　だが――

「ショウゴ様！」

　呼び掛けるペルテアの眼には凄せい惨さんな光景が映っていた。

〈アブソリュート〉の右腕は変わらず〈イコノクラスト〉の頭部を掴つかんで、半ば吊り下げたままの状態である。一応〈イコノクラスト〉の両足は地面に届いてはいるが――関節部はだらしなく伸びきっていて、地面を踏み締め、自らを支えている様子は無い。

　そして〈アブソリュート〉の左腕。

　それは今――〈イコノクラスト〉の右腕を異様な角度に捻ひねっていた。

　人間で言えば、間違いなく骨が折れている状態だ。〈イコノクラスト〉は人間と同様の関節部を持つが……人間の関節技と同様、無茶な外力を加えられれば、当然に破砕されてしまう。そしてその痛みは感覚同調している省吾に流し込まれる事になる。

　恐らく省吾は無理矢理骨を折られる苦痛を味わった事だろう。

　だが――

「…………！」

　水晶盤越しに見る光景にペルテアは慄りつ然ぜんとした。

〈アブソリュート〉が捻っていた〈イコノクラスト〉の腕を戻した。戻して今度は反対方向へと捻っていく。先の関節破壊で生じた破片がばらばらとこぼれ落ち、そして関節部に噛かみ合って、更に破壊を広げていく――

　違う。これは関節技の類たぐいなどではない。

　武芸に秀でたペルテアだからこそ咄とつ嗟さにそれが理解出来た。

　ネロが何を考えているのかも。

「感覚同調回路、即時切断！　ハーチェッタ――早くっ！　早くッ!!　こっちの回路からじゃ反応しないの！」

『で、でもそんな事をしたら――』

　突然のペルテアの指示に、ハーチェッタが戸惑う。

　彼女が躊ちゆう躇ちよするのも当然ではある。感覚同調回路の強制切断は、つまり〈イコノクラスト〉と文字通りに一体化しその一部となっている省吾を、切り離すという事だ。人間に喩たとえればいきなり首を落とすに等しい。正規の手順を踏んで順次同調を解いていくのならばともかく、瞬間的に行われるその強引な処置の結果、省吾の神経に回復不能な損害を与える可能性すら在った。

　だがそんな事を気にしている場合ではない。

　何故なら――

「ネロ・オトルチは右腕をねじ切る積もりなのよ！」

　悲鳴じみた声でそう叫ぶペルテア。

　彼女の言葉を証する様に、〈アブソリュート〉は更に何度も無理な角度への折り曲げを繰り返している。尚なおもばらばらと大量の破片を撒まき散らしながら、〈イコノクラスト〉はだらりと下げた腕を――

『こちらで出来るわ。強制切断五秒前。四。三。二。一。切断』

　セネカが告げる。

　同時にペルテアの脇わきで動いていた自動書記装置が吐き出す記録紙にも、同調率が一気に下がった事を示す数値が記載されていた。

　だが間に合ったのかどうか。

「…………」

　ペルテアは息を呑のむ。

〈イコノクラスト〉の右腕が――肘ひじから先が無くなっていた。

　力無く垂れ下がった腕の破断面からは、無数のワイヤーやチューブ、あるいは壊れた装置類が見えている。人間を模した構造をしているだけに、純然たる機械装置である筈はずのその『傷口』は、妙に生々しい雰囲気を備えていた。

「ショウゴ様――」

「ショウゴ・カシバが、粉砕骨折の痛みや感覚同調の切断でショック死したり、後遺症を生じた可能性は低いわ」

　ペルテアの背後でアンジェリットが小憎らしい程、落ち着いた口調で告げてきた。

「元々ショウゴ・カシバと〈イコノクラスト〉の同調率は低かったのだから、痛みもそれに比して鈍いものになる。ただ、同調を切ってしまったのは失策だったかもね」

「貴女は――」

　他人事の様なアンジェリットの声に、思わず怒りの表情で振り返るペルテア。

　だがその後頭部にセネカの声が触れた。

『そうね。再接続にどれだけかかるか。充分な『聖体』が在ればともかく……』

「……！」

　無論……元々〈イコノクラスト〉は満まん身しん創そう痍いであった。

　だがそれでも未まだ動けたのだ。

　だが……これで省吾が生きていても、意識が在っても、〈イコノクラスト〉を動かす事は出来ない。今の〈イコノクラスト〉は文字通りに巨大なだけの人形だ。

　どう料理しようがネロの思うがままという事である。

〈アブソリュート〉は〈イコノクラスト〉のもいだ右腕を無造作に放り棄すてた。

　爆音じみた音を立てて、鋼鉄の右腕が樹海に沈む。

　更に〈アブソリュート〉は〈イコノクラスト〉の様子を窺うかがうかの様に頭部を掴つかんだまま右へ左へと揺する。だが黒い擬神機は糸の切れた操り人形のごとく力無く、されるがままになっていた。

　なんだつまらない――そんなネロの台詞せりふが聞こえてきそうな動作で〈アブソリュート〉は〈イコノクラスト〉の頭部を放す。かつてソロン最強を誇っていた人型最終兵器は、轟ごう音おんと共に両膝ひざをつき、更に上体を傾けて……横倒しになった。

　地鳴りがペルテア達の所にまで届く。

　水晶盤に映る〈イコノクラスト〉はもうぴくりとも動かない。

　その様子はまさしく屍しかばねだ。

「ショウゴ様――逃げてください、ショウゴ様!!」

　ペルテアが叫ぶ。

　もう世界がどうの、英雄がどうのと言っている場合ではない。ネロは間違いなく省吾を殺す。このままでは〈アブソリュート〉は〈イコノクラスト〉の首元に手を掛けて装甲板を引き剥はがし、省吾をその鋼鉄の巨腕で引きずり出すだろう。

　省吾が虫の様に握り潰つぶされる光景を想像してペルテアは震えた。

「ショウゴ様！」

　更に呼び掛けるペルテア。

　だが省吾からの返事は無かった。



　　　

　激痛が右の腕を駆け上った。

　折られたのだ。それも叩たたき折られたのではない。へし折られたのだ。

　勿もち論ろん――実際に折られたのは省吾自身の腕ではない。

　だが感覚同調をしている以上は同じ事である。今の省吾は〈イコノクラスト〉という身体の頭脳だ。身体を自由自在に操れる代償として、機体の破損の感覚が激痛として遡そ及きゆうしてくるのも当然の事であった。

「ぐっ……くっ…………」

　歯を噛かみ締めて苦痛に耐える省吾。

　大抵の痛みは我慢していれば小さくなるものだが――痛みを和らげる脳内麻薬が分泌される為だ――〈アブソリュート〉は、へし折った腕を更に反対方向へと折り曲げてくるので〈イコノクラスト〉の破損箇所は広がり、その度に新たな激痛が上塗りされる。

　そして――

「…………ッ!?」

　腕を折られるのとはまた別の鋭い痛みが、省吾の全身を駆け巡る。

　省吾はまるで電気椅子で処刑された囚人の如ごとく、御者席の上でその身をびくんと硬直させ――しかし次の瞬間には脱力していた。

　突如として彼の神経を苛さいなんでいた痛みが消えたのだ。

（……感覚同調……強制切断……）

　どうやら姫ひめ巫み女こ達が見かねて〈イコノクラスト〉と省吾の感覚同調を解いたらしい。情けないと思いつつも省吾は彼女等に感謝した。ネロは恐らく〈イコノクラスト〉の腕をねじ切る積もりだった。このまま感覚を接続されていれば、省吾は腕をもがれる苦痛を――筋肉繊維を、血管を、神経繊維を、無理矢理に引き裂かれる痛みを感じて、更にのたうっていた事だろう。同調率が高ければ、ショック死するか――あるいは、精神に異常をきたしていたかもしれなかった。

　ただ……

「はぁっ……はぁっ……」

　省吾は相変わらず薄暗い御者室の中で荒い息を吐く。

　既に彼の視覚も嗅きゆう覚かくも〈イコノクラスト〉のそれとは繋つながっていない。今の省吾は外で何が起きているのかも分からない状態だ。腕をもがれようが脚をもがれようが、抵抗する事さえ出来ない。

「…………」

　不意の――衝撃。

　そして重力の方向が変化する。

　御者席に安全帯で縛り付けられたまま、省吾は〈イコノクラスト〉が倒れるのと同じく横倒しになった。

（くそっ……）

　倒れれば益ます々ますネロの思う壺だ。

　だが感覚同調が切られた今、省吾に〈イコノクラスト〉を操作する方法は無い。それは今や鋼鉄の棺桶となって彼を閉じ込めていた。これでは逃げる事さえ出来ない。

　恐らく次でネロはとどめを刺しに来る。

　それは五秒後か。それとも十秒後か。三十秒後か。

　何にしてもすぐだろう。

「…………」

　聖光すら途切れがちな薄うす闇やみの中で……ふと省吾は思い出す。

　絶望と。暗闇と。その中に漂う漂流者。

　このソロンを造った創造主の事を。

　あの〈イコノクラスト〉の中の『神』が感覚同調の度に省吾に話し掛けてきたのも――今は何故かひどく懐かしい。

「人間の世界……か」

　呟つぶやいてみても、それはひどく中身の無い薄っぺらな響きに思えた。

　勿もち論ろん――『神』の声はもう聞こえない。彼はこの鋼鉄の棺の中から去った。完全に消滅したのか、それとも存在の形が変わって省吾達には認識出来なくなっただけか、それは分からない。だから語り掛けても、それが無意味な独り言なのかどうかも分からない。

　ただ――

「神が居なくなれば別の者が神として立とうとする。結局……人間の世界って奴は神無しには回らない様に出来てんのかもな……」

　自じ嘲ちよう的に呟く省吾。

　死したる神の呪のろいは解かれたが――今度は人間自身の手で『独裁』という新たな呪いを世界に掛けようとしている。あるいはネロが居なくても代わりに何い時つか誰だれかが同じ事を望み同じ事を企たくらむかもしれない。いや。そうした者は必ず出てくるだろう。

　まるで摂理の様に。

　そこに神の座という空席が在る限り――

「どうすりゃ……良かったんだ……？」

　勿もち論ろん、問うても答えは返らない。

　そして――



　――ッ!!



　これまでとは比較にならぬ程の強烈な轟ごう音おんと衝撃が〈イコノクラスト〉を襲う。

　恐らくは〈アブソリュート〉によるとどめの一打。

「…………」

　全身を揺さぶる苦痛に省吾は短く呻うめいて――気を失った。



　　　

〈アブソリュート〉のその姿はまるで祈っているかの様だった。

　地に片膝ひざをつく様にして身を屈かがめ――そして同じく地に拳こぶしを付ける様にして右腕を下に向けている。だがそれは実の所、容赦無い攻撃の姿勢だった。地に伏した〈イコノクラスト〉を上から叩たたき潰つぶすかの様に拳で殴りつけたのだ。

　既に〈イコノクラスト〉は動かない。

　断末魔さえその鋼鉄の黒い巨体は示さなかった。

　胸部の装甲が大きくくぼんで、歪ゆがんだ装甲板と装甲板の隙すき間まから、砂の様に壊れた小さな部品がこぼれ落ちる。人間で言えば、肺と心臓をまとめて叩き潰された様なものだ。

　誰だれがどう見ても致命的である。

　ただ――

「……ふむ？」

〈アブソリュート〉の中でふとネロは顔をしかめた。

「貫く積もりだったのですが」

　彼は〈アブソリュート〉の拳こぶしで〈イコノクラスト〉を串くし刺ざしにする積もりだった。奇き蹟せき術で展開した力場を拳の周りに纏まとって、更に拳を突き込む動作そのものを、奇蹟術によって何倍にも加速する。これで充分に――これ以上無いという位にはっきりとした形で〈イコノクラスト〉に引導を渡せると彼は踏んでいたのだ。

　とはいえ……少々結果は異なったが、勝敗はもう明らかだ。

「さて――ショウゴ・カシバを回収しておきますか」

　呟つぶやいて彼は〈アブソリュート〉の手を〈イコノクラスト〉の首元に掛ける。

　そして……

「……？」

　ふと感覚が揺らぐ。

　起動直後にも感じた――微妙なずれ。

　だがそれは自動調整で完全に消えた筈はずだった。

　なのに――

「……………………………っ…………………………………ぐぎっ!?」

　ネロは歪いびつな悲鳴を漏らした。

　脳の真ん中に奇妙な痛みが膨れあがる。

　まるで突如として生じた腫瘍が高速で成長していくかの様に――違和感はすぐに鈍痛へと変化し、更に数秒後には激痛へと変化していた。異物が少しずつ大きくなって脳細胞を破壊していく様な感覚。異物が成長する度に脳細胞がぷちりぷちりと押し潰つぶされていく。実際には脳には痛覚など無いので、それはあくまでネロが感じる痛みの具象図イメージでしかなかったが。

「ぐ……うぐっ……うぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ………………………！」

　ネロの唇から、悲鳴というよりも軋きしみの様な音が漏れる。

　思考がまとめられない。

　炎に投げ込まれた薄紙の様に、意識のあちらこちらに穴が開き、それらが広がってネロの精神を分断していく。数秒後にはネロはただ痛みにのたうつだけの生き物になっていた。

　ただ――

「…………ぎ」

　閃せん光こうの様に過よぎる虚像。

　何ど処こかで薄い笑みを浮かべている一人の男の姿。

　それは――

「……お……のれ……」

　意味のある言葉をネロが紡げたのは奇き蹟せきに近い。

　じわじわと何かが彼の意識を浸食し、別のものに置き換えていく。

　やがて――

「ぎいいいいいいいいがああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　遂に若き野心家は発狂の叫びを上げた。



　　　

　まるで独房の様な部屋だった。

　窓も無ければ調度品の類たぐいも見あたらない。在るのは通気口と扉のみである。

　しかも壁際から三歩も歩けば、向かいの壁に行き当たってしまう程度の広さしかない。

　照明の類と言えば部屋の隅に置かれたランプが一つだけ。閉所恐怖症の人間ならば卒倒しかねない場所だったが――あるいは省吾であったならば〈イコノクラスト〉の御者室に似ていると感じたかもしれない。

　完全な密室だ。

　外部や他所と繋つながっている部分が殆ほとんど無いのである。物理的な意味でも――そしてその存在を知る者がほぼ皆無だという意味でも。その部屋は『聖せい廟びよう』の最奥に在りながら〈レネゲイド〉の人間でも知っている人間は五人と居ない。部屋の機能維持に必要な人員のみを残して他は――設計者や作業員も含めて――全員殺して口を塞ふさいだからだ。もっともその部屋が何の為のものなのかは、彼等も知らなかっただろう。関係者が全員顔を付き合わせて、手持ちの情報を開示して、ようやく自分達が何を造っていたか分かる――そういう発注の仕方をしたからである。

　全てを統括して知っている人間はただ一人。

　部屋の真ん中で床の上に直接座る男のみである。

　即ち――

「……そこまでで良かろう」

　猛もう禽きん類るいを思わせる眼を細めて男は言った。

「自分以外は何もかも壊してしまえば良い、という発想は幼稚に過ぎる――」

　バルド・コードラン。

　コードラン家の長であり、行方不明になっていた五氏族会議の議長である。

〈レネゲイド〉の最高権力者であるこの男が、こんな密室で何をしているのか。それも言葉を交わすべき相手も居ないままに――まるで壁に向かって会話するかの様に。

　その答えは彼の下に在った。

　うっすらと息づく様にして明滅する複雑な紋様。

　もしこの場に知識の在る者が居れば、それは奇き蹟せき術の回路図であると気付いた事だろう――それもかなり複雑で特異な代物であると。バルドはその回路図に重ねる様にして聖光を誘導し、奇蹟術を行使しているのだ。言ってしまえば……この部屋が一種の奇蹟機関として機能しているのである。

　滅多に使う事など無いが、彼とて奇蹟術師の末まつ裔えいである。簡単な術式位は使えるし――こうして施設的な補助が在れば複雑な術式も扱える。

「〈イコノクラスト〉は予備戦力として使える。予備部品としても使える。完全破壊など意味がない。また『血族』の娘やカリン・テシガワラ、ショウゴ・カシバは交配して子を増やせば更に『聖体』の増産も可能だ。それは支配力の増強に繋つながる」

　バルドはひどく冷めた笑いを浮かべながら言った。

「確かに〈アブソリュート〉はほぼ万能だろう。その出力を以もつて御者の肉体維持を行えば不老不死もあるいは可能かもしれん。文字通りの神だな。だが――神とてわずかな不注意で屠ほふられる。歴史が示す様にな。故に策や案は代替可能なものを複数用意しておかねばならない。不測の事態というものは常に生じ得るからな――この様に」

　バルドの笑みがわずかに深まる。

「そうだろう？　オトルチ卿きよう」

　バルドの足下に置かれた奇蹟術回路。

　それは遠隔地に対する精神操作を可能とするものだった。

　予あらかじめ催眠術の様な方法で対象の脳にも術式を刷り込んでおかねばならないが、それさえ出来れば、後は自由自在に相手の意識を操れる。元となった精神干渉系の奇蹟術はそう特殊なものではない。〈イコノクラスト〉の感覚同調にも使われている技術だ。

　だが〈レネゲイド〉はこれを省吾には用いなかった。

　わざわざ姫ひめ巫み女こを周りに侍はべらせ、英雄として持ち上げ、迂遠とも言うべき方法で省吾の手綱を取ろうとしたのは……異世界人たる省吾には奇蹟術を直接作用させる事は出来ないからだ。そもそも『代行者パニツシヤー』と戦う為に異世界人の英雄を必要としたのも、ソロン人では『代行者』に近付いた途端に奇蹟術で分解されてしまうからだった。

　異世界の物質でその肉体を構成された省吾に、奇蹟術は効かない。

　勿もち論ろん……新陳代謝によってソロンの物質に彼の肉体は入れ替わっていった筈はずだが、それにしても省吾は『代行者』の絶対殺傷圏に入っても平気な状態は続いていた。故に〈レネゲイド〉は彼に対する精神支配を諦あきらめていたのである。

　だが――もし〈イコノクラスト〉を駆るのがソロン人ならば？

　勿論それは精神支配奇蹟術の対象と成り得る。

　それはネロ・オトルチも例外ではなかったという事だ。

　バルドはその為の術式を〈アブソリュート〉の感覚同調回路に仕込ませておいた。それはじわじわと己をネロの脳内に流し込み、一定時間を超えるとそこで自己組織化を開始して完成する。後は起動信号を送れば生きた操り人形の完成だ。

「頭は良いのだろう。だが貴殿は考え方が極端に過ぎる」

　バルドは言った。

　精神支配の奇き蹟せき術を通じて彼の言葉はネロに届いている筈はずだ。もっともネロがそれを理解出来る状態かどうかは甚だ怪しかったが。

「視野が狭い。あるいは単に若すぎたか。何にしても貴殿は少し落ち着いて周りを見るべきであったな。リヴィス社の資金繰りも、五氏族会議における立場も、『血族』との交渉も、〈アブソリュート〉建造の際の機密保持も……上手く行きすぎていると不安に思った事は？　まるで誰だれかが陰ながら手を回している様に感じた事は？」

　勿もち論ろんそれはバルドの仕業だった。

　若いネロ・オトルチを族長として奉るのに、不満や不安を覚える者はオトルチ家内部にも居た。当然の事だ。そうした者達を手懐けるのはバルドにしてみればひどく簡単な作業であった。

　後はそうした者達を使って、ネロの行動に要所要所で手を貸してやるだけで良かった。

　勿論……バルドとて最初からネロの考えの全てを知っていた訳ではない。

　だがバルドにしてみれば、ネロそのものが数在る『手段』の一つに過ぎなかった。問題が生じれば取り除いて別のものにすげ替えれば良い。重要なのはその時期を見誤らない事だけだ。

　だからバルドはネロに注意していた。

　そして反乱を含めた彼の計画を知り――〈レネゲイド〉の整理と再掌握に便利だと判断したのである。元より永い期間存続してきた秘密結社〈レネゲイド〉には組織として様々な弊害が生じていた。膿うみを出し切ってからコードラン家独裁に再編成するには荒療治としてネロの反乱も都合が良かったという事である。非常時にはそれぞれの本性が出るものだ。今回の一件で構成員達の組織や各家への忠誠度を測る事が出来た。

　後は強大な力を『芯しん』として組織を組み立て直すだけだ。

　そしてそれは勿論〈アブソリュート〉である。

　ただしネロの様にその力との一体化をバルドは求めない。

　彼にとって力は道具であり、代替可能な手段の一つに過ぎない。勿論〈アブソリュート〉や〈イコノクラスト〉でさえもだ。故に手綱を握る事が出来るのならば、それで充分だ。むしろ力との一体化など危険ですらある。

　だからこそバルドは自らが〈アブソリュート〉に乗る事にはこだわらない。

　むしろ――

「〈イコノクラスト〉において御者とは、必要不可欠の頭脳であると同時に――所しよ詮せん、制御用部品の一つでしかない。違ったかね？」

　バルドは喉のどの奥で低い笑い声を転がした。



    

  
    
      
第三章　聖光世界





　何ど処こかで誰だれかの声がする。

　淡々と――まるで風や水の音の様に透明な声。



　…………ショウゴサマ…………



　それは深淵に落ちる一滴の光に似ていた。

　闇やみに閉ざされた省しよう吾ごの精神に触れて――波紋を呼び起こす。それは小さな小さな契機きっかけでしかなかったが、立ちこめていた無意識の暗黒は速やかに薄れて、覚かく醒せいの光が広がっていった。



　…………ショウゴサマ…………

　…………ショウゴサマ…………



　飽きる事無く声は続く。

　単なる音の連なりであったそれが、覚かく醒せいと共に省吾の中で意味を持つ。未まだぼんやりと意識の大半は霞かすんだままながら――省吾はようやく、それが自分の名を呼ぶ少女の声なのだと気付いた。

（……メリ……ニ…………？）



　……ショウゴ様……

　……ショウゴ様……



（……違う……？）

　メリニの声ではない。

　そういえばメリニはどうなったのだろう。彼女の事を考えると焦燥感が募る。そう。怪け我がをしたのだ。撃たれて。血が沢山出て。治療はして貰もらったけれども意識が戻らなくて。



　……ショウゴ様……

　……ショウゴ様……



　省吾の混乱を余よ所そに声は続いている。

　メリニの声ではないとしたら――

（……ペルテア？）

　何度も寝所を共にした少女。

　朝――彼女に呼ばれて起こされた事も何度か在った。

　だがこれも違う。ペルテアの声ではない。彼女の声はもっと強くくっきりと響く。小柄な身体に宿した武人の魂を如実に感じさせる、清すが々すがしい声だ。こんなに柔らかで繊細な……何ど処こか浮世離れした声ではない。

　だとすれば――

「ショウゴ様、ショウゴ様――」

　意識がようやく現実の感覚に直結する。

　省吾は瞼まぶたを開いて己を包む状況と対面した。

「…………」

　明るい。

　暗く閉ざされていた筈はずの御者室に光と風が何処からか差し込んでいる。

（……風？）

　そう。確かに頬ほおを撫なでるその感触は――風だ。

　だが勿もち論ろん、『代行者パニツシヤー』の毒瓦ガ斯ス攻撃をも想定した〈イコノクラスト〉の御者室は、基本的に気密性が在る。外から風が吹き込んでくる様な隙すき間まは本来、無い。

　しかし……

（……ああ。そうか）

　瞬まばたきをしながら光の根本を追って視線を巡らせ――そして省吾は気付いた。

　装甲板が歪ゆがんで隙間が出来ている。いや。それを『隙間』と表現すると語弊が生じるだろう。光が漏れ落ちる程度の小さなものではない。人間一人が出入り出来る程の大きな空くう隙げきがそこに生じていた。

　出入り口を覆う分厚い装甲板が、大きく変形していた。

　如い何かに強大な力が〈イコノクラスト〉に加えられたか分かろうというものだ。

　そして――

「……！」

〈アブソリュート〉。

　省吾は自分が戦闘中なのだという事をようやく思い出した。

　改めて見れば、装甲板の隙間から差し込んでくるのは陽の光でも月の光でもない。明らかにそれは聖光だ。倒れたままの体勢では視界に入ってこないが――恐らく〈アブソリュート〉は今も近くに居て、その威力を見せつける様に聖光を放っているのだ。

　だが……

（……俺おれはどうして）

　未まだ生きている？

　そして彼を呼ぶ声は――

「――トリファ？」

　そこでようやく彼は自分の名を呼ぶ声が誰だれのものなのか気付いた。

　まさかこんな状況で彼女の肉声を聞くとは思ってもみなかったので、思い至るのが遅れてしまった。だが何ど処こか茫ぼう洋ようとしたその声音と口調は、間違いなくトリファスキアータのものである。

「ショウゴ様。お気付きになられたでするか？」

　省吾の声が聞こえたのだろう。声がそう尋ねてくる。間違いない。この何処か奇妙な喋しやべり方は『血族』の『園ガーデン』で育ったトリファスキアータ特有のものだ。

　だが……

（何故こんな所にトリファが？）

「ショウゴ様――」

　トリファスキアータが隙間から顔を覗のぞかせる。

　もっとも……盲目である彼女は、省吾の方を微妙に見ていない。眼が見えない故に、その瞳ひとみは何処かひどく遠くに焦点を結んだままである。ただし彼女の二つの耳は音の反響から確実に対象物の位置を捉とらえる。勿もち論ろん、細かい感覚は省吾に分かる筈はずもないが――あるいは鼓動や呼吸の音まで分かるのか、トリファスキアータはとろんとした笑みを浮かべて『御無事でするか』と言った。

「トリファ――どうしてこんな所に？」

「……呼ばれたでする」

　と『血族』の少女は言った。

「『呼ばれた？』　誰だれに？」

「それは――」

　轟ごう音おんがトリファスキアータの言葉を遮った。

　同時に衝撃が御者室を揺るがす。隙すき間まの向こうに見えていたトリファスキアータが姿勢を崩すのを見て省吾は想わず手を差し伸べていた。

「トリファ！」

　穴に落ちる様な感じでトリファスキアータが御者室の中に転がり込んでくる。省吾は両腕を広げて彼女を抱き留めた。

「〈アブソリュート〉か」

　今この場でこれ程の――大地を揺るがす程の力を発揮出来るのはあのネロの擬神機以外に存在しない。相変わらず倒れたままの〈イコノクラスト〉からはその姿を見る事は出来ないが……眩まぶしい程の聖光放射は続いている。



    

  
    
      



    

  
    
      （まずいな）

　と省吾は考える。

　とりあえず咄とつ嗟さにトリファスキアータを御者室に招き入れてしまったが、相変わらずの危機的状況を思えば、彼女には逃げろと指示するべきだった。無論――ネロが見逃してくれるとも思えなかったが。

「――皆に呼ばれましたでする」

　腕の中でトリファスキアータがそんな事を言う。

「え……？」

　間の抜けた声で応じてから、それが先程の会話の続きなのだと省吾は気付いた。

『どうしてこんな所に来たのか』の問いに彼女は答えたのだ。

「皆って――」

「〈長〉とか。兄様とか。姉様とか。皆でする」

　至極当然といった口調でそう応こたえてから……しかし珍しくトリファスキアータは戸惑う様に口調を揺らがせた。

「皆一緒で……誰だれかは分からなくて……でも……皆でする」

　どうも『血族』の呼び声であるという事らしいが、それが誰のものであるのか、個別判断は出来ない様だった。〈長〉――つまりトリファスキアータの母・タエニアータの様でもあり、他の『血族』の様でもあると。彼等の声の特徴が混じり合っているらしい。

「でも『血族』の人達は……」

　ネロの言葉を信じるならば既に全員死亡している。

　またそうでなければ〈アブソリュート〉のあの力は説明がつかない。間違いなく彼等は解体されて〈アブソリュート〉の部品として使われているのだ。

　だとすると……

（幽霊？　いや――待てよ）

　此こ処こはソロンだ。神が実在する世界だ。

　必ずしも省吾の世界の常識が正しいとは限らない。

（そもそも『神』だって残留思念みたいなのが存在していた）

　ならばその血脈を受け継ぐ者達にも、同様の現象は起こるのではないか？

　元より奇き蹟せき術とは神の権能を背に、周囲の物質を自由自在に操るという技術体系だ。いわゆる化石の様に周囲の物質や自らの亡なき骸がらに自分の意思や言葉を――完全ではないとしてもその断片を刷り込んでおく事は可能なのではないか？

（つまり『血族』が――〈アブソリュート〉が彼女を喚よんだのか）

「ショウゴ様？」

　相も変わらずぼんやりとしたその表情の中に省吾への気遣いを滲にじませるトリファスキアータ。彼女を見てふと省吾は疑問を覚えた。

（トリファが『血族』から喚よばれたのなら――どうして〈アブソリュート〉じゃなくて此こ処こへ来る？　いや……そもそも『血族』は何を思ってトリファスキアータを喚ぶ？）

　省吾の身を慮おもんぱかってならばトリファスキアータはそう言うだろう。また未だ『血族』の使命に囚とらわれたままのこの少女が、タエニアータ達の呼びかけよりも、省吾を優先する理由が思い当たらない。

　まさかこの期に及んで、未まだ省吾と性交渉して子種を得ようなどと考えている訳でもあるまい。いくら彼女が世間知らずの姫君でも、此処が戦場であるという程度の事は理解している筈はずだった。

「トリファ……」

「はいでする」

「『血族』の皆はもう――」

　そこまで言ってから省吾は言葉に詰まる。

　彼女は何ど処こまで『死』という概念を理解しているのだろうか。『園ガーデン』では役に立たない――種親や胎として使えない子供達は『土に還かえす』と称して殺していた。そこに罪の意識は無かった様に思う。その前提としての『死』が彼等にとってはひどく軽いものの様に省吾には思えた。

　だが……

（あの時、トリファは泣いてたもんな）

　エシェンを殺したあの時。

　常に緩んだ微笑を浮かべたままで、およそ他の表情を刻む事のない彼女の双そう眸ぼうから、涙がこぼれたのを省吾は見ている。友人という関係を知らなかったトリファスキアータにとって、エシェンとは唯一にして無二の存在であったのだろう。それが欺ぎ瞞まんに満ちた一方的なものであったとしても――だ。

　だから彼女は泣いた。悲しいという感情は彼女の中にも確かに在る。

　だからこそ……

『君の仲間はもう皆死んじゃった』と告げるのは躊躇ためらわれた。

　告げれば仲間達の死の理由にも言及せねばならない。『聖体』たる一族。その特異性故に『聖遺物』の代わりに皆殺しにされて〈アブソリュート〉の部品にされ――

「……待てよ」

「はい。待ちまする」

　思わず口から零こぼれた呟つぶやきを勘違いしたトリファスキアータが、律儀にそんな事を言ってくるが――省吾の意識は急速に一つの考えをまとめようとしていた。

『血族』

『聖体』

『〈アブソリュート〉』

『〈イコノクラスト〉』

『同型機』

『別たれた末まつ裔えい』

　…………

（そうだ――忙しくてろくに試してなかったけど、俺おれも広義では『血族』だって）

『血族』の長タエニアータがそう言っていた。

　ならば省吾の身体もまた『聖体』であると言えないか。

　そもそも『神』との遺伝子的な相似性が高いからこそ世界と世界の壁を越えて、省吾はこのソロンに喚よび出されたのだ。召喚術式は――これは〈レネゲイド〉の者達すらきちんと理解していなかった様だが――ある種の『共鳴』を頼りに被召喚者をソロンに引きずり込む。だからこそ『血族』は省吾にトリファスキアータと子を成す様に迫ったのだ。

　つまり――

（前に言われた事もあったっけ）

　省吾はふと思い出す。

（俺は『血が濃い』んだって）

　それを言ったのは同じく救世主として召喚されたレオンだ。

　レオンに比しても特に省吾の『血が濃い』のだとすれば――

（もし……『神』に対してどれだけ遺伝子的近いかが、『聖体』の出力に正比例するとしたら……？）

　省吾とトリファスキアータの組み合わせはかなり高出力の『聖体』という事にならないだろうか？　わざわざ省吾に彼女を〈長〉があてがったのは、彼女もまた『血が濃い』からに他ならない。

　もっとも……それでどれだけ補えるか正確な数字は分からない。

『血族』数百人分の出力に省吾とトリファスキアータの二人で抗あらがおうというのだ。恐らくどれだけ二人が『聖体』として優秀でも〈イコノクラスト〉の出力が〈アブソリュート〉を凌りよう駕がする事はあるまい。

　だが……それでも。

　今までよりは遙はるかに戦いやすくなるのではないか？

　むしろネロは『勝った』と油断している筈はずだ。そこに倒れる前よりも遙かに大きな出力で攻撃を仕掛けてやれば、あるいは――

「――！」

　再び轟ごう音おんと衝撃が走る。

　そう――もう一刻の猶予も無い。いつ〈アブソリュート〉の攻撃が〈イコノクラスト〉に降り注ぐかも分からないのだ。省吾はトリファスキアータの頬ほおに手を添えて言った。

「トリファ――頼みがある」

「はいでする」

　内容を聞きもしないで『血族』の少女は頷うなずく。

「ショウゴ様のお願いならば何でも」

「力を貸してくれ。いや――その前に。トリファはこの〈イコノクラスト〉がどんな風に感じられる？」

　以前より彼女はこの〈イコノクラスト〉の稼働を、かなり子細に捉とらえていた節が在る。

　それは単に作動音から大まかな動きを悟っているだけの事かとも思っていたのだが――『血族』に喚よばれたという事が事実なら、彼女は奇き蹟せき術そのものの力の流れをも、何らかの感覚で把握している可能性が高い。

「大きな大きな人の形の虚うつろに、御神の力が巡っているです。今は――とてもとても弱いでするが」

　とトリファスキアータは言った。

　間違いない。やはり彼女は奇蹟術の力の流れを把握している。元々言葉が曖あい昧まいな少女なので、どれだけ精密に理解しているかは分からないが、彼女自身も奇蹟術を操れる以上、基本的な知識は問題無い筈はずだ。

　後は――それをこの〈イコノクラスト〉にどれだけ応用できるかである。

「俺おれや君の中に在るその『御神の力』を〈イコノクラスト〉に巡らせる事は出来る？」

「…………」

　一瞬、トリファスキアータは意味が分からないといった様子で首を傾かしげたが、すぐに気を取り直した様に頷いて言った。

「やって……みまする」



　　　

〈アブソリュート〉は悶もん絶ぜつしていた。

　その赤黒い巨体を震わせて――聖光を放出しながら、無意味な動作を繰り返す。まるで子供が地団駄を踏むのにも似て、その姿はひどく無様だった。新たな神を宣した時の威厳などまるで無い。

　それはつまり……ネロ・オトルチの意思がもうそこに働いていない事の証あかしでもあった。

　暴れる〈アブソリュート〉が轟音と衝撃を撒まき散らす。

　しかも――どういう理屈か血管の様なものが、その鋼鉄の装甲の上に浮き上がっている。あるいはそれは異常活性した『聖体』なのかもしれない。循環する『血族』の血肉が膨張し、〈アブソリュート〉の内部から弾はじけようとしているのかもしれなかった。

「どういう事だ？」

　狂える擬神機の様子を双眼鏡で眺めながら、ゼブロンは眉まゆを顰ひそめた。

　此こ処こであの様な動作に出る意味がない。

〈アブソリュート〉は確実に〈イコノクラスト〉に勝った。それは間違いない。後は装甲板を引き剥はがして〈イコノクラスト〉の中からショウゴ・カシバを引きずり出せば全て終わる筈はずだったのだ。

　なのに此処に至って〈アブソリュート〉は奇怪な行動に出ている。

　勿もち論ろん――〈アブソリュート〉の奇き蹟せき術による『現場中継』も中断していた。何らかの異常があの巨大擬神機に生じたと考えるのが妥当だろう。

　だが一体何が？

　試験起動もしないままの、ぶっつけ本番が徒あだとなって、何ど処こかに故障が生じたのだろうか。だとすれば好機ではあるが……〈イコノクラスト〉はもう動かない。ならば残存兵力をかき集めて〈アブソリュート〉に通常兵器で攻撃を掛けるしかないのだが……

「故障か。それとも――」

　レオンが呟つぶやく様に言った。

「最初から仕組まれていたか」

「仕組む？　誰だれが――」

　と言いかけてゼブロンも気付いた。

　バルド・コードラン。

　あの男が、もし最初からこの機を狙ねらっていたとすれば――

「そうか。ショウゴ・カシバには効かずとも……ネロ・オトルチに精神操作系の奇蹟術は効果を発揮する……！」

　自らは戦陣に立たず。

　他者を操る事で勝利を得る。

　いかにもあのコードラン家の長が好みそうなやり方であった。

「ネロ・オトルチすらも……」

　利用されていたに過ぎないとすれば、それは何と迂遠で――しかし恐るべき謀略か。ある意味でネロなどよりも余程に恐ろしい。ただ力を振り回すだけの神よりも遙はるかに。

「英雄は屠ほふられ、裏切り者は裏切られ、最後に笑うは謀略家――か」

　皮肉げな口調で呟くレオン。

「英雄譚たんとしては激しくつまらんオチだな」

　やがて――〈アブソリュート〉の狂乱が収まった。

　赤黒い擬神機は全身に血管模様をまとわりつかせたまま、立ち尽くす。

　その姿はひどく禍まが々まがしく、神というよりは怪物じみた風情を漂わせている。だがそれ故にこそあの巨人に今更、挑もうなどという人間は居ないだろう。あの〈イコノクラスト〉すら負けたのだから。

　だが――

「未まだネロ・オトルチよりはマシなのが救いか」

　疲れた様に眼を伏せてゼブロンが呟つぶやく。

　ネロならば自分以外の人間をこのソロンから本当に絶滅させかねない。だがさすがにバルドはそこまで極端な事はすまい。ネロの様に『神宣言』しない事からも分かる通り、彼はネロを――いや〈アブソリュート〉を文字通りの傀かい儡らいとして操り、陰から世界を支配する積もりだろう。そういう意味でバルドはネロよりも俗物だ。

　とはいえ……バルドとて温情家でも道徳家でもない。

　むしろ邪魔と断じれば容赦なく殺す。恐らく〈レネゲイド〉を中心として一大粛正の嵐がこのソロンを吹き荒れるのは間違いなかった。人類絶滅と大量殺さつ戮りく。どちらがマシかと比べれば後者だが――だからといってそれを歓迎は出来まい。

　ただ……

「…………なあ」

　ふとレオンが言う。

「インペラスの長様」

「……なんだ」

「俺おれの見間違いか？　在り得ないものが見えるんだが」

「…………？」

　何が――と問う前にゼブロンは顔を上げる。

　そしてそこに……見た。

〈アブソリュート〉の背後に聳そびえる巨大な黒い人影を。

「……なに!?」

　それはまるで〈アブソリュート〉の影が『代行者パニツシヤー』と化して地面から起き上がってきたかの様な――異様な光景だった。だが違う。それはすぐにゼブロンにも理解出来た。

　あの黒い人型には厚みが在る。塊としての重量感が伴っている。それを証するかの様に新たな轟ごう音おんが地面を介して伝わってきた。

　勿もち論ろんあれは影などではない。

　あれは――

「〈イコノクラスト〉……！」

　それは文字通りの奇き蹟せきを――条理や常識を越えた出来事を目の当たりにした者の常だ。

　ゼブロンの声は溢あふれ出る激情に震えていた。



　　　

「……〈イコノクラスト〉!?」

『聖せい廟びよう』の最奥に位置する密室でバルドは驚きの声を上げた。

「未まだ動けた？　馬ば鹿かな――」

　基本的にバルドはネロを操る立場に在るが――それはネロが〈アブソリュート〉を操るかの様な密接なものではない。〈アブソリュート〉や〈イコノクラスト〉の戦い方を見れば分かる通り、過度の同調は諸刃の剣だ。自分に苦痛や疲労が逆流してくる可能性が高い。

　故にバルドはあくまで細かな〈アブソリュート〉の制御はネロに任せている。

　彼の操っている奇蹟術式は、ネロの自由意思剥はく奪だつと、視覚及び聴覚情報の取得がその機能の基本だ。要するに彼はネロに『戦え』と命じるだけで、後はその様子を視みて聴くだけで良いのである。

　故にこそ〈イコノクラスト〉がいつの間にか〈アブソリュート〉の背後に立ち上がっていたのを知ったその瞬間、バルドは全身の毛が逆立つ程の驚きよう愕がくを覚えた。実際に戦場に立たぬが故に、彼は肌で――皮膚感覚的なもので、危険を察知する鋭敏さには欠けるのだ。

　もし〈イコノクラスト〉がいつもの力を備えていれば、確実に〈アブソリュート〉を破壊できていただろう。

　ただ――

「……まあいい。予想外ではあるが」

　対処できない様な事態ではない。

　動揺はわずかに数秒の事。

　バルドは眼を細め、これまで以上に冷たい声で傀かい儡らいに命じた。

「ネロ・オトルチ。〈イコノクラスト〉と戦え。その四肢をもぎ取れ」

　いかな〈イコノクラスト〉でも四肢を全て奪われれば動く事も出来まい。完全破壊してしまうのが簡単だが――先にネロにも語った通り、バルドは〈イコノクラスト〉と省吾を未だ流用する積もりでいた。

〈アブソリュート〉が改めて身構えて〈イコノクラスト〉と向かい合う。

　聖光を爆発的に放射しながら鋼鉄の絶対神は傲ごう然ぜんと――吼ほえた。



　　　

　同時刻。

〈フルヴァス〉内――姫ひめ巫み女こ専用座席から身を乗り出す様にして、ペルテアの眼は水晶盤の光景に釘くぎ付づけになっていた。

「ショウゴ様ッ……!?」

　在り得ない。

〈イコノクラスト〉は一度姫巫女達の手によって感覚同調を強制切断されている。勿もち論ろんペルテア達は再接続の手順に入っていたが――〈アブソリュート〉の攻撃で〈イコノクラスト〉側の装置が幾つか破損したのか、遠隔操作はおろか各種通信すらままならない状態になっている。現に省吾の状態はペルテア達には分からないままだ。

　なのに〈イコノクラスト〉は起き上がった。

　省吾が自ら再接続をしたのだろうか。

　だがそれにしても今の〈イコノクラスト〉は乏しい『聖体』からの聖光を何とか姫巫女達がやりくりして動かしていたのである。省吾がたとえ感覚を再接続したとしても……そんな微妙な調整を行える筈はずが無い。姫巫女達の支援が無くては立ち上がる事さえ出来ない筈だった。

　それに……既に〈イコノクラスト〉の膝ひざ関節は限界に来ていた筈だ。

　また右腕をもぎ取られた結果、全体重量も変化している。ただ単に力任せに立たせれば良いというものではない筈なのに――

「どうして……!?」

「計測値来たわ」

　アンジェリットが言って寄越す。

　ただ――いつも淡々としていたその声に若干の興奮が含まれていた。

「聖光量増大中。〈アブソリュート〉には及ばないとしても……搭載された『聖体』から発生し得る理論値を大幅に上回っている」

「ど……どういう事!?」

「………」

　振り返って問うがアンジェリットにも分からないらしい。

『回路の再接続を試しているんだけど――』

　ハーチェッタが困惑の声で言ってくる。

『弾はじかれてしまう』

「弾かれる？　接続出来ないって事？」

『ええ。何か優先順位の書き換えが――何これ!?』

　ハーチェッタの声は半ば悲鳴じみていた。

『主制御術式再起動!?　こんなの指示してない――』

「……何が起きてるの!?」

　ペルテアも混乱するばかりで訳がわからない。

　ただ――

『……元々』

　セネカが何ど処こか投げやりな口調で言ってきた。

『〈イコノクラスト〉の制御術式の殆ほとんどは〈聖遺物〉の押さえ込みと、人型筐きよう体たいの制御が主よ。前者はもう必要無いとして――後者は例えば、奇き蹟せき術に長たけた者が自分の人体制御をそのまま転写する事で、あるいは自らを媒介として〈イコノクラスト〉とショウゴ様を直結する事で代用出来る』

　勿もち論ろんそれはある種の禁じ手だ。

　それはつまり、より深くより強く〈イコノクラスト〉と省吾の一体化が進むという事を意味する。反射速度や反応効率は上昇するかもしれないが、最悪の場合、省吾の自我が浸食されて〈イコノクラスト〉の奇蹟術機関と分離出来なくなる恐れが在った。媒介者が居る場合は、その者との自我混濁も考えられる。

『でもそんな事……どうやって』

『トリファスキアータは何処？』

「……！」

　そこでようやくペルテアもあの『血族』の少女の事を思い出した。

『屋敷に残してきてそれっきり――だけど』

「まさか」

『彼女自身が言うなれば『聖体』の塊でしょう。そういえばショウゴ様本人も広義では『血族』だった筈はず。ならば『聖体』量増大にも説明がつくわ。それでも圧倒的不利は変わらないけど』

「でも……」

　何にしても〈イコノクラスト〉は立ち上がった。

　もうそれは姫ひめ巫み女こ達も手を出す事さえ出来ない、文字通りに奇蹟の範はん疇ちゆうだ。自分達の予測などもう殆ほとんどあてになるまい。セネカの説明ですらその可能性が高いというだけで、あくまで推測の域を出ていない。

「ショウゴ様……」

　決して〈イコノクラスト〉が優勢になった訳ではない。

　その右腕はもがれたままだし、立ち姿にしても力強さが感じられない。辛うじて直立しているだけといった様子で――また〈アブソリュート〉の一撃で倒れてしまいそうな印象も在る。

　だがそれでも〈イコノクラスト〉は――省吾は未まだ戦う積もりだ。

　水晶盤の中で黒い擬神機は〈アブソリュート〉に向けて一歩を踏み出した。



　　　

　御者室には眩まばゆい光が満ちていた。

　強く白く、しかし全く熱を持たない冷たいその輝きは、言うまでもなく聖光である。

　今までも御者室に聖光が満ちる事は何度も在った。

　だが今回は少々事情が違う。

「……やればできるもんだな」

　不敵な笑みを浮かべながら省吾は呟つぶやく。

　そんな彼が――そして彼の膝ひざの上に座り、彼の首に手を回してしがみついているトリファスキアータが自ら発光しているのである。異様といえば異様な光景だ。『血族』が奇き蹟せき術を使う際にも、ここまで全身が光る事は無かった。これが省吾やトリファスキアータといった『血の濃い』者達の特異性なのか、〈イコノクラスト〉に乗ってその奇蹟機関に自らを直結させているせいなのかは、分からない。

「トリファ。大丈夫？」

「は……い……です……る」

　トリファの声は普段にも増して何ど処こか曖あい昧まいだ。恐らくはその意識の大半を〈イコノクラスト〉の制御と省吾の接続に費やしているのだろう。膨大な装置類と五人の姫ひめ巫み女こ達が共同で行っていた作業を、生身の少女が一人で代行しているのだ。無理もない。

（何にしても長々と戦っている場合じゃない）

　戦法に基本的な変化は無い。

（……急所狙ねらいは同じだ）

　再び感覚同調によって接続された〈イコノクラスト〉の視覚で〈アブソリュート〉を睨にらみ据えながら省吾は考える。幾つも小細工を弄ろうしている余裕は無い。また機体制御を殆ほとんどトリファスキアータに頼っている今、人体に存在しないような武器――〈破神の弓〉の様な奇蹟術武装を展開するのは不可能だろう。

　勿もち論ろん〈誅ちゆう神しんの刃〉も右腕ごと無い。

　だから――左腕と二本の脚が省吾に残された武器だ。

（直撃さえ出来れば……）

　原始的極まり無い攻撃方法であるが、奇蹟術に支えられたその一打は加速され加重されて山をも砕く。〈アブソリュート〉の機体そのものを一撃で破壊は出来なくとも、中のネロが気を失うなり何なりしてくれれば、それでいい。御者が失神している間は〈アブソリュート〉もただ巨大なだけの人形に過ぎない。

〈イコノクラスト〉が左腕を引く。

　両足を大地に叩たたき付ける様にして突進。

　だが――

「……!!」

　何故かそれまで動きを止めていた〈アブソリュート〉がいきなり右手を掲げた。

　勿もち論ろんお互いに未まだ拳こぶしが届く距離ではない。

　ならば――

「くっ……！」

　咄とつ嗟さに〈イコノクラスト〉を横に飛び退のかせる省吾。

　横に流れる視界の中で〈アブソリュート〉の右腕に長大な半透明の砲身が――〈破神の弓〉が形成されるのが見えた。

　地に手を着いて身を沈める〈イコノクラスト〉。

　その頭上すれすれを砲撃の白光がかすめて過ぎたのは次の瞬間であった。

　大気が抉えぐり抜かれた轟ごう音おんが後から付随する。膨大な熱量によって密度変化した空気が轟ごう々ごうと唸うなりを上げて渦を巻き、舞い上げられた砂さ塵じんがばらばらと雨の様に〈イコノクラスト〉の装甲を撃つ。

（やばい――）

　予想外の早さだ。

　明らかに〈イコノクラスト〉が砲身を展開して射撃するよりも早い。判断が一瞬遅れていたら直撃を食らっていただろう。相手がどれ位の出力で撃っているのか正確な所が分からないので、それで〈イコノクラスト〉がどれだけの損傷を受けるかは分からないが……

「お遊びは終わりって訳か」

　と省吾。

　何の宣言も無くいきなり戦法を変えたのはネロらしくないと言えるが……強いて言えば今までが悠長に過ぎたのだ。もし省吾がネロの立場なら、最初からこういう戦法に出ている筈はずだった。

　だが……

（どうやって近付く？）

　未だ迫撃砲の弾は残っているが、恐らく〈アブソリュート〉側が奇き蹟せき術そのものを探知している場合は殆ほとんど目め眩くらましにもなるまい。省吾とトリファスキアータの身体そのものを『聖体』として流用するという事は、出力上昇という結果を得たが――同時にそれだけ奇蹟術機関として『目立つ』状態になってしまった。

（ならば……）

　省吾は左腕に意識を集中する。

　更に――

「トリファ。力の流れを左手に」

「……偏らせ……まする……」

　最後まで言わずとも察した様子でトリファスキアータが応じる。

　更に――脚を狙ねらったのか、低めに飛んできた〈破神の弓〉の一撃を跳躍してかわし、着地の勢いも乗せて〈イコノクラスト〉を走らせる。漲みなぎる力を感じながら、省吾は左の拳こぶしを地面に叩たたき付けた。

　大型爆弾が炸さく裂れつしたかの様な轟ごう音おんと共に、大量の土砂が舞い上がる。

　単純な爆発ではない。奇き蹟せき術で加速され加重された一打だ。一瞬ではあるが爆発的に広がる聖光が、奇蹟術探知からも〈イコノクラスト〉を覆い隠してくれた事だろう。

（そして――）

　急所狙い。

　それはもう相手もよく分かっている筈はずだ。ならばこの目め眩くらましの後に最大の急所を庇かばうのは当然の動きだろう。具体的には〈アブソリュート〉の首の付け根――御者席の辺り。

　当然、腕も含めた防御は上半身に集中する。

　だが――

「トリファ！」

「…………」

　答えは無いが、力の流れがまた自らの望む通りに調整されるのを省吾は感じる。

〈イコノクラスト〉は間合いを低く跳躍する事で詰めた。慣性で空中を滑っていく鋼鉄の巨体。動きに費やしていた力を切り替えて――一点集中。

　そして――

「だああああああああああああああああああッ!!」

〈イコノクラスト〉の一撃が〈アブソリュート〉に炸裂する。

　頭部ではなく――右膝ひざに。

　飛とび蹴げりである。

　人体と同じ動きをするという事は、同じ関節を持つという事であり、同時に同じ弱点を抱え込むという事でもある。膝を破壊されれば、いかな〈アブソリュート〉といえども動き回るのは困難だろう。

　巨大な鋼鉄と鋼鉄が打ち合う破鐘の様な響きが、朝焼けの空に響く。

　省吾は関節の砕ける感触を得た。

　それも二つ。

「ぐがっ――」

〈アブソリュート〉のそれと。

〈イコノクラスト〉のそれと。

　元より壊れかけていた〈イコノクラスト〉の右膝ひざは、今の一撃で完全に壊れた。もう走る事も歩く事も出来まい。だがそれで充分だ。

「がっ……ああああああああああああああああああああああッ!!」

　逆流する痛みを堪こらえて省吾は〈イコノクラスト〉を動かした。

　形としては飛とび蹴げりだが――実質的には脚から先に激突しただけの体当たりである。二体の鋼鉄の神は、絡み合う様にして地面を転がり、その巨体で土砂を抉えぐりながら勢い余って横滑りする。

　その最中〈イコノクラスト〉は左腕を伸ばして〈アブソリュート〉の首を締め上げる。

（これならば――！）

　完全な接触状態では、力場等による奇き蹟せき術防御は意味を成さない。あくまであれは敵と自分の『間』に展開される『盾』だからだ。そうなれば、後は単純に構造材の頑強さが防御の強さとなる。

「ごあああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　獣じみた咆ほう哮こうを発する省吾。

　同時に〈イコノクラスト〉は背後から〈アブソリュート〉にしがみ付く様な体勢で、肩から回した左腕で相手の首を締めている。勿もち論ろん――擬神機に窒息などというものは無い以上、省吾の目的は『締める』事ではない。『へし折る』事だ。勿論その最中にネロが激痛で意識を失ってくれれば、それでも構わないのだが。

　何にせよ省吾の思った通りに策は嵌はまった。

　後は全力で腕の力を維持すれば勝てる――

『ぐげへっ……』

　ふと異様な声が聞こえる。

　それが通信回線を介して〈アブソリュート〉からきたものだと気付くのに、省吾は数秒を要した。

『げぎぎぎ……ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎいいいいいいいいいいいいいいいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　意味不明の叫びが漏れてくる。

　それはネロが苦痛によって上げる悲鳴なのか。首を折らんばかりの勢いで締め上げられているのだから、そうした声を出してもおかしくはない。

　だが何か――おかしい。

「ネロ・オトルチ！」

　省吾は自分に言い聞かせる様にして叫んだ。

「俺おれの――勝ちだ！」

『……それはどうかな』

　そこに滑り込む第三の声。

　いや。違う。それは確かにネロの声だ。だが同時に彼は悲鳴を上げている。その合間から至極冷静な声を挟んできたのだ。

　これは何だ。

　何が起きている？

　ネロは一体――

『今のネロ・オトルチは所しよ詮せん、私の傀かい儡らいに過ぎない』

　ネロはそんな事を言った。

　喋しやべっているのはネロだ。

　だが――違う。

　喋らせている者が別に居る。

『そして〈イコノクラスト〉や〈アブソリュート〉にとって御者など交換可能な部品の一つに過ぎない。ネロ・オトルチが首を折られる苦痛に喘あえごうと私は全く平気だ』

　その言葉を証するかの様に〈アブソリュート〉は両腕を動かして背後の〈イコノクラスト〉の頭部を掴つかむ。左右から鋼鉄の掌てのひらに挟まれ〈イコノクラスト〉の頭部がぎしぎしと嫌な音を立てて軋きしんだ。

『だから私はネロ・オトルチに命じる。『たとえ己の首の骨が折れようとも構わず相手の首の骨を折れ』と。だが君はそうはいくまい？』

「だ……誰だれだ!?」

　激痛を堪こらえて叫ぶ省吾。

『分からないかね？』

　鷹おう揚ようながらも何ど処こか冷たいその口調に、省吾は覚えが在った。

　脳裏に猛もう禽きん類るいを思わせる眼差しが過よぎる。

「バルド・コードラン……!?」

『その通りだ』

　声の主は認めた。

『ショック死したくなければ、早々に感覚同調を解く事だ。なに……安心するがいい。殺しはしない。君は貴重な『血族』だからな。『血族』の娘や従姉妹いとこと共に『聖体』を量産してもらわねばならない』

「…………」

　それはつまり『聖体』として『血族』の様に解体される為の、家畜の様な子を造る為の種馬として生存を許すという意味か。

「あんたは……」

　ネロは異常だった。確かにオトルチ家の若長の価値観は狂っていた。

　だがこのバルド・コードランの冷酷非情さは……

「この……人でなしがっ…………！」

『私は人だよ。これが人だ。これ以上無い位にね』

　そう。

　遙はるか昔に『神』が謀殺された時から変わっていない。

　自分の欲望の為に他者を殺す。道徳的な建前を掲げながら、その裏側でどす黒い謀はかりごとを平気で練る。確かにそれは――それも人間そのものだろう。

『人は人だ。それ以上でもそれ以下でもない。わざわざ神になろうなどという酔狂な考えは私には無い』

　むしろ静かに諭す様な口調でバルドはそう言った。



　　　

〈アブソリュート〉の首をへし折らんとする〈イコノクラスト〉。

〈イコノクラスト〉の頭をねじ切らんとする〈アブソリュート〉。

　鏡映しの様に似通った二体の神がお互いの身体を掴つかんだまま状態が膠こう着ちやくする。

　そんな様子を――ペルテア達はやはり水晶盤を通して視みていた。

「ショウゴ様……」

　既に自分達に出来る事は何も無い。

　愛いとしい省吾が死闘を演じているというのに、自分には手助け一つ出来ない。あるいは何か在るのかもしれないが、思いつかない。ただ焦燥感だけが空回りしてうまく考えをまとめられない。それが歯は痒がゆく、ペルテアは己の座る席の肘ひじ掛かけを握り締める。

　これはハーチェッタやセネカも同じであるらしかった。

　先程から通信回線越しに聞こえてくるハーチェッタの声は嗚お咽えつの様なものばかりだし、セネカは沈黙を守ったままだ。ペルテアの背後のアンジェリットでさえも、既にその手を止めて水晶盤に見入るばかりである。

「ショウゴ様……」

　一度は勝ったと思った。

〈イコノクラスト〉が〈アブソリュート〉の首を捉とらえた時だ。

　だが〈アブソリュート〉は構わず〈イコノクラスト〉の首を背中越しに捉えた。感覚同調を切っていない限り、頸けい骨こつをねじられる凄すさまじい激痛がネロ・オトルチを苛さいなんでいる筈はずだが、〈アブソリュート〉の手が緩む様子は無い。

　完全な力比べになれば、やはり未まだ〈アブソリュート〉の方が強い。瞬間的な膂りよ力りよくでも持久力の面でも『血族』全員を使った〈アブソリュート〉の方が上だろう。

　故に――やはり〈イコノクラスト〉は敗北する。

　明確すぎる結論だった。

「…………」

　ペルテアは両手の指を絡ませて、己の口元に当てる。

　それは――この神が死んだ地においては全くの無意味な仕草ではあった。省吾か花か梨りんが側そばに居れば『祈り』の形なのだと気付いただろうが、そもそもこのソロンにおいては神に何かを『願う』という習慣は無い。ただただ伏してその呪のろいが通り過ぎるのを待つ――それがこの世界における、人の、神に対する基本姿勢だった。

　だからペルテアのその仕草も、殆ほとんど偶然の産物ではあったろう。

　だが……

「…………」

　眼を閉じて。手を合わせて。

　来るべき敗北の悲劇に備えるかの様に、まるで胎児の様に身を丸めてその身を強こわ張ばらせるペルテアは――気付いていなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　自分のすぐ目の前に、一つの小さな光こう芒ぼうがぽつんと点ともった事に。

　それは蛍火の様な……白く小さな熱を持たぬ光だ。

　光はまるで呼吸するかの様に明滅する。

　そして――



　　　

　省吾達の屋敷にも、二体の鉄神が争う轟ごう音おんは届いていた。

　窓からは聖光が稲妻の様に閃ひらめいて天を焦がす様も見て取れる。あまりに圧倒的で人の力など遙はるかに及ばない巨大な力の奔流が――そうした片へん鱗りんからも嫌という程に感じ取れる。言うなればそれは、近付いてくる竜巻や津波と同じだった。巻き込まれればまず確実に死ぬ。普通の感覚の人間ならば何も考えずにその場から逃げ出す事を選択するだろう。

　だが――

「…………」

　花梨は椅子に座ったまま溜ため息いきをついた。

　正直に言えば怖い。どうしようもなく怖い。当たり前だ。

　だが――彼女の目の前には重傷を負ったメリニが横たわっている。

　一度は意識を取り戻したメリニだが、再び眠りに落ちた状態だ。

　彼女を放って逃げる様な真ま似ねはさすがに出来ない。出来たとしてもその後――花梨は生涯消えぬ悔いを残すのが分かっていた。

　それに省吾の事も在る。

　彼が負けてしまえば同じ事だ。

　ただの異世界人である自分が曲がりなりにも〈レネゲイド〉に庇ひ護ごされていたのは、省吾に対する人質という使い方が出来たからである。省吾が居なくなれば、花梨は何の庇護も無く、元の世界に帰るあてさえ無いままにこのソロンに放り出される事になる。それが即座に死に繋つながるかどうかはさておき――死んだ方がマシだと思える様な状態に陥るであろう事は想像に難くない。何しろ省吾の敗北は、あのネロがソロンの支配者として君臨するという事を意味するのだから。

　屋敷の窓からは……戦況までは分からない。

　ただ省吾の勝つ確率が極めて低いのだという事だけは、花梨も知っていた。

　出来れば彼の手助けをしてやりたいとも思うが――自分では脚を引っ張るだけだろう。豊富な知識を活かして戦術を考えるという事も可能だが、自分が眠らされている間に戦い続けた――何体もの『代行者パニツシヤー』を倒してきた省吾は、武道で言えば高位の有段者だ。実戦を知らない理論屋の助言など必要あるまい。

　だから此こ処こで待つしかない。

　せめて省吾が憂い無く戦えるようにメリニの看護をしながら。ただしそれも大してするべき事が在る訳ではない。自分がただ座っている間に世界の命運が決するのだと言われても、何か釈然としない気持ちだけが残った。

「祈ることすら……」

　このソロンでは無意味――それは花梨も重々承知していた。

　神の死んだ世界。神の去った世界。

　今更、神に縋すがろうなどと虫が良すぎる。

　ただ……

「……ショウゴ……様……」

「――！」

　ぽつりと漏れる声に慌てて振り返る花梨。

　だがメリニの意識は戻っていない。

　単なる譫うわ言ごとだ。

「……ショウゴ……様……」

　眠ったままのメリニが譫言を呟つぶやく。

　両手で苦痛に耐えるかの如ごとく毛布を掴つかみながら、美しい少女はただ彼女の信じる英雄の名を呼んでいる。そこに見栄や体裁を取り繕う余裕など無い。ただ純然たる感情の迸ほとばしりが言葉となって、その桜色の唇からこぼれ落ちる。

　けれど……だからこそ。

「……祈り……か」

　誰だれかや何かに頼るではなく。

　ただ純粋に――人事を尽くした後に『良い結果が出るように』と願う。その程度の事は出来る様な気がした。不条理や不合理の言い訳に神を用いるのではなく、怠慢や諦てい観かんの故に努力を放棄するのでもなく、ただ人じん智ちの及ばぬ偶然の部分に向けて、単純にそうあって欲しいと強く願う気持ちは、決して悪い事ではない筈はずだ。

　それを人は希望と呼ぶ。

　だから……

「そうね。私も祈ってみよう」

　眼を閉じて花梨は呟いた。

　手の指を組んで祈りの形に整える。あるいはそれは単なる自己欺ぎ瞞まんでしかないのかもしれないが……それでも不安に怯おびえて待つだけよりも有意義な気がした。

　そうして二人の少女は、轟ごう音おんと振動に包まれながら真摯に願った。

　誰に向けてでもない。

　ただ純粋に望み願うだけの事。

　だが――

「…………」

　メリニは意識が無く、花梨は眼を閉じていた。

　故にやはりその現象に気付いた者は、その場に居なかった。

　ぽつんと生まれる小さな光。

　白く慎ましやかな輝きがメリニの上に、花梨の前に、何の脈絡も無く滲にじみ出た。

　あるいはメリニに意識があれば、それは聖光の色ととても似た光だと気付いていた事だろう。白いがまるで熱を持たないそれは……ゆらゆらと空中を浮遊していたが、やがて開け放たれた窓から漂い出て行った。

　もし花梨が眼を開けてその光景を見ていたならば、そして自分達の生み出した光の行く末を確認しようとその動きを眼で追い、戸外に視線を向けていたならば――彼女はそこに驚きよう愕がくの光景を見る事となっただろう。

　雪の様に舞う無数の光。

　一つ一つは指先よりも小さなものだ。だがそれが地面から、樹木から、そして虚空から、滲み出る様にして生まれる。後から幾つも幾つも。数え切れない程に。

　異様で奇妙な光景だ。

　だが――美しい。

　それらは緩やかに明滅しながら、雪とは反対に、螺ら旋せんを描いて空に昇っていった。



　　　

「なんだ……これは!?」

　まるで泡の様に湧わき出る光こう芒ぼうの群れ。

　それを前にしてゼブロン・インペラスは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　熱を持たず白く輝くそれらは、聖光に似ている。似ているが――あまりにも数が多すぎる。一つ一つは小さくても、それらが全て集まれば膨大な量になる筈はずだ。

　一体こんなものが何故生まれてくる？

　ゼブロンの周りでは誰だれ一人奇き蹟せき術を使っている様子は無い。いやそもそも擬ぎ神しん杖じようは全て分解しその中の『聖体』を〈イコノクラスト〉に詰め込んだ。だからそもそも聖光を生み出す為の『聖体』が今此こ処こには無い筈なのだ。

　なのに聖光が湧いてくる。

「……レオン・ササハラ・スプリングフィールド？」

　ゼブロンは第二代救世主を振り返る。

　原理はまるで分からないが、あるいはこれは――彼の仕業なのかと思ったからだ。

　だが……

「――む」

　いつの間にかレオンの姿はゼブロンの傍らから消えていた。

「彼は何ど処こに行った？」

「あ……いえ。それが」

　傍らに控えていた部下達が、顔を見合わせ言葉を濁す。

「その……わずかに眼を離した隙すきに……」

　何処かに行ってしまったという事らしい。

　確かに〈イコノクラスト〉と〈アブソリュート〉の戦いや、この光こう芒ぼうの群れの発生と、人々の眼を釘くぎ付づけにする場面には事欠かなかった。ゼブロンですらもがそれらに気をとられてレオンの動きに気が付かなかったのだ。部下達のみを責めるのは酷というものだろう。

「どうなっているのだ……これは瑞ずい兆ちようなのか？　それとも凶兆なのか？」

「…………」

　勿もち論ろんゼブロンの疑問に答えられる者など居ない。

　彼等はただ呆ぼう然ぜんと、舞い上がる光芒を見守るのみだった。



　　　

「――なに!?」

　明確な一線は無かった。

　だがそれはいつの間にか始まっていたのだ。

「これは……」

　ネロを中継機として〈アブソリュート〉の視覚情報を盗視するバルドは、怪け訝げんの声を上げる。最初は何か情報転送時に混入した雑音信号ノイズの類たぐいかと思った。だが違う。それは間違いなく現象として――事実としてそこに在った。

　大量の光芒が緩やかに〈イコノクラスト〉と〈アブソリュート〉を囲んで緩やかに渦を巻いている。聖光に似ているが――今このソロンにおいて〈アブソリュート〉とも〈イコノクラスト〉とも異なる何者が、これだけの聖光を生み出せるというのか。

　これは総量でいえば恐らく〈アブソリュート〉の瞬間最大聖光放出量を上回るだろう。

　在り得ない。起こり得ない。

　だが――

「なんだ……何が起こっている!?」

　バルドは眉まゆを顰ひそめて呟つぶやくが――この密室の中には答える者など居ない。誰だれかが居たとしても確信を以もつて答えられる者など、このソロンには誰一人いなかっただろうが。

　大量の光はやがて動きを変える。

　緩やかに渦は集束して、互いの頭部を掴つかみ合う鋼鉄の神二体の上に降り注ぐ。

　ぎおお、ぎおお、と鋼鉄の耳障りな軋きしみを上げながら、尚なおも死闘を続けている〈アブソリュート〉と〈イコノクラスト〉。生々しいとも言える闘争の場面に降り注ぐ光の粉雪は、その場をひどく現実味を欠いた情景に見せていた。

　やがて……



　　　

　絶望の暗黒と激痛の真紅に染まる、省吾の意識。

「ぐ……が…………ッ！」

　既に彼は進退窮まっていた。相変わらず出力では〈アブソリュート〉が〈イコノクラスト〉よりも上だ。単純な膂りよ力りよくや持久力では勝ち目が無い。

　まして相手は最も早はやネロ・オトルチではない。

　彼を奇き蹟せき術で操り人形に――いや〈アブソリュート〉の半自律制御部品として使っているバルド・コードランが本当の敵だ。だが省吾にバルドを叩たたく方法は無い。そもそも居場所すら分からないのだ。対してバルドは文字通りの傀かい儡らいと化したネロを使っていくらでも無茶な攻撃が出来る。

〈アブソリュート〉の首を折らんとする〈イコノクラスト〉。

〈イコノクラスト〉の頭を潰つぶさんとする〈アブソリュート〉。

　二体の鉄巨神が互いの頭部に手を掛けたまま、耳障りな鋼鉄の軋みを上げ続けている。

　勿もち論ろん……省吾は感覚同調を切ってこの激痛から逃れる事が出来る。だがその瞬間に彼は今度こそ敗北するだろう。

「が……あ……ああああ…………」

「ショウゴ様――」

　御者席の肘ひじ掛かけを握り潰つぶす程の強さで掴つかみながら呻うめく省吾に、トリファスキアータが――彼女は感覚同調をしていない為、痛みにのたうつ事は無い――心配そうに声を掛けてくる。だが省吾には返事をする余裕さえ無かった。

　激痛と絶望が彼の精神を掻かき回す。

　必死に耐える一方で――心の何ど処こかで敗北を認めて楽になりたいと考えている自分が居る。バルドも省吾は殺さないと言った。だからここで屈服しても大丈夫だ。そもそも耐えたところで状況打開の方法など何も無い……

（駄目だ！　駄目だ！）

　自分に言い聞かせる省吾。

（此こ処こでバルド・コードランの言いなりになったら、俺おれは何の為に――）

　この世界で戦ってきたのか。

　人が自分の意思で明日を掴つかみ取れる世界にしたかった。

　モーリィやエシェンの悲劇を繰り返したくなかった。トリファスキアータを狂った『血族』の業から解放してやりたかった。だから省吾は戦い続けて此処まで来たのだ。

　なのに――

（くそっ……けど……どうにもならない……）

　意識が途切れがちになる。

　失神すればそこで敗北は確定だ。

　だが――



　…………



　不意に――何かが触れた。

（…………!?）

　何か異質なものが、感覚同調の奇き蹟せき術回路の中へ割り込んでくる。

　トリファスキアータも何か感じたのだろう。彼女はきょとんとした表情で首を傾かしげた。

　そして――

（だ……誰だれだ!?）



　…………



　言葉は無い。

　ただ何かうねりの様な思考が省吾の意識に触れる。いや。それは本当に思考であったろうか。植物に意識が在れば、あるいはこんなものであるのかもしれない――それ程に、省吾の精神に触れてきたそれは、平坦で、希薄で、淡泊で、曖あい昧まいだった。

　ただ――



　…………



　嘲あざける様な。呆あきれた様な。醒さめた様な。

　そんな見えない『波』が省吾の意識を撫なでる。

　彼はその感触に覚えが在った。

（まさか……）

　何度となく〈イコノクラスト〉の中で会った。

　最初は敵だと思った。次に興味を持った。いつしか駆け引きの相手となり――そして最後には理解し合えた。既にそれは本人の影、遺い骸がいに焼き付いた残像に過ぎないものだったかもしれないが、それでも省吾はある種の友情すら感じていた。

（『神』――）

〈イコノクラスト〉の中の『聖遺物』はその特性が完全に失われたのだという。

　既にそれはただの死体で――神の亡なき骸がらを特別たらしめていた何かが無くなっていた。だからこそ省吾は今度こそ『神』が完全に死んで消滅しきったものだと思っていた。

　だが……死ぬとは。

　消滅するとはどういう事か。

　無から有が生まれない様に有が無に転ずる事も無い。本当の意味で『無くなる』などという事は無い。如い何かなるものも、実際には分解され拡散され希薄化されて人間には認識出来なくなるだけの事だ。万物は流転する。物質は大いなる環わの中で巡り続ける。

　ならば……『神』もそうならないと言えるか？

（あんたは――）

　今こそ本当の神になったのかもしれない。

　肉体を棄すてて。

　妄執を棄てて。

　それは人間らしさを棄てる事と同義ではあったかもしれないが、それと引き替えに『神』は永遠となり無限となった。このソロンという世界そのものに遍在し続けるものとなったのだ。

　だから――



　――やれやれ。世話の焼ける。



　そんな台詞せりふは、激痛に悶もだえる省吾の意識が造り出した幻聴なのかもしれない。

　元々あの『神』も省吾の人格と『聖遺物』の反応が生み出したもので、かつて死んだ『神』そのものではない。文字通りにそれは残像だった。

　だがあの『神』ならばいかにも言いそうな台詞ではあった。

　そして。

（…………！）

　光が――爆発する。

　省吾は血液の様に全身を駆け巡り、膨れあがる『力』の奔流に咆ほう哮こうした。



　　　

　二柱の巨神の戦いを見守っていた者達は一様に驚きよう愕がくする事となった。

　姫ひめ巫み女こ達も。ゼブロンも。〈レネゲイド〉の者達も。

　そして世界の行く末を決める戦いに惹ひかれて集まってきた者達も。

　いい加減……常識では在り得ない事は、誰だれもが何度も目撃してきた。元々〈イコノクラスト〉の〈アブソリュート〉も巨大に過ぎて、人の身の常識が適用できる規模を激しく逸脱している。

　ましてこのソロンという世界では『奇き蹟せき』という言葉は、極めて俗な単語の一つに過ぎない。奇蹟術は当然の様に常識の範はん疇ちゆうに存在する。またその根源となった神は世界を呪のろう者の別名であり、その御業は決して有り難がる様なものではなかったからだ。

　だからそれは人々にとって奇蹟などではなかった。

「なんだ……あれは!?」

　誰かが喘あえぐ様にそう言った。

「あれも……〈イコノクラスト〉の力なのか!?」

「馬ば鹿かな。あんな事――」

　応じる者達の声も震えている

　当然だろう。

〈レネゲイド〉の最終兵器たる擬神機は、整備していた者達でさえ――その構造と機能を知ち悉しつしていた者達ですら想像もしなかった力を発揮していたからだ。

「自己修復機能……なのか？」

「そんな代物じゃない……！」

　先まず最初に巨大な右腕が浮かび上がった。

〈アブソリュート〉にもぎ取られ、投げ捨てられた巨大な鋼鉄の腕が、自ら回転して木々や土砂をふるい落としながら、樹海より浮上する。

　支えも無く自ら空中浮遊する鋼鉄の腕。

　奇蹟術ではない。そんな出力は〈イコノクラスト〉には無い。在ったとしてもそんな機能は元より搭載されていない。

　そしてそれは次の瞬間、物もの凄すごい勢いで〈アブソリュート〉の顔面に掴つかみかかった。

　蜘く蛛もの脚の如ごとく五指が開かれ、〈アブソリュート〉の頭部を掴むと、そのまま更に動いて破断された面を〈イコノクラスト〉に向ける。

　そして……『復元』が始まった。

　修復などではない。再生でもない。文字通りに時間を逆回しにするかの様な……異様な光景がそこに展開していた。

　断たれた動力管が、装置類が、装甲が、それぞれ無数の白い光に包まれながら自ら起き上がり、別たれた己の一部と結合して、融合して、一体化する。断じてそれは自己修復機能などという機械的なものではない。鋼鉄が癒着するその様は、むしろ生物の再生に近いが……さすがに〈イコノクラスト〉にもそんな機能は無い。在ればそもそも整備員など必要ない。

　破壊された部分が元に戻っていく。

　まさしく復元だ。

　だがそれは――一体どのような力が可能にする奇現象か。

　呆ぼう然ぜんと、あるいは唖あ然ぜんとして人々が見守る中、〈イコノクラスト〉の右腕は、もぎ取られた事そのものが夢か幻であったかの様に、元に戻っていた。

　しかも――

「お……おい……あれ……！」

　やはり誰だれかが畏い怖ふに満ちた声で言う。

　今や〈イコノクラスト〉は右腕で〈アブソリュート〉の頭部を掴つかみ、左腕を巻いてその頸けい部ぶを締め上げる体勢になっている。

　しかも――二体の擬神機が立てる音が変化した。

　鋼鉄の軋きしみが一際大きく響く。

　それが何ど処こから発せられたものか、誰もが理解していた。

〈アブソリュート〉の首だ。

　見れば〈イコノクラスト〉の右腕の指も〈アブソリュート〉の頭部に食い込み、その装甲を擂すり鉢状に凹へこませている。対して背後に回された〈アブソリュート〉の手は今にも〈イコノクラスト〉から外れそうになっていた。

　どちらが優勢かは見れば分かる。

　それは〈アブソリュート〉も――ネロを操っていたバルドも同じだったのだろう。

　突如として赤黒い擬神機は戦法を変えた。



　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！



〈アブソリュート〉は一際高く咆ほう哮こうすると、両腕を遂に〈イコノクラスト〉から離し、聖光を纏まとわせた己の拳こぶしで〈イコノクラスト〉の腕を叩たたく。恐らくは打撃破砕用の奇き蹟せき術が込められていたのだろう――衝撃で〈イコノクラスト〉の指や腕が緩んだ一瞬に、巨体に見合わぬ動きで〈アブソリュート〉はその拘束から抜け出していた。

　激しく大地を蹴けって移動する〈アブソリュート〉。

　地鳴りの様な轟ごう音おんと鈍い振動が、人々に覆い被かぶさってくる。

　だが、離れて見る者の眼に、その様子は、自ら神たる事を宣した巨神にはひどく不相応な……慌てふためいた様な動きにも見えた。威厳も何も在ったものではない。それはつまり今の〈アブソリュート〉に余裕が無い事の証あかしとも言えた。

　それだけ〈イコノクラスト〉が強いのだ。

　だが――何故そんな事が起きたのか。

〈アブソリュート〉は一いつ旦たん距離をとってから、改めて〈イコノクラスト〉と相対する。

　両腕を交差させ何かを溜ためる様な動きを示し――次の瞬間、〈アブソリュート〉はその手を〈イコノクラスト〉に向けて伸ばした。同時に両腕に沿う様にして半透明の筒が形成され、その根本で白い光が膨れあがる。

〈破神の弓〉――二連。

　格闘戦では勝てないと判断したのだろう。



　――……ッ!!



　強烈な衝撃波と熱風が〈アブソリュート〉を中心として広がってゆく。発射された〈破神の弓〉の二撃は虚空をぶち抜いて〈イコノクラスト〉に殺到した。左右から挟み込む様な攻撃は、右に避よけても左に避けてもどちらかが命中するのを期しての事だ。

　だが……

「――え？」

　誰だれかがぽつりと間の抜けた声を漏らす。

　曲がった。

　白光の弾道が――〈イコノクラスト〉に命中する直前で。

「な………」

　いや。違う。命中はしたのだ。

〈イコノクラスト〉が翳かざした左右の掌てのひらに。だがそこで光撃は相手を粉砕も焼却も出来ずに流されて、そのまま天空に向けて飛び去っていた。

　それは――意趣返しでもあるまいが――かつて〈アブソリュート〉が〈イコノクラスト〉の攻撃に対して示したものと同じ行為である。

　だがぎりぎりの出力をやりくりして撃ち出した〈イコノクラスト〉の〈破神の弓〉と〈アブソリュート〉のそれとでは、まるで威力の桁けたが違う。しかもそれが二発。文字通り山をも砕き海をも割る一撃が、事もあろうに翳しただけの掌によって弾はじき飛ばされてしまったのである。

　先程までの〈イコノクラスト〉とまるで違う。

　それは通常状態の『聖遺物』を搭載した完全稼働状態の〈イコノクラスト〉だった。いや――あるいはそれ以上の出力が出ているかもしれない。既に姫ひめ巫み女こや作業員達ですら、今の〈イコノクラスト〉に何が出来るのか分からない。彼等の理解を超えた何かが、この黒い重鉄神に働いているのは間違いなかった。

　だが一体何が？

　それは――

「…………『神』……？」

　畏い怖ふと戦せん慄りつを込めて誰だれかがそう呟つぶやいた。



　　　

「『神』……!?」

　バルドもまたその結論に辿たどり着いていた。

〈アブソリュート〉から送られてくる視覚情報をバルドも見ている。それは地面から見上げる人々よりも遙はるかに視点が高く視野が広く、俯ふ瞰かん的に全てを見渡していた。

　だからこそ気付いた。

〈イコノクラスト〉を包み込む光の形が、人の輪郭をしているのに。

「『神』なのか!?　だが――」

　まるで〈イコノクラスト〉が一回りも二回りも大きくなったかの様にも感じる。巨大な〈アブソリュート〉の視点で見てすら……バルドは自分がひどく小さくなっているかの様に感じた。

「滅んだ筈はずだ！　失われた筈だ……！」

　だが……

　元より『聖遺物』が『失われた』事については〈レネゲイド〉の中でも詳しい調査は進んでいなかった。だが『聖遺物』を特別たらしめていた何かが失われたのは――そこに宿っていた『神性』が去ってしまったのは間違いなかったのだ。

　だからこそネロは〈イコノクラスト〉を葬り去る好機と見て事を起こした。

　しかし……もし。

「拡散……だという事か？」

『聖遺物』の中に宿っていた『神』は消滅したのではなく、限りなく希薄化してこのソロン全体に拡散しているとしたら？　そしてそれが必ずしも『死』を意味せず――むしろ世界との一体化を示す事実なのだとしたら？

『神』は世界と同化した。

　そしてその『神』＝世界が〈イコノクラスト〉に手を貸しているのだとしたら。

　ならば――〈アブソリュート〉は世界そのものを相手に戦っている事になりはしないか。

「勝……」

　無理だ。とても無理だ。

　そんな事は――

「――否ッ！」

　己の結論に異を唱えてバルドは叫んだ。

「虚こ仮け威おどしだ！　そんな事が在り得る筈はずが無い！」

　普段のバルドならば、根拠も無くそんな強引な考えには至らなかっただろう。

　だが絶対に勝てると踏んでいた筈の戦いで、今や彼は追い詰められつつある。勿もち論ろん、複数の手札を用意するのがバルドの流儀ではあるが、〈アブソリュート〉が最強の切り札であった事は間違いがない。これで勝てないならば、バルドの他の次善策も全て役立たずという事になってしまう。

　ならばむしろ……

「行け！　ネロ・オトルチ！　勝てぬならば差し違えてでも〈イコノクラスト〉を――ショウゴ・カシバを殺せ！」

〈レネゲイド〉さえ残っていれば、未まだバルドの野望を実現する手段は幾つも採れる。だがもし〈アブソリュート〉が失われ、ショウゴ・カシバがこの戦いに勝ち残ったとすれば、間違いなく『戦犯』としてバルドを追うだろう。

　こちらが利用できないのであれば、むしろショウゴ・カシバは――本物の英雄、いや神になってしまった異世界人の小僧は、むしろバルドにとって害にしかならない。

「殺せ！　どんな手を使ってでもだ!!」

　恐らくバルドのそんな姿など、今まで誰だれも見た事が無かっただろう。

　冷静沈着の権化とも言うべきコードラン家の長は、眼を血走らせて吼ほえた。



　　　

　ネロ・オトルチという個人は既に死んでいた。

「うぎぎ……ぐぎぎぎ！　ぎ！　ぎぎぎ！　ぎぎぎぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！」

　厳密に言えばネロ・オトルチの肉体は生きている。生きて奇怪な声で呻うめき続けている。大脳機能の大半も活動を続けている。簡単な会話なら出来るかもしれない。きちんと言葉を喋しやべれればの話だが。

　ただ――一個人としての自我は既に完全崩壊していた。

　彼はもう自律的に思考する事は出来ない。バルドに命じられれば機械的に状況を判断して動く事は出来る。だが、自主的に何かを考えたり思ったりする事はもう出来なくなっていた。そうした機能を司る精神構造の一部が、完全に破壊されていたからだ。

　今の彼は文字通りに生ける屍しかばねだ。

『殺せ！　どんな手を使ってでもだ!!』

　その言葉を受けて、ネロの大脳は最適戦術を幾つか立案。最も確実性の高いと思われるものを選択。それを実行に移すべく幾つかの奇き蹟せき機関に命令を下す。

「ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ――」

　口の端から泡をこぼし、血走った眼を無意味に見開いて、以前のネロを知る者ならば眼を覆わんばかりの形相――凶相でオトルチ家の若長は行動に出た。

　最も確実にショウゴ・カシバを屠ほふる方法。

　既に最大出力で劣る〈アブソリュート〉に、長々と搦からめ手を使った戦術は出来ない。奇しくもそれは当初のショウゴ・カシバが採った戦術と同じく、最大戦力を瞬間的に一点集中しての攻撃という事になる。

　だがショウゴ・カシバのそれとネロの採ったそれとには、一点だけ大きな違いが在った。

　聖光出力と奇蹟機関回路の妥協点に関する問題だ。蒸気機関だろうが奇蹟機関だろうが同じ事である。過剰な運転をすれば、機関そのものの物質的疲弊を招き寿命を縮める。だがそれを覚悟ならば、瞬間的に大出力を得るのは不可能ではない。

　特に――機関の損壊を覚悟の上ならば。

「ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ」

　勿もち論ろん、自我を失ったネロにそれを恐れる感情は無い。

　彼は〈アブソリュート〉の全奇蹟術機関に、安全限界を超えた全力稼働を命じる。



　――ごおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！



　咆ほう哮こうと言うよりも爆音じみた音を発しながら〈アブソリュート〉は全身から光を発し、獣の様な姿勢で走り出した。



　　　

　聖光の尾を引きながら、地を駆ける流星の様に〈アブソリュート〉が迫る。

　省吾は改めて〈イコノクラスト〉を身構えさせる。

　復元した右腕には何の違和感も無い。『神』が手を貸してくれるのを感じた時も、まさか此こ処こまでの事が起こるとは思ってもみなかった。だが考えてみれば今の『神』は世界そのものだ。一時的ではあろうがその世界が〈イコノクラスト〉の背後に居るのである。してみれば、どんな奇き蹟せき――文字通りの――が起こっても驚くに値しないのかもしれない。

　だからこそ――

（……いける）

　勝てるという確信が在る。

　ただしそれはかつてネロもバルドも持っていた感情だろう。ならばこそ省吾は油断などしていなかった。迫り来る〈アブソリュート〉に向かって、両腕を交差させてその一撃を全身で受け止める積もりだ。



　ごあああああああああああああああああああああああああッ！



　爆音じみた叫びを発しながら〈アブソリュート〉が聖光を帯びた右腕を突き出してくる。

　緊張に引き延ばされた時間感覚の中――省吾は、その右腕が激しく振動し、埃ほこりの様に細かな部品や破片を大量に脱落させているのが見えた。

　ゆっくりとだが、聖光の出力に機体が耐えかねて崩壊を始めているのだ。

（――捨て身!?）

　咄とつ嗟さに両腕に力を込める。

〈イコノクラスト〉の交差した腕のまさにその交点――そこに〈アブソリュート〉の右腕が繰り出す一撃が激突する。拳こぶしではない。貫手でもない。掌底でもない。ただ掴つかみかかるだけの、業も何も無い――だが恐ろしく力のこもった一撃。

　大型爆弾が炸さく裂れつしたかの様な音と光が弾はじけ飛ぶ。

「……ッ!!」

　激痛が回路を遡さかのぼって省吾に達する。

　同時に〈イコノクラスト〉はその踏ん張った両足で土砂を深く抉えぐりながら後退。二本の巨大な溝が大地に刻まれていた。

　だが……そこまでだ。

〈イコノクラスト〉は倒れない。

　恐らくは〈アブソリュート〉の捨て身の――渾こん身しんの一撃をも防ぎきった。



　ごおおおおおおおおあああああああああッ!!



〈アブソリュート〉が身を捻ひねりながら更に左腕を突き出してくる。

　これを右腕で弾きながら――そのまま続く動作で、一歩踏み込みながら省吾は肘ひじを〈アブソリュート〉の胸部に叩たたき込む。カウンター気味の一撃は赤黒い装甲を大きく凹へこませ、大量の火花を散らして〈アブソリュート〉はよろめいた。

「よし――」

　とどめとばかりに省吾が――〈イコノクラスト〉が前に出る。

〈アブソリュート〉は両手を伸ばして掴つかみかかってくるが、〈イコノクラスト〉の両手がこれを捉とらえて止める。今度は後ずさりさえせず、がっちりと両手で〈イコノクラスト〉は〈アブソリュート〉の両手を掴んでその攻撃を封じ込めていた。

　力比べをする様に、両手をそれぞれ噛かみ合わせて相対する巨神達。

「もう諦あきらめろ。バルド・コードラン」

　省吾は言った。

　その間も〈イコノクラスト〉が〈アブソリュート〉を押さえ込みつつある。〈イコノクラスト〉は益ます々ます強烈な光を放ち、対する〈アブソリュート〉はばらばらと部品を撒まき散らしつつ、細部から崩れていく。

「俺おれの勝ちだ」

『……しかし解せんな』

　そこに――バルドの声が届く。

『ショウゴ・カシバ。そこまで君を駆り立てるものは何だ？　英雄としての矜恃プライドか？　まさか最初から勝てると思っていた訳でもあるまい。むしろ敗北する可能性の方が高かっただろう。普通の人間ならばまず逃げる――』

「この世界を変えるんだ」

　省吾は呪じゆ文もんの様にそれを唱える。

　ずっとずっと心の中で繰り返してきたそれが――省吾の野望。

「メリニが、ペルテアが、ハーチェッタが、アフィニエが、セネカが、トリファが、俺の知る人々が、自分の意思で自分の未来を決められる世界にする」

「…………」

　不思議そうにトリファスキアータが膝ひざの上で省吾の顔を見る。

　省吾は〈アブソリュート〉を睨にらみ据えながら言った。

「その為に俺は此こ処こまで来たんだ。ネロ・オトルチ、バルド・コードラン、あんた達の都合の良い世界になんかしてやらない。してたまるか」

　モーリィ。そしてエシェン。

　彼女達の為にもそうすると決めた。

　ただそれだけの事だ。

　別に崇高な理想が在る訳ではない。だがそれだけに、省吾の意思は信念となって強固に彼の行動を支える。実体の無い題目を唱えている訳ではないからだ。彼はただ自分の知る人々を、くだらない束縛から解放してやりたかっただけだ。

　しかし……



    

  









    
      『ショウゴ・カシバ――』

　何ど処こかいびつに歪ゆがんだ声が届く。

『哀れだな。メリニがどうしたと？　姫ひめ巫み女こ達がどうしたと？　所しよ詮せん――浅薄な小僧を操るために配した『首輪』の女達に過ぎない。彼女等は君の恋人でも友人でもない。そもそもとっくの昔に君は裏切られている』

「…………」

『知っているか？』

　嫌らしく絡み付く様な声。

　バルドにしては珍しいが――

『君が食べていたものの正体を』

「…………なんだって？」

『そもそもこの世界の物質で構成された人間では『代行者パニツシヤー』に近付けない。だからわざわざ異世界人を〈イコノクラスト〉の御者として召喚した。だが当然、日々の食事によって人間の身体の構成物質は入れ替わり変化していく。放っておけばせっかく召喚した異世界人の身体も、このソロンの物質に置き換わってしまう』

「…………」

『だから』

　バルドは言った。

『異世界人である君の特質を可能な限りに維持する為に、君の食事に関しては気を遣った。あくまでも君の世界に由来するものを材料に使う様にと命じた――それは、何だと思うね？』

「…………」

　省吾は答えない。

　それをどう感じたか――バルドはたたみ掛ける様に言った。

『人間だよ』

「…………」

『君が食べていたのは、巧妙に調理されてはいたが、人間の肉であり骨だ。先に召喚され、〈イコノクラスト〉の起動実験の際に精神に異常をきたした第三代救世主を殺して、保存しておいた。姫巫女達は君に人間を料理して喰くわせていたのだよ。さすがに野菜類はこちらのものだがね』

　バルドの声には嘲ちよう笑しようの響きが在った。

　恐らくわざわざこの土壇場でこんな話を告げてきたのは、省吾に動揺を誘う為だろう。心の乱れは〈イコノクラスト〉の操縦にも影響する。まして姫巫女達への信頼を失えば、省吾の闘志はごっそりと減ってしまうだろう。

　そこに隙すきを見つけて強引にこじ開けようというのが、バルドの考えの様だった。

　そして――

「――それで？」

　と省吾は言った。

　その声はひどく静せい謐ひつで動揺の響きは微み塵じんも無い。

　いやむしろ静かな怒りだけが緩やかに渦を巻いていた。普段の温厚で素直に感情が表に出る省吾を知る者ならば――彼の抱く怒りの深さに、むしろ恐れおののいただろう。

『…………』

「それを聞いたら俺おれが動揺するとあんたは思ったのか？」

『…………貴様は』

「あんたは誰だれを相手にしていると思ったんだ？」

　省吾は低い声で言った。

　怒号よりも絶叫よりも強い憤怒を載せた声が、淡々と告げる。

「俺が――どんな目に遭ってきたと思う？　どんな風に裏切られてきたと思う？　俺が何度死にたいと思ったと思う？　俺が何度絶望したと思う？　俺が――今まで何も考えずに救世主をしていたとでも、思っていたのか？」

『…………』

「それで世界が救えるなら人肉だって糞くそだって喰くってやるさ。それがどうした。その程度の事も出来ないで、世界なんてものを変えられると、俺が、身の程知らずに自うぬ惚ぼれていたとでも？　なめんな、権力者！　姫ひめ巫み女こが俺に人を喰わせた？　裏切った？　――それがどうした！　そうさせたのはてめぇだろうが！」

　省吾は吼ほえる。

　同時に〈イコノクラスト〉の出力が更に上がった。

　爆音と共に無数の火花を飛び散らせて〈アブソリュート〉の右腕が折れた。次いで左腕も。肘ひじの関節部分、それに手首の関節部分が耐えきれなくなって弾はじけ飛んだのである。

　恐らくは循環させていた『血族』の血肉なのだろう、まるで人間の様に〈アブソリュート〉は傷口から赤い血を撒まき散らしながら、身み悶もだえた。

　しかし――

「――！」

　最も早はやこれまでと判断したのか。あるいは最初からそれを狙ねらっていたのか。

　省吾が完全に勝ったと確信した際の、本当に僅わずかな隙を強引にこじ開ける様にして〈アブソリュート〉が〈イコノクラスト〉に肩で体当たりする。

　さすがによろめく〈イコノクラスト〉。

　そこにのしかかる様にして腕を――それは既に肩から肘までしか動かないが――そして脚を使ってしがみつく〈アブソリュート〉。

『前言撤回だ。残念だが君を『聖体』として利用するのは諦あきらめる。ネロ・オトルチと共に吹き飛ぶがいい――ショウゴ・カシバ』

「――ッ!!」

　自爆する――いやさせる気だ。

　さすがに密着状態で全聖光出力を爆破の奇き蹟せき術に注ぎ込まれれば――どうなるか。いくら『神』の支援が在るとはいっても、それはばらばらになった〈イコノクラスト〉や省吾を復元させてくれる程のものとは限らない。

　省吾は何とか〈アブソリュート〉を引き剥はがそうとして両腕に力を込める。

　そして――

「え…………!?」

　不意に〈アブソリュート〉から力が抜けた。

　何の脈絡も無く唐突に――だ。

　無論それはバルドの策略ではないらしく、通信回線越しに『なに!?』とバルドの発した驚きよう愕がくの声が伝わってきた。

　そして……

「ショウゴ様」

　それまで沈黙を守って機体制御に徹していたトリファスキアータが言った。

「〈長〉達がお手伝いしてくださりまする」

「え……？」

　一瞬――意味が分からずに怪け訝げんな声を漏らす省吾。

　だが次の瞬間に彼は理解した。

　トリファスキアータが〈アブソリュート〉の機体管制まで奪ったのだ。

　元より『血族』同士の共鳴――の様な何か――を辿たどってこの戦場に彼女はやってきた。彼女は『血族』の聖体が放つ波動を感知でき、また、自らや省吾の肉体を『聖体』として使う事で〈イコノクラスト〉をも動かした。

　トリファスキアータは――今や『血族』唯一の生き残りとして、死したる仲間達の力を統合制御する力を有しているという事だ。

　離れていた場合は、さすがに〈アブソリュート〉本来の制御術式を排除して乗っ取るのは難しかったのだろうが、今や密着状態で〈アブソリュート〉と〈イコノクラスト〉はほぼ一体化している上、過剰稼働によって〈アブソリュート〉側の奇蹟機関は崩壊が始まりつつある。そこに彼女が割り込む隙すきが在ったのだろう。

『ば――馬ば鹿かな』

　バルドが呻うめく。

　彼を嘲あざ笑わらうかの様に〈アブソリュート〉を包む聖光は減少し、その赤黒い巨体は轟ごう音おんと共に大地に膝ひざをついた。罪人の如ごとく項うな垂だれるその姿に、最も早はや、威力は微み塵じんも見えず、代わりに――

「…………」

　さすがの省吾も言葉を失った。

『傷口』から流れ出るどろどろの血肉が……滴り落ちる事無く〈アブソリュート〉の巨体の上を這はっていく。薄く聖光を帯びながら、それらはまるで古城に絡み付く蔦つたの如く、その鋼鉄の身体を縛り付けていた。

〈アブソリュート〉は未だ身み悶もだえするかの様に身体を震わせているが、ぎぃぎぃと音を立てて装甲が、関節が、血の蔦の部分からへしゃげ、潰つぶれていく。

　無論それは聖光制御に失敗した結果、『聖体』が暴走しているのだと説明する事も出来る。だが省吾にはそれはもっと別の現象の様にも見えた。

「『血族』の……執念か……」

　あるいは無念か。

　だが……

『ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ』

　最早、人間のものとは到底思えないネロの声が聞こえる。

　あの中で、未まだあの若い野心家は狂いながら悶もん絶ぜつしているのだろう。

　自業自得とはいえ――

「もういい」

　省吾は言った。

　ネロの狂態も。

　死して尚なおも……人の姿を失ってさえも自由になれない『血族』の姿も。

　見るに堪たえない。凄せい惨さんな現実はもう充分に見た。

　だから――

「終わりだ。終わらせる」

　ふと省吾は膝の上のトリファスキアータに話し掛ける。

「トリファ。〈長〉達を――君のお母さん達を、解放してあげよう」

「……解放？」

「みんな……」

　一瞬、省吾は言葉に詰まる。

　だが誤魔化し続けても意味がない。省吾は小さく首を振ってから言った。

「みんな死んだ。でも死に切れてない。死んでもなお――あのでっかい鉄の巨人の中でこき使われている。だからきちんと死なせてあげないといけない」

「…………」

　トリファスキアータは……束の間、戸惑う様に首を傾かしげる。

　だが覆い被かぶせる様にして省吾は言葉を続けた。

「この世界に還かえすんだ」

『神』と同じ様に。

『聖体』として生々流転の環わから外され、密閉容器の中で保管され続けるよりも、一度この世界の中に飛散して、またいつか命の一部となって生まれ帰って来れる様に。

「……はいでする」

　トリファスキアータが頷うなずく。

「力を集中させて――右手に」

「はいでする」

　頷いてトリファスキアータが〈イコノクラスト〉の聖光の流れを調整する。

「――ッ！」

　集中する奇き蹟せき機関の力を自覚しながら省吾は〈イコノクラスト〉の拳こぶしを突き出した。

　真っ直すぐに揺るぎない――一打。

　それはするすると、まるで最初からそうなる事を予定されていたかの様に、自然に〈アブソリュート〉の胸に突き刺さり、そして、抜けた。

　音は無い。

　ただ光だけが爆発した。

〈イコノクラスト〉に貫かれた部分から鋼鉄が融解し、蒸発し、そして光の中で飛散していく。静々と進むその崩壊の様子は、まるで無数の花弁が散っていくかの様で――滅びの光景でありながら、ひどく美しかった。

　光の中で〈アブソリュート〉が消えていく。

　無数の光こう芒ぼうと飛散し――無くなっていく。

　やがて……

　死闘の痕跡も生々しく刻まれたその大地には、黒い鋼鉄の巨神がただ一柱、立ち尽くすのみとなった。



　　　

　バルド・コードランはおよそ敗北というものを知らない。

　実の所……コードラン家の家督相続権を持っていた人間は、彼以外にも七人居た。その悉ことごとくを謀殺し、あるいは失脚させて彼はコードラン家の長の地位に就いたのだ。負ける事など許されない。多くの場合にそれは死と同義であったからだ。

　コードラン家の長として〈レネゲイド〉の中枢に立つ事になってからも同じだ。

　バルドは常に敗北を回避し続けてきた。

　彼はそう特別な事をしていた訳ではない。『負けない』という事は必ずしも『勝つ』という事ではない。人生という盤面の上で繰り広げられる権謀術数という遊戯では、死なない限りまず敗北は確定しない。それは即ち――どれだけ敗北の様に思える状況に追い込まれても次の一手を打てる限り、そこで終わりではないという事だった。

　負けたと思った瞬間に敗北が確定する。

　故に……彼が〈アブソリュート〉の敗北に呆ぼう然ぜんとしていた時間は極めて短かった。

「おのれ――ショウゴ・カシバ」

　バルドは奇き蹟せき術回路の上で立ち上がる。

　次の一手を打たねばならない。幸い未まだ自分の影響力は〈レネゲイド〉の中に残っている筈はずだ。名実共に英雄となったショウゴ・カシバが余計な真ま似ねをしてくる前に、自分に従う者達を集めて次の策を練らねばならない。

　候補者を頭の中で確認しながら、バルドは鍵を解いて密室の扉を開く。

「先まずは……」

　そこまで呟つぶやいて。

「――!?」

　ふと目許が陰った事を気付いて視線を上げるバルド。

　そこに彼が見たものは、黒く小さな闇やみをその内に湛たたえた銃口だった。

「き……貴様……」

「やあ。久しぶり」

　レオンは言った。

「そして、さようなら」

　銃声が密室を跳ね回る。

　頬ほおを叩たたかれる様な轟ごう音おんに一瞬顔をしかめてから、レオンは足下に倒れたバルドを見下ろした。額にぽつんと開いた小さな穴。言うまでもなく即死である。コードラン家の族長の横顔は『信じられない』といった驚きの表情を固着させたまま、緩やかに死相に覆われていった。

「迂う闊かつだよ。今の『聖せい廟びよう』で稼働している奇蹟機関なんざそう幾つも無い。意外と簡単に見つけられたぜ？」

　とレオンは言った。

　勿もち論ろん――死者たるバルドは答える事も悔しがる事も無い。ただ生まれて初めての敗北を全身で表現しながら、そこに転がっているだけだ。

「……さて」



    

  
    
      



    

  
    
      　レオンは既にバルドには興味を失った様子で、扉を閉めながら呟つぶやく。

「とりあえずは勇者様の凱がい旋せんを眺めに行くか」



　　　

　朝の光の中に星が降っていた。

〈イコノクラスト〉に集まっていた無数の光こう芒ぼうがソロン全土に再び拡散していく。

　街路にも。村落にも。荒野にも。山岳にも。森林にも。湖畔にも。海岸にも。

　男性にも。女性にも。若者にも。老人にも。兵士にも。娼婦にも。僧侶にも。

　ありとあらゆる場所に、あらゆる者の上に、光の雪が降っていく。それらは空中で溶ける様に消えるものも在り、人の肌に触れて泡の様に弾はじけて消えるものも在り、しかしいずれも長く留とどまる事は無く、再びソロンという世界に静々と同化していった。

「……省君」

　屋根を通り抜けて降り注ぐその光に触れて……花梨は呟いた。

　やはり戦いの趨すう勢せいは屋敷から見る事は出来ない。だがその光に触れた瞬間に彼女はほぼ直感として悟っていた。これは〈イコノクラスト〉から放たれたものだ。何がどうと明確に言う事は出来ないのだが――そこには省吾の匂においの様なものが残っている。

　恐らく省吾は勝ったのだ。

　だから――

「ショウゴ様……」

　その声に振り返って見れば――いつの間にか意識を取り戻したメリニが身を起こし、掌てのひらの上に降ってきた光こう芒ぼうの一つを愛いとおしげに見つめている。花梨が省吾を感じた位だ、彼女もまたその光の中に省吾を感じているのだろう。

「なんか手の届かない所に行っちゃった感じね」

　と花梨は苦笑する。

　ゲーム好きの何の変哲も無い高校生だった従兄弟いとこが――今や神様そのものになろうかという勢いである。いや……既に彼は神にも等しかろう。見渡す限りに降るこの光は、神の後継として省吾が選ばれた証あかしとも言えた。

　だが……

「そんな事はありません」

　メリニは静かに微笑ほほえんだ。

「ショウゴ様はショウゴ様です。私達のよく知っているあの人のままです」

「…………メリニ」

「表面的に変わっても……あの人は根本の所で何も変わっていません。初めてお会いした時から。残酷な現実も、悲惨な現実も、あの人の中の信念を何も曲げる事は出来ませんでしたから……」

　優しく在る事は簡単だ。

　だが優しく在り続ける事は難しい。

　残酷で悲惨な現実を幾つも幾つも突き付けられて、何度も何度も後悔と絶望を重ねて、それでも省吾は自分の置かれた冷酷無情な状況に迎合しなかった。途中に揺らぐ事は何度も在っても、逃げ出した事は在っても――青臭いとも言うべき純粋な理想を抱いて必ず戻ってきた。

　本人は恐らく否定するだろう。

　それは理想などではないと。ただの卑近な望みに過ぎないと。自分の知る限りの人々に自分で未来を選択できる余地を与えたい、ただそれだけの事でしかなく、高こう邁まいな精神や、崇高な価値観の末に生み出されたものなのではないと。

　だが――だからこそ。

　遙はるかな高みから神として全てを見下ろすのではなく、人々と同じ所に立って彼はこれからも生きていく。頂点に君臨するのではなく――常に誰だれかの隣に立って。誰かに寄り添って。誰かに寄り添われて。一緒に泣いて、笑って、怒って……そういう生き方を彼は選ぶ筈はずだ。

　だから……

「――はいはい。私の完敗」

　花梨は肩を竦すくめる。

「でも苦労するわよ。省君――意外と女たらしみたいだから」

「頑張ります」

　と花の様な笑顔を見せるメリニ。

　花梨は呆あきれた様に首を振って――やはり笑った。



　　　

　そうして――一つの事実は伝説となり神話となる。

　人々は神にも等しき英雄、いや神そのものとなった英雄の物語を語り継いでゆく。それはしばしば都合の良い曲解が加えられ、口から口に伝わっていく度に微妙な誤差を生んでいくだろう。恐らく世界の端に届く際には、省吾本人も苦笑せざるを得ない様な内容になっている筈はずだった。

　だがそれで構わない。

　此こ処こは人の世界だ。

『神』がそう望み省吾がそう望んだ。

　ならばあまりに具体的で明確な神様など要らない。

　君臨などする必要が無い。

　それは人々の心の中に在って時折――その助けになれば良い。心が折れそうな時、絶望に気持ちが押し潰つぶされそうな時、諦あきらめを押しつける相手ではなく、もう一度立ち上がる為の指標として。絶望の最中さなかにも希望を見いだす為の光明として。

　その為には……



　　　

「――出ろ」

　鉄格子の音と共にそんな声が投げ込まれる。

　アフィニエ・オトルチはのろのろと顔を上げた。

　反逆者の――そして『狂える魔王』の妹として〈レネゲイド〉の残党に捕縛された彼女は、この二ヶ月余り、牢ろう獄ごく生活を強いられていた。彼女の他にも殆ほとんどのオトルチ家残党は捕らえられ、同様の扱いを受けている様だ。その多くは、これからどうなるのか――敗残者たる自分の未来を想って嘆き、怯おびえている事だろう。

　アフィニエは……ただぼんやりとしていた。

　兄に裏切られ棄すてられた時は死すら考えた。いっそ〈イコノクラスト〉と〈アブソリュート〉の間に身を投げてしまえば楽になれるのではないかと。

　だがそれすらも実行できなかったのは、単に、自殺する気力さえ湧わかなかったからだ。

　彼女はただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたままの状態で、〈レネゲイド〉の者達に取り押さえられ、状況に流されるままにこの二ヶ月を過ごしてきた。

　外の世界がどうなったのか彼女は知らない。

　別に興味も無かった。

　ただ――

（――ショウゴ様）

　彼が生き残ったらしい事は分かっていた。

　その事だけがアフィニエには慰めでもあった。もう彼は、そして彼の側そばに居るであろう姫ひめ巫み女こ達は、アフィニエを許してなどくれないだろうが、それでも――だ。

　兄の野望に乗る事無く、ただ一介の姫巫女として彼の側に侍はべっていれば、違う未来も在ったのかもしれない。だがそんな事を今更想っても詮無い事だ。

「来い」

　看守に引き立てられてアフィニエは歩いていく。

　行き着く先は処刑台だろうか。

　それはそれで――自分で死ぬ手間が省けて悪くない。そんな事を想いながら彼女は歩き続け、そしておよそ二ヶ月ぶりに地上へと出る事になった。

　陽の光が眼に痛い。

　だが彼女は気にせずむしろその双そう眸ぼうを見開いた。

　かつて〈アブソリュート〉と〈イコノクラスト〉が戦った荒野。樹海の中にぽっかりと穿うがたれた円形の大地に……人々が群れている。

　人数は……一見しただけでは分からない。だが恐らく万の単位の人間が居るのだろう。あるいは何十万か。そこは何かの会場になっている様で、地面こそ最低限に均ならされているだけだが、人の流れを導く様にあちらこちらに縄ロープが張られ、中央には祭壇を想わせる舞台が設けられていた。

　その背後に傲ごう然ぜんと直立するのは〈イコノクラスト〉である。

　ならばこれは……

「……ショウゴ様」

　呟つぶやくアフィニエ。

　省吾の為の式典だ。かつてネロ主導で行った大衆扇動の為の芝居ではなく――本物の。

　眼を細めるアフィニエ。

　二ヶ月ぶりの太陽よりも、華やかなその舞台の様子が彼女にはひどく眩まぶしくて、直視をしているのが辛つらかった。それと同時にどうして自分がこんな場所にわざわざ連れてこられたのかという疑問も脳裏をかすめる。裏切り者に栄えい耀よう栄えい華がを見せつけようというのだろうか。あまり省吾の考えそうな事ではないが――

「急げ。時間がないぞ」

　そう言って看守はアフィニエの背中を押す。

　その時になってようやく、彼女は自分が監獄から出される際に手錠や足枷かせをされていない事に気付いた。これは囚人の扱いではない。まさかアフィニエの様子を見て逃亡防止の要無しと判断した訳でもなかろう。

「え……？」

「勇者様が――ショウゴ様がお呼びだ。『姫ひめ巫み女こは全員揃そろって壇上に上がれ』と。急いで控え室に入り沐もく浴よくの後、身なりを整えろ」

「…………」

　一瞬――意味が分からなかった。

　そんな都合の良い事など在り得ないと想っていたからだ。

「でも……それは」

「拒否する権利は無い。急げ」

　無表情に看守は言った。

「オトルチ家の反乱については『戦争』と認識し、第一級戦犯ネロ・オトルチの死を以もつてその罪の大半は償われたと判断、生き残ったオトルチ家縁ゆかりの者の罪を減免し、今後はそれぞれの立場に見合った贖しよく罪ざいをすべし――それがショウゴ様の御裁可である」

「…………」

　心の底で納得する自分をアフィニエは意識する。

　いかにも省吾らしい――と。

　細かな罪を問うならば〈レネゲイド〉の者達ですら何らかの罰を与えねばなるまい。彼等も省吾を騙だまし、民衆を騙してきたのは間違いないからだ。だがエシェンやトリファスキアータを見てきた彼は、個々人の意思ではどうにもならない状況というものを――誰だれもが自分の自由意思や良心に従って行動できた訳ではない事を知っている。そもそも心の自由すら許されなかった者達が居る事も知っている。

　だからこそ彼は、首謀者以外を殊更に罰する事を避けたのだ。

　二ヶ月の禁固もあるいは――その判断を他の者達に納得させる為の、いわば緩衝期間であったのかもしれない。実際にアフィニエやオトルチ家の者が〈レネゲイド〉の同胞を殺したのは事実なのだ。それが『戦争だったので個々の兵士に責任は無い』と上から宣言されても、即座には納得しにくい者も多いだろう。際限のない復讐合戦を止める為にアフィニエ達を保護していたと見る事すら出来る。

「私は…………」

　どう償えば良いのだろうか。

　戸惑いを覚えるアフィニエの背中を改めて看守が無表情に押した。

「何度も言わせるな。急げ」



　　　

　ショウゴ・カシバなる者の名は今やソロンにおいて特別な意味を持っていた。

　ソロンの創造主たる『神』の呪のろいを打ち破った英雄。

『魔王』ネロ・リヴィス・オトルチを打倒せし勇者。

　超兵器〈イコノクラスト〉を操り不可能を可能とする超人。

　だがそれは……特別に過ぎたとも言える。

　圧倒的な力を持ち人々の上に君臨する存在は、しばしば民衆の思考停止を誘発し、自主性を奪う。現実として神の化身たる〈イコノクラスト〉が――世界の力そのものを引き出せる神権端末などという代物が在れば尚なお更さらの事である。

　そんな事態は省吾の本意ではない。

　神は天に在って見守るだけでいいのだ。

　だから……

「凄すごい人だな……」

　省吾は控え室の扉の隙すき間まから舞台を――いや神殿を見回して呟つぶやいた。

　見渡す限りに広がり、波の様にうねる人の群れ。ざわめきもまた潮騒しおさいの如ごとく低い濁音となって押し寄せてくる。群衆という言葉で一括りにしてしまえばそれはただの光景に過ぎないが、その一人一人が自分と同じ人間で、それぞれの人生を生きてきて、その上で今此こ処こに集っているのだと思うと、省吾は軽い目眩めまいさえ覚えるのだった。

「ちょっと大おお袈げ裟さに過ぎないかな。これ」

　この二ヶ月で急きゆう遽きよ設しつらえられた為に、実はこの施設は半ばハリボテである。巨大な現神である〈イコノクラスト〉を祀まつる為のものという事になっているが、実際には〈イコノクラスト〉そのものが神殿であり、その周りに民衆の集まる広場と、それを誘導する関係者達の詰め所や、幾つかの必要施設が急遽造られただけの事だ。

〈偶像破壊者〉の名を冠された巨大兵器が、まさしくその偶像そのものとして祀られるのはある意味で本末転倒であり、大いなる皮肉にも思えたが……まあさすがにこれは仕方あるまい。

　恐らくきちんとした形で施設として整うのは何年も後の事だろう――と省吾の信託を受けてソロンを統治する暫定政府機構の長ゼブロン・インペラスは言った。政府機構の実体は〈レネゲイド〉だが、まさか『背信者』の名を冠する組織を政府として置く訳にいかず、形ばかりの組織解体と再編成を行った結果だ。こちらも数年を掛けてより相応ふさわしい人材と組織へと置き換わっていくだろう、との事だった。

「御自覚ください」

　呆あきれた様子で言ってくるのは正装に身を包んだペルテアである。

　彼女の隣には回復したメリニや、同じく正装のハーチェッタ、セネカ、トリファスキアータ、そして花梨の姿も在る。未まだアフィニエの姿は無いが――彼女も式典の開始までには間に合う様にと手配は済ませてある。

　さすがに親を殺されたハーチェッタとセネカは少々アフィニエに対して想う所がある様だったが、贖しよく罪ざいを科す事を前提に彼女を釈放する事に関しては共に異を唱えなかった。同じ姫ひめ巫み女ことして、権力者たる兄には従うしかなかったアフィニエの立場を、多少なりとも理解はしているからだろう。

「ショウゴ様は既に英雄であり――神権代理人でもあるのですよ」

「その『神権代理人』ってのもな。もっと柔らかい言い方無いのかな」

　と――腰に手を当てて言ってくるペルテアに、辟へき易えきした様子で省吾は言う。

　そんな、普段通りの彼の様子が可お笑かしかったのか、少女達が声を合わせて笑う。

　そこへ――やはり正装に身を包んだゼブロン、そしてレオンとアンジェリットが姿を現した。レオンもいつもの無ぶ精しよう髭ひげを綺き麗れいに剃そり、髪も丁寧に撫なで付けており、まるで別人の様で――一瞬、省吾は誰だれだか分からなかった位だが。

「随分と余裕だな」

　苦笑を浮かべながらレオンは言った。

「さすがは神権代理人」

「止やめてください。せめて仲間内では」

　溜ため息いきをついて言う省吾。

　そんな彼を見つめながら――

「やはり考えは変わらないか」

　ゼブロンが声を掛けてくる。

「ええ。変わりません」

　省吾はきっぱりとそう言った。

「俺おれは――俺も花梨も自分の世界に戻ります」

　そう。

　今日は彼がこのソロンを去る日でもあるのだった。

〈イコノクラスト〉を通じてこの世界の奇き蹟せきの力全てを統合制御出来る省吾は、既に自らの力で異世界同士の転移を行う事も出来る様になっている。その為の術式も改良を加えた上で既にハーチェッタの手で完成され、〈イコノクラスト〉に搭載されている。

「そうか……残念だ」

　ゼブロンはこの二ヶ月、何度か省吾にこのソロンに留とどまる事を要請してきた。

　政府機構が出来たとは言っても、未まだ問題は山積みだ。ある意味で大変なのはこれからだと言っても過言ではない。大きな騒乱が起きた時、神権代理人・省吾の威光がそれを鎮静する為に効果的なのは誰だれにでも分かる事だった。出来ればこのソロンで統一政府の長に就いてくれないかというのがゼブロンの提案だった。

　だがそれでは駄目なのだ。

　人間の手の届くところに神やそれに類する者が居てはならない。

　それは間違いなく人間の自由意思を奪う方向に作用する。悪意や奸かん計けいの有る無しではない。そうでなければいつまでも人間は神から自立できないのだ。

　だから省吾はこのソロンを去る。

　しかし……

「勿もち論ろん、万策尽きてどうしようもない時、人の手では絶対に解決できない様な問題が起きた時は、遠慮なく呼んでください。その時はどんな事が在っても馳はせ参じます。神様の代理人としての――それが責務だと思いますから」

「…………ふむ」

　ゼブロンは特に気落ちした風も無く頷うなずいた。

　そして――

「ま……代わりと言っては何だがな」

　レオンは苦笑しながら言った。

「そこら辺は、精々俺おれが頑張るさ。救世主役は押しつけちまったからな」

「お願いします」

　苦笑で応じる省吾。

　レオンは――帰らずこちらの世界に残る事にしたそうだった。

　博識で頭も切れる彼は、政府機構の整備や、経済体制の整備といった諸々の部分で助言者オブザーバー的な立場に就く事になっている。全体的に政治や経済について近代化の遅れている――省吾達の世界から見てという意味だが――このソロンおいては、彼の助言とそこからもたらされる各種改革が、大きな躍進を促す筈はずだった。

「……あ」

　ふとレオン達の背後からおずおずとした声が届く。

　集中する一同の視線を浴びて身を竦すくめたのは――アフィニエだった。

「あの……」

「揃そろったね」

　彼女に余計な台詞せりふを許さず、省吾は微笑ほほえんで言った。

「やっぱり見送りにはアフィニエにも来て欲しかったんだよ」

「み――見送りって」

「俺おれは元の世界に帰る」

　省吾はきっぱりとそう告げてから、舞台に向けて歩き出す。

「行こうか」

「はい」

　姫ひめ巫み女こ一同を代表してメリニがそう答えた。



　　　

　神殿の広場に集まった民衆は既に興奮の極みに在った。

　この世界にただ一人の神権代理人にして異世界人ショウゴ・カシバが――ソロンを去るからである。その事はおよそ一ヶ月前から告知されてはいたものの、未まだ情報流通の整備も完全でないソロンでは、寝耳に水という者も多く……ただ単に混乱して真実を確かめようとする者から、悲嘆に暮れるてせめて去り際の姿を眼に焼き付けようとする者まで、総計十万を超える民衆が集まる事となった。

　そして――



　――ショウゴ！



　誰だれかが発作的にそう叫ぶ。

　舞台の上にショウゴ・カシバその人と彼の従者たる少女達、それに政府機構の要人達が姿を現したからだ。

　その一声を皮切りに……広場には怒ど濤とうの如ごとく人々の叫びが溢あふれた。



　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！

　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！

　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！

　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！……



　連呼される英雄の名。



    

  









    
      　世界を背負うには未だ若すぎると言わざるを得ない様な――少年が少し照れた様な表情を浮かべて片手を挙げる。熱狂的に彼の名を呼んでいた人々は、神権代理人の有り難い言葉を期待して口をつぐみ、静寂を広げて待った。

　だが――

「……ありがとう」

　恐らくそれは誰だれも予想していなかった一言であったろう。

　多くの者がその意味が分からず、ただただ絶句した。

　感謝というならばソロンの民の側からショウゴにすべき事である。だが神の呪のろいを解いた勇者はただ端的にそんな言葉を投げて――そのまま民衆に背を向けた。余計な言葉など要らないと宣するかの如ごとくに。

　そして……

「――……」

　彼が何事か唱えると、聖光に包まれて、彼とその連れらしき少女の姿がゆっくりと浮かび上がる。奇き蹟せき術による浮遊。やがて二人はゆっくりと水底の泡の様に上昇して、扉が開かれたままの〈イコノクラスト〉御者室へと消えていく。

　その時になってようやく我を取り戻した民衆が、叫び、あるいは拍手をし、英雄との別れを惜しんだ。爆発的に広がる声と手を叩たたく音が神殿を、〈イコノクラスト〉を包み、晴れ上がった空に昇っていく。

　やがてショウゴと連れの少女は御者室の中に入ると、別れを惜しむかの様にそれぞれ大きく手を振った。

　送還奇蹟術式が起動する。

　鈍い駆動音と共に鋼鉄の擬神機の各部から光が漏れ始める。それはやがて相互に繋つながって、〈イコノクラスト〉そのものを包む巨大な光へと成長していった。

「……神、空に　しろしめす、すべて世は　事もなし……か」

　舞台の端で――ふとレオンがそんな言葉を呟つぶやく。

　同時にその言葉が引き金であったかの如く、〈イコノクラスト〉を中心として巨大な光の柱が天地を繋ぐ。異なる因果律の空間を繋いだ為か、地鳴りの様な轟ごう音おんが辺りに満ちて広がっていった。

　そして――その全てが収まった時。

　開かれたままの御者室には、ただ空虚が横たわるのみとなっていた。



    

  
    
      
終章





　欠伸あくびを噛かみ殺しながら少年は道を歩いていた。

　昨晩はＭＭＯＲＰＧ――いわゆるネットゲームで徹夜をしてしまったからである。

　普通のゲームと違ってプログラムのキャラクターではなく、実際に人間が操るキャラクターと一緒に行動して遊べるのが、ＭＭＯＲＰＧの醍醐味ではあるが……だからこそ、眠くなったら即、接続を切ってゲームを終了してしまえば良いという訳にもいかない。互いに顔も見えない関係を『不健全だ』と揶や揄ゆする有識者も未だ多いが、これで中々、ネットワーク越しの人間関係も、しがらみだの何だのが在って大変なのである。

　とにかく今日一日の授業は殆ほとんど耳に入らなかった。

　帰宅中の今も、ひっきりなしに欠伸が出る始末である。勿もち論ろんノートなんて取れている筈はずも無いので、後で友人の誰だれかに写させて貰もらう様、頼んだ方が良いだろう。

「うー……」

　眠気覚ましに買った缶コーヒーを左手でがぶ飲みしながら、少年は右手で携帯電話を弄いじっていた。中高一貫教育の学校に通っている為、駅までの道のりはもう往路復路合わせて千回以上も通い慣れている。車の行き来も殆ほとんどない道なので、眼を瞑つむってとまではいかないが、携帯でネットサーフィンしながら歩いても電信柱や壁にぶつかったりする様なへまはしない――少なくとも少年は自信が在った。

　ちなみに……

「――あ。アレ、アニメ化か」

　ぶつぶつ呟つぶやきながら彼が眺めているのは、巨大掲示板である。

『今夜のおかず』から『ハッキング』まで話題と名の付くものなら何でもござれの情報集積体。勿論インターネットの常で、デマやら嘘うそやらも多いし、大半が愚にも付かない便所の落書き同然のものだが、それがまた――いやだからこそ面白いと少年は思っている。その中から時折まろび出る真実とか、はっとさせられる様な深遠な意見を発掘するのが『通』の醍醐味だと彼は考えていた。

　まあそういう訳で。

　通学の間に、今日も今日とて彼は携帯電話で馴な染じみの話題のチェックに余念が無い。携帯のパケット料金がかなりの額になっているが、その分は自分でアルバイトをして稼いでいるので、親も渋い顔こそすれ、文句は言ってこない。

「それよりも『ブラスト！』アニメ化しろよな……っとに。あ。そういえば『あそびにきたよ♪』の最新刊って今月だっけ。ああくそ漫画版もか！　小遣い足んねーよ」

　ぶつぶつと呟きながら少年は画面をスクロールさせていく。

　概おおむね――不満の無い日常を彼は送っている。

　学校も家庭もネットもそこそこ楽しい。興奮して眠れないなんて経験はここ何年もしてこなかったが、穏やかに満ち足りた毎日が昨日から今日、今日から明日へと、緩やかに続いて行っている。

　そう。特に不満なんか無い。

　ただ――時折、何か発作的に『飢え』の様なものを感じる事は在る。

　何か足りない様な気がする。

　些さ細さいな――けれど大事な何かが。

　最後にドキドキワクワクしたのは何い時つのことだろうか。もう、小さな事にいちいちはしゃぐ様な子供じゃないんだとも思う反面、そうした昔の経験をふと懐かしんでいる自分が居たりする。平穏だが無難なだけの時間に、ふと苛いら立だってしまう事だってある。

　ただ……

「お。新型出るのか。ソースチェックソースチェック。あ。マジだ。でもなー。液晶でかくなっただけで買い直すのも……」

　そんな事を呟つぶやきながら曲がり角に差し掛かる。

　そこで――

「きゃっ!?」

「おわっ!?」

　軽い衝撃と共に世界が傾く。

　誰だれかにぶつかったのだと理解した時には、少年は転倒して手から離れた携帯が道路の上を滑っていった。

「なっ……」

　通い慣れた道。だから携帯電話でネットサーフィンしながらでも道路標識や建物にぶつかる事は無い。ゆっくり歩いているので通行人も向こうから避よけてくれる。

　だが相手も同じ事をしていたらその限りではない訳で。

「……あ」

　見れば手元に少年のものではない携帯電話が転がっている。

　大画面が売りで殆ほとんど中身はパソコンという代物――いわゆるスマート・フォンである。実を言えば少年も欲しかったのだが、さすがに最新型には手が出ずに見送った機種だ。

「す……すいません」

　そんな声に導かれて少年は視線を上げる。

　すると――そこには一人の少女が長身を折り曲げて地面に座り込んだ彼を見つめていた。

　どうやら外国人らしく亜麻色の髪を長く伸ばしている。長身と相まって見上げる少年からは迫力すら感じる外見だったが、その白く整った顔には、こっちが申し訳なくなる位に、おどおどと動揺の表情が出ている。

「…………ええと」

　角で出合い頭に美少女と衝突。

　何ど処この漫画だ――と脳裏で突っ込みながら、少年は目の前に差し出された少女の手をぼんやりと見つめていた。一瞬、少女が何をしているのか分からなかったのである。

「あ、あの、大丈夫……ですか？」

　外国人にしては妙に流りゆう暢ちような日本語でそう尋ねてくる少女。

　そこでようやく少女が、少年が立ち上がるのに手を貸そうとしてくれているのだと理解した。実を言えば彼女居ない歴が年齢と同じという少年には、とりあえず『女の子の手を握る』という選択肢コマンドが無かっただけの事である。

　そこにぴょこんと一つ増えた訳で。

「あ……えと。だ、大丈夫」

　言いながら、少年はとりあえず――内心はちょっとどきどきしながら――少女の手を握る。ひょいと長身に相応ふさわしい力強さで彼は引っ張られ、殆ほとんど力も入れないまま彼は立ち上がっていた。

「すいません、ちょっとよそ見をしていて」

「あ……いや。まあ、俺おれも、してたから」

　と言って、少女から視線を逸そらす様に自分の携帯を捜す。妙におどおどしている癖に真っ直すぐに眼を見てくる少女と見つめ合っているのが、やけに恥ずかしかったからだ。

　だが……

「――げ」

　少年は呻うめいた。

　慌てて駆け寄って拾い上げると――落とした角度でも悪かったのか、携帯の液晶にヒビが入っていた。これは間違いなく修理コースだ。だが幾らかかるやら。まさかこういう見るからに『落として割りました』的なものまで、保証で修理はしてくれまい。

「あー……」

「あ！　す、すいません！」

　少女は少年の携帯が壊れたのに気付いて、顔色を変えた。

「べ、べ――ええと何だっけ。弁当、いや違う」

「……ひょっとして弁償？」

「あそれですそれです」

　こくこくと少女は頷うなずく。

　やはり外国人なのだろう。日常会話は問題無い様だが、ちょっと変わった単語になると咄とつ嗟さに出てこない様だった。

「弁償してくれるんなら有り難いけど……」

「あ。そうだ――」

　少女は腕に巻いた時計を見てまた顔色を変える。

　くるくるとよく表情が変わる様が見ていて妙に可お笑かしい。

「すいません、私、ショウゴ様達と待ち合わ――いや。その。ええと用事があるんで」

「はぁ」

「……何か書くもの、書くもの、ええと」

　ポケットからペンを取りだして少女は自分の服をぱたぱたと叩たたいている。どうやら紙を捜している様なのだが――持ち合わせが無いらしい。

「ごめんなさい、えっと、手、いいですか？」

「手？　え？」

「失礼します」

　と断ると、少女は改めて少年の手を取り、その掌てのひらに油性ボールペンらしきその筆記用具で携帯番号を書き始める。くすぐったさに思わず手を引っ込めそうになる少年を、しかし左手でしっかりと掴つかみながら、少女は番号を書き終え、ついでにカタカナで『ハーチェッタ　マブロ』と書いた。

　どうやらそれが彼女の名前らしい。

「後でそこに連絡を」

「は……はぁ」

「では！」

　言ってぺこりと頭を下げると少女は小走りに駆けていく。

　少年がぼんやりとその後ろ姿を眺めていると、二十メートルほど走ってから、振り返り、また律儀な仕草でぺこりと頭を下げ、そして彼女は十字路の向こうに消えていった。

「……なんなんだ」

　この状況。

　というか――

「……うーむ」

　改めて自分の掌に書かれた番号と名前を眺める。

　それはただそれだけの――愛想の無い文字列なのだが。

「…………」

　何故だか少年は妙にわくわくどきどきしている自分に、未まだ気付いてはいなかった。



　　　

　大学の創立記念日という事で授業は全て休講。

　なので今日は時間に余裕が在る。省しよう吾ごは一日遊ぶ事に決めていた。折良く明日は二回目の『帰還記念日』である。そして最初の『再会記念日』でもある。この一年は何かとごたごたしていたが――まあそれも落ち着いたし、改めて少女達と楽しい時間を過ごす位の贅ぜい沢たくは許されても良いだろう。

　そういう訳で省吾は駅前のカフェで待ち合わせ前の時間を潰つぶしている。

　ただし彼の側そばには既に五人の少女が座っていて、楽しそうにお喋しやべりをしている。

　ペルテア。アフィニエ。セネカ。花か梨りん。そしてメリニである。

　ハーチェッタは未まだ来ていない。

「これ凄すごいわね。面白そう」

「またそういう……アスレチック・ジムなんて何ど処こも一緒でしょ？」

「新しい機械なのよこれ。今までは鍛えにくかった部分の筋肉を――」

「はいはい」

「人の事、馬ば鹿かにしてるけど、あんた少し鍛えたら？　最近ちょっと太ってきてない？」

「これは成長してるの！」

　と――雑誌を広げて話をしているのはペルテアとアフィニエである。ちなみに二人が眺めているのは都心の様々な施設を紹介した頁ページで、ペルテアはどうやら新型のトレーニング・マシンに興味津々であるらしい。

　花梨とメリニも今日これから何処に行こうかと別の雑誌を広げて会話している。この二人は今では姉妹の様に仲が良く、二人で出掛ける事も増えている様だった。

「省君、かなり音痴だからカラオケは避けた方がいいと思うわよ」

「でも一度聞いてみたいです。ショウゴさ――ショウゴ君の歌」

「勇者ねぇ」

　とか何とか微妙に失礼な台詞せりふも聞こえてきたりするが。

「…………」

　セネカはセネカで手元のノートパソコンで延々と何かやっている。どうやら株価のサイトを眺めているらしいが、彼女が何か操作する度に物もの凄すごい桁けた数の数字が表示されては消えるのに何の意味があるのか……省吾は少し怖いので未だ聞いた事が無い。

　ちなみに。

　姫ひめ巫み女こ達はいずれも制服姿である。

　これは建前上、彼女達は高校生という事に――アフィニエは外見上、中学生という事に――なっているからだ。元々こちらの世界に戸籍の無い彼女達にそうした立場を与えるのには、大学受験以上に苦労したが……まあソロンでの苦労に比べれば大したものではなかった。さすがに『有印私文書偽造は犯罪』と花梨に釘くぎを刺された時には焦ったが。

　そう。姫ひめ巫み女こ達は今――省吾の世界に来ている。

　元々定期的にソロンとは連絡を取る様になっているが、それを決めた際にゼブロンから申し出が在ったのだ。『いずれショウゴ殿の生まれ育った世界を見せてやって欲しい』と。

　ゼブロン曰いわく政治機構や経済機構の整備と改革を、レオン一人の意見に頼るのも問題が在るとかで――こちらの世界の進んだ政治や経済の機構、その他の価値観を姫巫女達に学ばせたいという事だった。

　まあ要するに留学である。

　諸々の困難は予想されたが――省吾に否は無かった。というよりも、こうした取り決めが先に在ったからこそ、省吾はこちらの世界に戻る最終的な決心がついたとも言える。さもなくばメリニやペルテアとの別離という大問題を前に、もっと長々と懊おう悩のうする事になっただろう。

　もっとも、まさか姫巫女達が一度に揃そろってこちらに来るとは思ってもみなかったが。

　お陰で省吾は実の親から『修羅場になって刺されるのだけは回避しろ』と溜ため息いき混じりに肩を叩たたかれる始末である。

　まあひっきりなしに可愛かわいらしい外国人の少女達が彼の部屋に出入りしていれば、親としても勘ぐりたくはなるだろうし――そもそも花梨と一緒に行方不明になった事で、二人は駆け落ちしたのだと思われていたらしい――まあ実際に誤解とは言えない部分がある訳で。

　何やら色々他にも言いたい事は在る様だが、また失しつ踪そうされてはかなわんと省吾の親も花梨の親も、普通に学生をしている限りは何も言ってこない。

　姫巫女達も、それぞれこちらの世界に来て一年、順応しつつある。

　特にハーチェッタとセネカはパソコン関係がやけに性に合っていた様で、何やら色々と熱中している様子である。もっともハーチェッタは単純にプログラム、セネカは株式市場にのめり込んでいるのが、それぞれ実に『らしい』感じではあった。

　いずれ彼女等のこちらでの生活が安定すれば、トリファスキアータもこちらに呼ぶ事になっている。彼女だけがまだこちらに来ていないのは、さすがにあの『血族』の少女は色々と特殊である為、省吾達の受け入れ態勢が整っていなければ、大変な苦労をするのは眼に見えていたからだ。彼女は彼女で未まだ省吾の子を産む事を諦あきらめていないらしいので、呼べば更に一波乱ありそうな感じではあったが。

「…………」

　省吾は微笑して少女達を眺める。

　そんな彼の視線に気付いてメリニが首を傾かしげた。

「ショウゴ様？」

「メリニ」

　苦笑して省吾は首を振る。

「あ。ショウゴ君」

　未だに『様』付けで彼女等は省吾の事を呼ぶ癖が抜けきらない。ソロンではまあそれでもいいが、こちらの世界の街中で聞かれると、あらぬ誤解を受けかねないので、『様』ではなく『君』で呼んでくれと言ってあるのだ。まあ丁寧すぎる尊敬語も問題ではあるが、そこまで直しているときりがない。

「どうなされましたか？」

「あ……いや」

　頬ほおを掻かきながら省吾は言った。

「なんかこう……不思議な気分でさ」

「不思議、ですか？」

「まあ何というか、幸せだな――と。何だか浮かれてると、実は夢でしたとか言われたりしないかってふと思う事とか、ある」

　こうして生まれ育った世界の日常に親しんでいると、ソロンでの出来事はそれこそ遠い夢の様な印象すら在る。ただしそれが夢でも幻でもないのは、此こ処こに居る少女達が証明している訳で……その何ど処こかちぐはぐした感じが、楽しくもあり、恐ろしくもあり、といった所だろうか。

　いずれ機を見て省吾はこちらの世界とソロンの世界の貿易や交流も試験的に行おうと考えている。その為に大学では国際政治を専攻しているのだ。今は迂う闊かつに双方の交流を進めると、また権力者に利用されてややこしい事になりかねないが――自分に知識とそれに見合った判断力がつけば、きっと双方の世界にとってより良い選択肢を選んでいけると思うからだった。

「私も夢――ですか？」

　言ってメリニがそっと省吾の手を握ってくる。

「違うな」

　その手の温ぬくもりは間違いなく此処に在る。

　その事を忘れなければ――きっと省吾の『野望』も手の届かない幻ではない。

　それは神の力で一足飛びに実現してしまうようなものではなく、人が、人同士の繋つながりと努力の蓄積で、実現していくものだからだ。そしてそれを支えるのは、自由な思考と、そして人間同士の信頼関係に他ならない。

「――ってそこ。二人の世界造らない」

「ずるいわよメリニ」

　花梨とアフィニエがそう割って入る。

「ずるいも何も――」

「まあでもこちらでは重婚は罪らしいけど、愛人は何人囲っても違法にはならないらしいから！　大丈夫！」

「そっか。そうよね」

「あんたも自信満々に何言ってんのよ!?　ペルテアも同意しない！」

「お……遅くなりました！」

「あ。ハーチェッタ、聞いてよメリニが――」

「え？　なんですか？」

　…………とかなんとか。

　何だか姫ひめ巫み女こ達の精神年齢が下がった様な印象も在るが、むしろこれが本来の彼女達であるのだろう。過酷な使命だの責務だのに縛られて必要以上に背伸びをさせられていたという事である。彼女達がのびのびと日常を謳歌出来るその姿が――省吾にはとても嬉うれしい。

「さて――」

　遅れていたハーチェッタも揃そろった所で、省吾は立ち上がる。少女達も他愛ない会話を止やめてそれぞれ席から立った。

「行こうか」



    

  
    
      



    

  
    
      　省吾は少女達を連れて歩き出す。

　無数の人々が行き交う街中を花梨や姫ひめ巫み女こ達と歩きながら、改めて自分自身の事を考える。時折そうして確認しないと自分で自分が何者なのかよく分からなくなりそうな時があった。それだけソロンでの一年余りの出来事は、省吾自身にも大きな変化をもたらしていたのだ。

　かつてネットゲームやアニメに耽たん溺できしながら無邪気に英雄に憧あこがれた少年はもう居ない。

　此こ処こに居るのは――

「俺おれは……」

　香か芝しば省吾。二十歳。日本人。国際政治学専攻の大学生。

　そして時々――異世界で救世主。

「履歴書には書けないな」

　のんびりと街を歩きながら――省吾は苦笑してそう呟つぶやいた。



（終劇）



    

  
    
      
あとがき。





　遂に――遂に。

　終わりました『イコノクラスト！』……!!

（最後の最後でまた一ヶ月延びました。すんません。おのれ腎じん臓ぞう結石）

　長かった、十年くらいに感じる位に長かったけど、実際に見てみると四年ちょい。時の流れは早いですね。つかよく考えたら私自身がデビュー十年なので、十年もやってる筈はずがねーんですが。



　という訳で、どうも、軽小説屋の榊さかきです。

『イコノクラスト！　ＥＰＩＳＯＤＥ10　魔　ＦＩＥＮＤ　神』をお届けいたしまする。これが最終巻となります。

　ここまでおつきあいいただいた読者の方々にまず感謝を。

　更にＭＦ文庫Ｊ編集部のＭ編集長、前担当のＨさん、現担当のＫさん、そして絵師のｋｙｏさんに感謝を（双方のスケジュール的都合で途中から御一緒出来ませんでしたが、初期デザインを担当してくださったｏｋａｍａさんにも感謝を）。

　また設定の一部及び、各種作業手順で手助けをしてくれた、照下ひのした土竜もぐら君と、うちのスタッフのＫ君、連絡及び調整役の日ひ高だか真しん紅くさんにも感謝を。今度、打ち上げしましょう。



　まあそれはさておき。



　ここから先はネタバレです。念のため。



　色々とこう、実験的な事をしてきた『イコノクラスト！』ですが、最後はまた恐ろしく余計なオチをつけてみたり。特に終章部分の事です。

　賛否両論あると思いますが（実際、身内でも『それはちょっと』と反対する人もいた）、これは割と最初から決めていた事だったりします。

　この手のエンディングは作品によって相応ふさわしかったり相応しくなかったりする訳ですが、『イコノクラスト！』はかなり無茶をしてきた世界であるという事と、まあ私のキャラの中では特に苦労したっぽい省しよう吾ご君なので、ご褒美がてら、こういうエンディングと相成りました。

　ついでに言えば多分、こういうのが好きな人多いんじゃないかなーと。



　更に余計な付け足しをしておくと、ハーチェッタは最後まで読んでくださった貴方（読者）の嫁に差し上げますので、可愛かわいがってやってください（笑）。



　さて。

　とりあえず『イコノクラスト！』は終わりましたが、書いてみたい話はまだ幾つもありまする。ＭＦ文庫Ｊで次の仕事が形として表に出るのは、何い時つなのか未だ未定ですが、その際にはまたよろしくお願いいたします。



　ではでは。

　また別の本で！



２００８／10／26　榊さかき　一いち郎ろう



    

  









    
      　著者

　榊一郎（さかき・いちろう）

　　１９６９年11月23日、大阪生まれ。

　　自ら「軽小説屋」を名乗る、ライトノベル界を代表するベストセラー作家。

　　主な著作に『スクラップド・プリンセス』シリーズ、『ストレイト・ジャケット』シリーズ、『君の居た昨日、僕の見る明日』シリーズ（すべて富士見ファンタジア文庫）、『まじしゃんず・あかでみい』シリーズ（ファミ通文庫）、『神曲奏界ポリフォニカ』シリーズ（ＧＡ文庫）ほか多数。



　　公式ＨＰ：‥「うごうご榊くん」

　　http://www.ugougo.net/



　設定協力

　照下土竜（ひのした・もぐら）

　　１９８２年11月10日、高知生まれ。

　　専門学校卒業後、榊一郎に師事。

　　独特の世界構築力に定評がある。

　　『ゴーディーサンディー』で第６回日本ＳＦ新人賞受賞。



　イラスト

　Ｋｙｏ（きょう）

　　１９８５年１月22日富山生まれ。血液型はＡ型。

　　高校のときにＨＰを開設し、それと同時に絵を描き始める。

　　現在大学に通いながら、イラストの依頼も請けるようになる。

　　ゲームが好き。特に、アクション。



　　公式ＨＰ：‥「クロイチゴ」

　　http://www8.plala.or.jp/kyo_/
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